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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スズメノテッポウ属、ジギタリア属及びエキノクロア属から選択される除草剤抵抗性又
は耐性雑草種を防除するための、(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イ
ソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエナンチオマーのいずれか又
はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)の使用。
【請求項２】
　望ましくない植生を防除する方法であって、除草上有効な量の(±)-2-exo-(2-メチルベ
ンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々
のエナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)を、該植生若しく
はその場所に施用するか、又は土壌若しくは水に施用して、望ましくない植生の出芽又は
生育を防止するステップを含み、望ましくない植生がスズメノテッポウ属、ジギタリア属
及びエキノクロア属から選択される少なくとも1種の除草剤抵抗性又は耐性雑草種を含む
、方法。
【請求項３】
　除草剤Aが(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサ
ビシクロ[2.2.1]ヘプタンである、請求項1に記載の使用。
【請求項４】
　除草剤Aが(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサ
ビシクロ[2.2.1]ヘプタンである、請求項2に記載の方法。
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【請求項５】
　除草剤抵抗性又は耐性雑草種が、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)阻害剤(HRAC A
群)、アセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤(HRAC B群)、光化学系II(PSII)阻害剤(HRAC C1、
C2及びC3群)、微小管集合阻害剤(HRAC K1群)、極長鎖脂肪酸(VLCFA)阻害剤(HRAC K3群)及
び脂質合成阻害剤(HRAC N群)からなる群から選択される少なくとも1種の除草剤に対する
抵抗性又は耐性を有するバイオタイプである、請求項1又は3に記載の使用。
【請求項６】
　除草剤抵抗性又は耐性雑草種が、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)阻害剤(HRAC A
群)、アセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤(HRAC B群)、光化学系II(PSII)阻害剤(HRAC C1、
C2及びC3群)、微小管集合阻害剤(HRAC K1群)、極長鎖脂肪酸(VLCFA)阻害剤(HRAC K3群)及
び脂質合成阻害剤(HRAC N群)からなる群から選択される少なくとも1種の除草剤に対する
抵抗性又は耐性を有するバイオタイプである、請求項2又は4に記載の方法。
【請求項７】
　除草剤抵抗性又は耐性雑草種が、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)阻害剤(HRAC A
群)、アセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤(HRAC B群)及び光化学系II(PSII)阻害剤(HRAC C1
、C2及びC3群)からなる群から選択される少なくとも1種の除草剤に対する抵抗性又は耐性
を有するバイオタイプである、請求項5に記載の使用。
【請求項８】
　除草剤抵抗性又は耐性雑草種が、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)阻害剤(HRAC A
群)、アセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤(HRAC B群)及び光化学系II(PSII)阻害剤(HRAC C1
、C2及びC3群)からなる群から選択される少なくとも1種の除草剤に対する抵抗性又は耐性
を有するバイオタイプである、請求項6に記載の方法。
【請求項９】
　望ましくない植生が、コムギ、オオムギ、ライムギ、ライコムギ、エンバク、コーン(
トウモロコシ)、ヒマワリ、イネ、ダイズ、エンドウ、ソラマメ属のマメ、インゲンマメ
属のマメ、ピーナッツ、アブラナ、キャノーラ、ワタ、ジャガイモ、テンサイ、サトウキ
ビ、芝草及び野菜から選択される作物植物において防除される、請求項1、3、5及び7のい
ずれか1項に記載の使用。
【請求項１０】
　望ましくない植生が、コムギ、オオムギ、ライムギ、ライコムギ、エンバク、コーン(
トウモロコシ)、ヒマワリ、イネ、ダイズ、エンドウ、ソラマメ属のマメ、インゲンマメ
属のマメ、ピーナッツ、アブラナ、キャノーラ、ワタ、ジャガイモ、テンサイ、サトウキ
ビ、芝草及び野菜から選択される作物植物において防除される、請求項2、4、6及び8のい
ずれか1項に記載の方法。
【請求項１１】
　除草剤Aが唯一の除草上活性な成分である、請求項1、3、5、7及び9のいずれか1項に記
載の使用。
【請求項１２】
　除草剤Aが唯一の除草上活性な成分である、請求項2、4、6、8及び10のいずれか1項に記
載の方法。
【請求項１３】
　b1)～b15)群
　b1)脂質生合成阻害剤:
　アロキシジム、アロキシジム-ナトリウム、ブトロキシジム、クレトジム、クロジナホ
ップ、クロジナホップ-プロパルギル、シクロキシジム、シハロホップ、シハロホップ-ブ
チル、ジクロホップ、ジクロホップ-メチル、フェノキサプロップ、フェノキサプロップ-
エチル、フェノキサプロップ-P、フェノキサプロップ-P-エチル、フルアジホップ、フル
アジホップ-ブチル、フルアジホップ-P、フルアジホップ-P-ブチル、ハロキシホップ、ハ
ロキシホップ-メチル、ハロキシホップ-P、ハロキシホップ-P-メチル、メタミホップ、ピ
ノキサデン、プロホキシジム、プロパキザホップ、キザロホップ、キザロホップ-エチル
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、キザロホップ-テフリル、キザロホップ-P、キザロホップ-P-エチル、キザロホップ-P-
テフリル、セトキシジム、テプラロキシジム及びトラルコキシジム、4-(4'-クロロ-4-シ
クロプロピル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメ
チル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1312337-72-6);4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル[1
,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(C
AS 1312337-45-3);4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒ
ドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1033757-93-5);4-(2',4'-ジ
クロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3,5(4H,6
H)-ジオン(CAS 1312340-84-3);5-(アセチルオキシ)-4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-
フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-
オン(CAS 1312337-48-6);5-(アセチルオキシ)-4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル-[1,
1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン;5-(ア
セチルオキシ)-4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジ
ヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1312340-82-1);5-(アセチルオキシ
)-4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テト
ラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1033760-55-2);4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-フ
ルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピ
ラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 1312337-51-1);4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピ
ル-[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラ
ン-3-イル炭酸メチルエステル;4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3
-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエス
テル(CAS 1312340-83-2);4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-
ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 10
33760-58-5);から選択されるACC除草剤、並びにベンフレセート、ブチレート、シクロエ
ート、ダラポン、ジメピペレート、EPTC、エスプロカルブ、エトフメセート、フルプロパ
ネート、モリネート、オルベンカルブ、ペブレート、プロスルホカルブ、TCA、チオベン
カルブ、チオカルバジル、トリアレート及びベルノレートから選択される非ACC除草剤、
　b2)ALS阻害剤:
　アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロン、ベンスルフロン-メチル、ク
ロリムロン、クロリムロン-エチル、クロルスルフロン、シノスルフロン、シクロスルフ
ァムロン、エタメトスルフロン、エタメトスルフロン-メチル、エトキシスルフロン、フ
ラザスルフロン、フルセトスルフロン、フルピルスルフロン、フルピルスルフロン-メチ
ル-ナトリウム、ホラムスルフロン、ハロスルフロン、ハロスルフロン-メチル、イマゾス
ルフロン、ヨードスルフロン、ヨードスルフロン-メチル-ナトリウム、ヨーフェンスルフ
ロン、ヨーフェンスルフロン-ナトリウム、メソスルフロン、メソスルフロン-メチル、メ
タゾスルフロン、メトスルフロン、メトスルフロン-メチル、ニコスルフロン、オルトス
ルファムロン、オキサスルフロン、プリミスルフロン、プリミスルフロン-メチル、プロ
ピリスルフロン、プロスルフロン、ピラゾスルフロン、ピラゾスルフロン-エチル、リム
スルフロン、スルホメツロン、スルホメツロン-メチル、スルホスルフロン、チフェンス
ルフロン、チフェンスルフロン-メチル、トリアスルフロン、トリベヌロン、トリベヌロ
ン-メチル、トリフロキシスルフロン、トリフルスルフロン、トリフルスルフロン-メチル
及びトリトスルフロンから選択されるスルホニル尿素類、
　イマザメタベンズ、イマザメタベンズ-メチル、イマザモックス、イマザピック、イマ
ザピル、イマザキン及びイマゼタピルから選択されるイミダゾリノン類、
　クロランスラム、クロランスラム-メチル、ジクロスラム、フルメツラム、フロラスラ
ム、メトスラム、ペノキススラム、ピリミスルファン及びピロキススラムから選択される
トリアゾロピリミジン系除草剤及びスルホンアニリド類、
　ビスピリバック、ビスピリバック-ナトリウム、ピリベンゾキシム、ピリフタリド、ピ
リミノバック、ピリミノバック-メチル、ピリチオバック、ピリチオバック-ナトリウム、
4-[[[2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)オキシ]フェニル]メチル]アミノ]-安息香酸-1
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-メチルエチルエステル(CAS 420138-41-6)、4-[[[2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)
オキシ]フェニル]メチル]アミノ]-安息香酸プロピルエステル(CAS 420138-40-5)、N-(4-
ブロモフェニル)-2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)オキシ]ベンゼンメタンアミン(CA
S 420138-01-8)から選択されるピリミジニルベンゾエート類、
　フルカルバゾン、フルカルバゾン-ナトリウム、プロポキシカルバゾン、プロポキシカ
ルバゾン-ナトリウム、チエンカルバゾン及びチエンカルバゾン-メチルから選択されるス
ルホニルアミノカルボニル-トリアゾリノン系除草剤;及びトリアファモン、
　b3)光合成阻害剤:
　アメトリン、アトラジン、シアナジン、デスメトリン、ジメタメトリン、プロメトン、
プロメトリン、プロパジン、シマジン、シメトリン、テルブメトン、テルブチラジン、テ
ルブトリン及びトリエタジンから選択されるトリアジン系除草剤、
　ヘキサジノン、メタミトロン及びメトリブジンから選択されるトリアジノン類、
　トリアゾリノン:アミカルバゾン、
　ピリダジノン:クロリダゾン、
　クロルブロムロン、クロロトルロン、クロロクスロン、ジメフロン、ジウロン、フルオ
メツロン、イソプロツロン、イソウロン、リニュロン、メタミトロン、メタベンズチアズ
ロン、メトベンズロン、メトキスロン、モノリニュロン、ネブロン、シデュロン、テブチ
ウロン及びチジアズロンから選択される尿素類、
　デスメディファム、カルブチレート、フェンメディファム及びフェンメディファム-エ
チルから選択されるフェニルカルバメート類、
　ブロモフェノキシム、ブロモキシニル、及びアイオキシニルから選択されるニトリル系
除草剤、
　ブロマシル、レナシル及びテルバシルから選択されるウラシル類、
　ベンタゾン、ベンタゾン-ナトリウム、ピリデート、ピリダホル、ペンタノクロール、
プロパニル
から選択される光化学系II阻害剤、並びにジクワット、ジクワット-ジブロミド、パラコ
ート、パラコート-ジクロリド及びパラコート-ジメチルスルフェートから選択される光化
学系I阻害剤、
　b4)プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤:アシフルオルフェン、アシフル
オルフェン-ナトリウム、アザフェニジン、ベンカルバゾン、ベンズフェンジゾン、ビフ
ェノックス、ブタフェナシル、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン-エチル、クロ
メトキシフェン、シニドン-エチル、フルアゾレート、フルフェンピル、フルフェンピル-
エチル、フルミクロラック、フルミクロラック-ペンチル、フルミオキサジン、フルオロ
グリコフェン、フルオログリコフェン-エチル、フルチアセット、フルチアセット-メチル
、ホメサフェン、ハロサフェン、ラクトフェン、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オ
キシフルオルフェン、ペントキサゾン、プロフルアゾール、ピラクロニル、ピラフルフェ
ン、ピラフルフェン-エチル、サフルフェナシル、スルフェントラゾン、チジアジミン、
チアフェナシル、トリフルジモキサジン、エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-
6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキ
シ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6;S-3100)、N-エチル-3-(2,6-ジクロ
ロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 4
52098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノ
キシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 915396-43-9)、N-エチル-3-(2-ク
ロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボ
キサミド(CAS 452099-05-7)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-ト
リフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452100-0
3-7)、3-[7-フルオロ-3-オキソ-4-(プロパ-2-イニル)-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキ
サジン-6-イル]-1,5-ジメチル-6-チオキソ-[1,3,5]トリアジナン-2,4-ジオン(CAS 451484
-50-7)、2-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[
1,4]オキサジン-6-イル)-4,5,6,7-テトラヒドロ-イソインドール-1,3-ジオン(CAS 130011
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8-96-0)、1-メチル-6-トリフルオロメチル-3-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2
-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-1H-ピリミジン-2,4-ジオン(C
AS 1304113-05-0)、メチル(E)-4-[2-クロロ-5-[4-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)-1H-メ
チル-ピラゾール-3-イル]-4-フルオロ-フェノキシ]-3-メトキシ-ブタ-2-エノエート(CAS 
948893-00-3)、及び3-[7-クロロ-5-フルオロ-2-(トリフルオロメチル)-1H-ベンゾイミダ
ゾール-4-イル]-1-メチル-6-(トリフルオロメチル)-1H-ピリミジン-2,4-ジオン(CAS 2127
54-02-4);
　b5)白化除草剤:
　ベフルブタミド、ジフルフェニカン、フルリドン、フルロクロリドン、フルルタモン、
ノルフルラゾン、ピコリナフェン、及び4-(3-トリフルオロメチルフェノキシ)-2-(4-トリ
フルオロメチルフェニル)ピリミジン(CAS 180608-33-7)から選択されるPDS阻害剤、
　ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、ビシクロピロン、フェンキノトリオン、イソキ
サフルトール、イソキサクロルトール、メソトリオン、ピラスルホトール、ピラゾリネー
ト、ピラゾキシフェン、スルコトリオン、テフリルトリオン、テムボトリオン、トルピラ
レート及びトプラメゾンから選択されるHPPD阻害剤、
　クロマゾンから選択されるDOXP-シンターゼ阻害剤、
　アクロニフェン、アミトロール及びフルメツロンから選択される、標的が未知の白化剤
　b6)EPSPシンターゼ阻害剤:
　グリホセート、グリホセートイソプロピルアンモニウム、グリホセートカリウム、及び
グリホセートトリメシウム(スルホセート)、
　b7)グルタミンシンターゼ阻害剤:ビラナホス(ビアラホス)、ビラナホス-ナトリウム、
グルホシネート、グルホシネート-P及びグルホシネート-アンモニウム、
　b8)DHPシンターゼ阻害剤:アスラム、
　b9)有糸分裂阻害剤:
　HRAC K1群の化合物:ベンフルラリン、ブトルアリン、ジニトラミン、エタルフルラリン
、フルクロラリン、オリザリン、ペンディメタリン、プロジアミン及びトリフルラリンか
ら選択されるジニトロアニリン類、アミプロホス、アミプロホス-メチル、及びブタミホ
スから選択されるホスホルアミデート類、クロルタール、クロルタール-ジメチルから選
択される安息香酸系除草剤、ジチオピル及びチアゾピルから選択されるピリジン類、プロ
ピザミド及びテブタムから選択されるベンズアミド類、
　HRAC K2群の化合物:カルベタミド、クロルプロファム、フラムプロップ、フラムプロッ
プ-イソプロピル、フラムプロップ-メチル、フラムプロップ-M-イソプロピル、フラムプ
ロップ-M-メチル及びプロファム、
　b10)VLCFA阻害剤:
　アセトクロール、アラクロール、ブタクロール、ジメタクロール、ジメテナミド、ジメ
テナミド-P、メタザクロール、メトラクロール、メトラクロール-S、ペトキサミド、プレ
チラクロール、プロパクロール、プロピソクロール及びテニルクロールから選択されるク
ロロアセトアミド類、フルフェナセット及びメフェナセットから選択されるオキシアセト
アミド類、
　ジフェナミド、ナプロアニリド、ナプロパミド及びナプロパミド-Mから選択されるアセ
トアミド類、フェントラザミド及びイプフェンカルバゾンから選択されるテトラゾリノン
類、アニロホス、カフェンストロール、フェノキサスルホン、ピペロホス及びピロキサス
ルホンから選択されるその他の除草剤、並びに式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、
II.7、II.8及びII.9
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【化１】

のイソオキサゾリン化合物、
　b11)セルロース生合成阻害剤:
　クロルチアミド、ジクロベニル、フルポキサム、インダジフラム、イソキサベン、トリ
アジフラム及び1-シクロヘキシル-5-ペンタフルオロフェニルオキシ-14-[1,2,4,6]チアト
リアジン-3-イルアミン(CAS 175899-01-1)、
　b12)脱共役除草剤:
　ジノセブ、ジノテルブ及びDNOC、
　b13)合成オーキシン:
　2,4-D、クラシホス、2,4-DB、アミノシクロピラクロル、アミノピラリド、アミノピラ
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リド-ジメチルアンモニウム、アミノピラリド-トリス(2-ヒドロキシプロピル)アンモニウ
ム、ベナゾリン、ベナゾリン-エチル、クロランベン、クロメプロップ、クロピラリド、
ジカンバ、ジクロルプロップ、ジクロルプロップ-P、フルロキシピル、フルロキシピル-
ブトメチル、フルロキシピル-メプチル、ハラウキシフェン(CAS 943832-60-8);MCPA、MCP
A-チオエチル、MCPB、メコプロップ、メコプロップ-P、ピクロラム、キンクロラック、キ
ンメラック、TBA(2,3,6)、トリクロピル、4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3
-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボン酸、及びベンジル4-アミノ-3-クロ
ロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボキシレ
ート(CAS 1390661-72-9)、
　b14)オーキシン輸送阻害剤:ジフルフェンゾピル、ジフルフェンゾピル-ナトリウム、ナ
プタラム及びナプタラム-ナトリウム、
　b15)その他の除草剤:ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレノール-メチル
、クミルロン、シクロピリモレート(CAS 499223-49-3)、ダラポン、ダゾメット、ジフェ
ンゾコート、ジフェンゾコートメチル硫酸塩、ジメチピン、DSMA、ダイムロン、エンドタ
ール、エトベンザニド、フルレノール、フルレノール-ブチル、フルルプリミドール、ホ
サミン、ホサミン-アンモニウム、インダノファン、マレイン酸ヒドラジド、メフルイジ
ド、メタム、メチオゾリン(CAS 403640-27-7)、アジ化メチル、臭化メチル、メチル-ダイ
ムロン、ヨウ化メチル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペラルゴン酸、ピリブ
チカルブ、キノクラミン及びトリジファン、
並びにこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミド
から選択される少なくとも1種の除草剤Bを施用するステップをさらに含む、請求項1、3、
5、7、9及び11のいずれか1項に記載の使用。
【請求項１４】
　b1)～b15)群
　b1)脂質生合成阻害剤:
　アロキシジム、アロキシジム-ナトリウム、ブトロキシジム、クレトジム、クロジナホ
ップ、クロジナホップ-プロパルギル、シクロキシジム、シハロホップ、シハロホップ-ブ
チル、ジクロホップ、ジクロホップ-メチル、フェノキサプロップ、フェノキサプロップ-
エチル、フェノキサプロップ-P、フェノキサプロップ-P-エチル、フルアジホップ、フル
アジホップ-ブチル、フルアジホップ-P、フルアジホップ-P-ブチル、ハロキシホップ、ハ
ロキシホップ-メチル、ハロキシホップ-P、ハロキシホップ-P-メチル、メタミホップ、ピ
ノキサデン、プロホキシジム、プロパキザホップ、キザロホップ、キザロホップ-エチル
、キザロホップ-テフリル、キザロホップ-P、キザロホップ-P-エチル、キザロホップ-P-
テフリル、セトキシジム、テプラロキシジム及びトラルコキシジム、4-(4'-クロロ-4-シ
クロプロピル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメ
チル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1312337-72-6);4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル[1
,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(C
AS 1312337-45-3);4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒ
ドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1033757-93-5);4-(2',4'-ジ
クロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3,5(4H,6
H)-ジオン(CAS 1312340-84-3);5-(アセチルオキシ)-4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-
フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-
オン(CAS 1312337-48-6);5-(アセチルオキシ)-4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル-[1,
1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン;5-(ア
セチルオキシ)-4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジ
ヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1312340-82-1);5-(アセチルオキシ
)-4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テト
ラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1033760-55-2);4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-フ
ルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピ
ラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 1312337-51-1);4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピ
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ル-[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラ
ン-3-イル炭酸メチルエステル;4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3
-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエス
テル(CAS 1312340-83-2);4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-
ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 10
33760-58-5);から選択されるACC除草剤、並びにベンフレセート、ブチレート、シクロエ
ート、ダラポン、ジメピペレート、EPTC、エスプロカルブ、エトフメセート、フルプロパ
ネート、モリネート、オルベンカルブ、ペブレート、プロスルホカルブ、TCA、チオベン
カルブ、チオカルバジル、トリアレート及びベルノレートから選択される非ACC除草剤、
　b2)ALS阻害剤:
　アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロン、ベンスルフロン-メチル、ク
ロリムロン、クロリムロン-エチル、クロルスルフロン、シノスルフロン、シクロスルフ
ァムロン、エタメトスルフロン、エタメトスルフロン-メチル、エトキシスルフロン、フ
ラザスルフロン、フルセトスルフロン、フルピルスルフロン、フルピルスルフロン-メチ
ル-ナトリウム、ホラムスルフロン、ハロスルフロン、ハロスルフロン-メチル、イマゾス
ルフロン、ヨードスルフロン、ヨードスルフロン-メチル-ナトリウム、ヨーフェンスルフ
ロン、ヨーフェンスルフロン-ナトリウム、メソスルフロン、メソスルフロン-メチル、メ
タゾスルフロン、メトスルフロン、メトスルフロン-メチル、ニコスルフロン、オルトス
ルファムロン、オキサスルフロン、プリミスルフロン、プリミスルフロン-メチル、プロ
ピリスルフロン、プロスルフロン、ピラゾスルフロン、ピラゾスルフロン-エチル、リム
スルフロン、スルホメツロン、スルホメツロン-メチル、スルホスルフロン、チフェンス
ルフロン、チフェンスルフロン-メチル、トリアスルフロン、トリベヌロン、トリベヌロ
ン-メチル、トリフロキシスルフロン、トリフルスルフロン、トリフルスルフロン-メチル
及びトリトスルフロンから選択されるスルホニル尿素類、
　イマザメタベンズ、イマザメタベンズ-メチル、イマザモックス、イマザピック、イマ
ザピル、イマザキン及びイマゼタピルから選択されるイミダゾリノン類、
　クロランスラム、クロランスラム-メチル、ジクロスラム、フルメツラム、フロラスラ
ム、メトスラム、ペノキススラム、ピリミスルファン及びピロキススラムから選択される
トリアゾロピリミジン系除草剤及びスルホンアニリド類、
　ビスピリバック、ビスピリバック-ナトリウム、ピリベンゾキシム、ピリフタリド、ピ
リミノバック、ピリミノバック-メチル、ピリチオバック、ピリチオバック-ナトリウム、
4-[[[2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)オキシ]フェニル]メチル]アミノ]-安息香酸-1
-メチルエチルエステル(CAS 420138-41-6)、4-[[[2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)
オキシ]フェニル]メチル]アミノ]-安息香酸プロピルエステル(CAS 420138-40-5)、N-(4-
ブロモフェニル)-2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)オキシ]ベンゼンメタンアミン(CA
S 420138-01-8)から選択されるピリミジニルベンゾエート類、
　フルカルバゾン、フルカルバゾン-ナトリウム、プロポキシカルバゾン、プロポキシカ
ルバゾン-ナトリウム、チエンカルバゾン及びチエンカルバゾン-メチルから選択されるス
ルホニルアミノカルボニル-トリアゾリノン系除草剤;及びトリアファモン、
　b3)光合成阻害剤:
　アメトリン、アトラジン、シアナジン、デスメトリン、ジメタメトリン、プロメトン、
プロメトリン、プロパジン、シマジン、シメトリン、テルブメトン、テルブチラジン、テ
ルブトリン及びトリエタジンから選択されるトリアジン系除草剤、
　ヘキサジノン、メタミトロン及びメトリブジンから選択されるトリアジノン類、
　トリアゾリノン:アミカルバゾン、
　ピリダジノン:クロリダゾン、
　クロルブロムロン、クロロトルロン、クロロクスロン、ジメフロン、ジウロン、フルオ
メツロン、イソプロツロン、イソウロン、リニュロン、メタミトロン、メタベンズチアズ
ロン、メトベンズロン、メトキスロン、モノリニュロン、ネブロン、シデュロン、テブチ
ウロン及びチジアズロンから選択される尿素類、
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　デスメディファム、カルブチレート、フェンメディファム及びフェンメディファム-エ
チルから選択されるフェニルカルバメート類、
　ブロモフェノキシム、ブロモキシニル、及びアイオキシニルから選択されるニトリル系
除草剤、
　ブロマシル、レナシル及びテルバシルから選択されるウラシル類、
　ベンタゾン、ベンタゾン-ナトリウム、ピリデート、ピリダホル、ペンタノクロール、
プロパニル
から選択される光化学系II阻害剤、並びにジクワット、ジクワット-ジブロミド、パラコ
ート、パラコート-ジクロリド及びパラコート-ジメチルスルフェートから選択される光化
学系I阻害剤、
　b4)プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤:アシフルオルフェン、アシフル
オルフェン-ナトリウム、アザフェニジン、ベンカルバゾン、ベンズフェンジゾン、ビフ
ェノックス、ブタフェナシル、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン-エチル、クロ
メトキシフェン、シニドン-エチル、フルアゾレート、フルフェンピル、フルフェンピル-
エチル、フルミクロラック、フルミクロラック-ペンチル、フルミオキサジン、フルオロ
グリコフェン、フルオログリコフェン-エチル、フルチアセット、フルチアセット-メチル
、ホメサフェン、ハロサフェン、ラクトフェン、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オ
キシフルオルフェン、ペントキサゾン、プロフルアゾール、ピラクロニル、ピラフルフェ
ン、ピラフルフェン-エチル、サフルフェナシル、スルフェントラゾン、チジアジミン、
チアフェナシル、トリフルジモキサジン、エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-
6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキ
シ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6;S-3100)、N-エチル-3-(2,6-ジクロ
ロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 4
52098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノ
キシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 915396-43-9)、N-エチル-3-(2-ク
ロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボ
キサミド(CAS 452099-05-7)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-ト
リフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452100-0
3-7)、3-[7-フルオロ-3-オキソ-4-(プロパ-2-イニル)-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキ
サジン-6-イル]-1,5-ジメチル-6-チオキソ-[1,3,5]トリアジナン-2,4-ジオン(CAS 451484
-50-7)、2-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[
1,4]オキサジン-6-イル)-4,5,6,7-テトラヒドロ-イソインドール-1,3-ジオン(CAS 130011
8-96-0)、1-メチル-6-トリフルオロメチル-3-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2
-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-1H-ピリミジン-2,4-ジオン(C
AS 1304113-05-0)、メチル(E)-4-[2-クロロ-5-[4-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)-1H-メ
チル-ピラゾール-3-イル]-4-フルオロ-フェノキシ]-3-メトキシ-ブタ-2-エノエート(CAS 
948893-00-3)、及び3-[7-クロロ-5-フルオロ-2-(トリフルオロメチル)-1H-ベンゾイミダ
ゾール-4-イル]-1-メチル-6-(トリフルオロメチル)-1H-ピリミジン-2,4-ジオン(CAS 2127
54-02-4);
　b5)白化除草剤:
　ベフルブタミド、ジフルフェニカン、フルリドン、フルロクロリドン、フルルタモン、
ノルフルラゾン、ピコリナフェン、及び4-(3-トリフルオロメチルフェノキシ)-2-(4-トリ
フルオロメチルフェニル)ピリミジン(CAS 180608-33-7)から選択されるPDS阻害剤、
　ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、ビシクロピロン、フェンキノトリオン、イソキ
サフルトール、イソキサクロルトール、メソトリオン、ピラスルホトール、ピラゾリネー
ト、ピラゾキシフェン、スルコトリオン、テフリルトリオン、テムボトリオン、トルピラ
レート及びトプラメゾンから選択されるHPPD阻害剤、
　クロマゾンから選択されるDOXP-シンターゼ阻害剤、
　アクロニフェン、アミトロール及びフルメツロンから選択される、標的が未知の白化剤
　b6)EPSPシンターゼ阻害剤:
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　グリホセート、グリホセートイソプロピルアンモニウム、グリホセートカリウム、及び
グリホセートトリメシウム(スルホセート)、
　b7)グルタミンシンターゼ阻害剤:ビラナホス(ビアラホス)、ビラナホス-ナトリウム、
グルホシネート、グルホシネート-P及びグルホシネート-アンモニウム、
　b8)DHPシンターゼ阻害剤:アスラム、
　b9)有糸分裂阻害剤:
　HRAC K1群の化合物:ベンフルラリン、ブトルアリン、ジニトラミン、エタルフルラリン
、フルクロラリン、オリザリン、ペンディメタリン、プロジアミン及びトリフルラリンか
ら選択されるジニトロアニリン類、アミプロホス、アミプロホス-メチル、及びブタミホ
スから選択されるホスホルアミデート類、クロルタール、クロルタール-ジメチルから選
択される安息香酸系除草剤、ジチオピル及びチアゾピルから選択されるピリジン類、プロ
ピザミド及びテブタムから選択されるベンズアミド類、
　HRAC K2群の化合物:カルベタミド、クロルプロファム、フラムプロップ、フラムプロッ
プ-イソプロピル、フラムプロップ-メチル、フラムプロップ-M-イソプロピル、フラムプ
ロップ-M-メチル及びプロファム、
　b10)VLCFA阻害剤:
　アセトクロール、アラクロール、ブタクロール、ジメタクロール、ジメテナミド、ジメ
テナミド-P、メタザクロール、メトラクロール、メトラクロール-S、ペトキサミド、プレ
チラクロール、プロパクロール、プロピソクロール及びテニルクロールから選択されるク
ロロアセトアミド類、フルフェナセット及びメフェナセットから選択されるオキシアセト
アミド類、
　ジフェナミド、ナプロアニリド、ナプロパミド及びナプロパミド-Mから選択されるアセ
トアミド類、フェントラザミド及びイプフェンカルバゾンから選択されるテトラゾリノン
類、アニロホス、カフェンストロール、フェノキサスルホン、ピペロホス及びピロキサス
ルホンから選択されるその他の除草剤、並びに式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、
II.7、II.8及びII.9
【化２】
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のイソオキサゾリン化合物、
　b11)セルロース生合成阻害剤:
　クロルチアミド、ジクロベニル、フルポキサム、インダジフラム、イソキサベン、トリ
アジフラム及び1-シクロヘキシル-5-ペンタフルオロフェニルオキシ-14-[1,2,4,6]チアト
リアジン-3-イルアミン(CAS 175899-01-1)、
　b12)脱共役除草剤:
　ジノセブ、ジノテルブ及びDNOC、
　b13)合成オーキシン:
　2,4-D、クラシホス、2,4-DB、アミノシクロピラクロル、アミノピラリド、アミノピラ
リド-ジメチルアンモニウム、アミノピラリド-トリス(2-ヒドロキシプロピル)アンモニウ
ム、ベナゾリン、ベナゾリン-エチル、クロランベン、クロメプロップ、クロピラリド、
ジカンバ、ジクロルプロップ、ジクロルプロップ-P、フルロキシピル、フルロキシピル-
ブトメチル、フルロキシピル-メプチル、ハラウキシフェン(CAS 943832-60-8);MCPA、MCP
A-チオエチル、MCPB、メコプロップ、メコプロップ-P、ピクロラム、キンクロラック、キ
ンメラック、TBA(2,3,6)、トリクロピル、4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3
-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボン酸、及びベンジル4-アミノ-3-クロ
ロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボキシレ
ート(CAS 1390661-72-9)、
　b14)オーキシン輸送阻害剤:ジフルフェンゾピル、ジフルフェンゾピル-ナトリウム、ナ
プタラム及びナプタラム-ナトリウム、
　b15)その他の除草剤:ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレノール-メチル
、クミルロン、シクロピリモレート(CAS 499223-49-3)、ダラポン、ダゾメット、ジフェ
ンゾコート、ジフェンゾコートメチル硫酸塩、ジメチピン、DSMA、ダイムロン、エンドタ
ール、エトベンザニド、フルレノール、フルレノール-ブチル、フルルプリミドール、ホ
サミン、ホサミン-アンモニウム、インダノファン、マレイン酸ヒドラジド、メフルイジ
ド、メタム、メチオゾリン(CAS 403640-27-7)、アジ化メチル、臭化メチル、メチル-ダイ
ムロン、ヨウ化メチル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペラルゴン酸、ピリブ
チカルブ、キノクラミン及びトリジファン、
並びにこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミド
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から選択される少なくとも1種の除草剤Bを施用するステップをさらに含む、請求項2、4、
6、8、10及び12のいずれか1項に記載の方法。
【請求項１５】
　ベノキサコール、クロキントセット、シオメトリニル、シプロスルファミド、ジクロル
ミド、ジシクロノン、ジエトレート、フェンクロラゾール、フェンクロリム、フルラゾー
ル、フルキソフェニム、フリラゾール、イソオキサジフェン、メフェンピル、メフェネー
ト、ナフタレン酢酸(NAA)、ナフタル酸無水物(NA)、オキサベトリニル、4-(ジクロロアセ
チル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4.5]デカン(MON4660)、2,2,5-トリメチル-3-(ジクロロア
セチル)-1,3-オキサゾリジン(R-29148)、N-(2-メトキシベンゾイル)-4-[(メチルアミノカ
ルボニル)アミノ]ベンゼンスルホンアミド、及びこれらの農学的に許容される塩、エステ
ル又はアミドからなる群から選択される少なくとも1種の薬害軽減剤Cを施用するステップ
をさらに含む、請求項1、3、5、7、9、11及び13のいずれか1項に記載の使用。
【請求項１６】
　ベノキサコール、クロキントセット、シオメトリニル、シプロスルファミド、ジクロル
ミド、ジシクロノン、ジエトレート、フェンクロラゾール、フェンクロリム、フルラゾー
ル、フルキソフェニム、フリラゾール、イソオキサジフェン、メフェンピル、メフェネー
ト、ナフタレン酢酸(NAA)、ナフタル酸無水物(NA)、オキサベトリニル、4-(ジクロロアセ
チル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4.5]デカン(MON4660)、2,2,5-トリメチル-3-(ジクロロア
セチル)-1,3-オキサゾリジン(R-29148)、N-(2-メトキシベンゾイル)-4-[(メチルアミノカ
ルボニル)アミノ]ベンゼンスルホンアミド、及びこれらの農学的に許容される塩、エステ
ル又はアミドからなる群から選択される少なくとも1種の薬害軽減剤Cを施用するステップ
をさらに含む、請求項2、4、6、8、10、12及び14のいずれか1項に記載の方法。
【請求項１７】
　作物保護で慣例の1種以上の補助剤を施用するステップをさらに含む、請求項1、3、5、
7、9、11、13及び15のいずれか1項に記載の使用。
【請求項１８】
　作物保護で慣例の1種以上の補助剤を施用するステップをさらに含む、請求項2、4、6、
8、10、12、14及び16のいずれか1項に記載の方法。
【請求項１９】
　除草上有効な量の除草剤A及び場合によって少なくとも1種の除草剤Bを含む組成物が施
用される、請求項1、3、5、7、9、11、13、15及び17のいずれか1項に記載の使用。
【請求項２０】
　除草上有効な量の除草剤A及び場合によって少なくとも1種の除草剤Bを含む組成物が施
用される、請求項2、4、6、8、10、12、14、16及び18のいずれか1項に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、除草剤(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-
オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエナンチオマーのいずれか又は前記エナン
チオマーの任意の非ラセミ混合物を施用することにより除草剤抵抗性又は耐性雑草種を防
除するための方法及び使用に関する。方法及び使用は、作物保護に特に適している。本発
明は、前記除草剤を含む特定の除草性組成物にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　除草剤抵抗性雑草の問題がますます一般的になってきている。これらのバイオタイプは
、通常その種を有効に防除する用量で除草剤を施用しても生存する。抵抗性雑草バイオタ
イプは、基本的な進化過程の結果である。特定の慣行に最も適応した個体が種内で選択さ
れ、個体群内で増加することになる。1種以上の植物がもともと抵抗性である除草剤に雑
草個体群を一旦曝露すると、除草剤により感受性個体は死滅するが、抵抗性個体は生存及
び繁殖することができる。除草剤を繰り返し使用することで、最初は圃場で孤立した植物



(13) JP 6954889 B2 2021.10.27

10

20

30

40

50

又は作物(patch)として現れる抵抗性雑草が急速に広まり、個体群及び土壌シードバンク
で優位を占める可能性がある。
【０００３】
　例えば、雑草、特に、例えばノスズメノテッポウ(Alopecurus myosuroides)(ALOMY)、
セイヨウヌカボ(Apera spica-venti)(APESV)又はロリウム属(Lolium)の種(LOLSS)などの
イネ科雑草における除草剤抵抗性が農家にとって重大な問題となりつつあり、例えば禾穀
類における、劇的な雑草防除問題をもたらしている。ACCase阻害剤及びALS阻害剤の群の
除草剤だけでなくその他のタイプの各種除草剤も、抵抗性進化の影響を大いに受ける。
【０００４】
　WO 2007/023099は、exo-(±)-1-メチル-4-(1-メチルエチル)-2-[(2-メチルフェニル)メ
トキシ]-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、及び少なくとも1種のジニトロアニリン除草
剤、例えばトリフルラリン及びペンディメタリンを含む除草性混合物について開示してい
る。これらの除草性混合物が、特定の除草剤に対し抵抗性又は耐性であるイネ科雑草を含
む望ましくない植生を非常に良好に防除することができると言及されている。
【０００５】
　WO 2007/030886は、少なくとも1種のジニトロアニリン除草剤、及び1RS、2SR、4SR立体
化学を有すると考えられる、IUPAC名1,4-エポキシ-p-2-イル-メチルベンジルエーテル(シ
ンメチリンと呼ばれる)を有する除草性化合物を含む除草性混合物、並びにこれらの混合
物を施用することにより雑草を防除する方法について開示している。実施例5では、トリ
フルラリン及びシンメチリンが、特定のジニトロアニリン抵抗性一年生ライグラス個体群
に対し単独で、また混合物で施用されたことが開示されている。
【０００６】
　(a)4-アミノ-3-クロロ-5-フルオロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)ピリ
ジン-2-カルボン酸、又はその農学的に許容されるエステル若しくは塩、及び(b)アセチル
-CoAカルボキシラーゼ(ACCase)阻害剤を含む混合物を施用することによる除草剤耐性又は
抵抗性雑草防除について、US 2014/0031228 A1に記載されている。
【０００７】
　それにも関わらず、雑草における除草剤抵抗性を防止する、遅らせる、又は管理する手
法をさらに開発する必要性が未だにある。
【０００８】
　さらに、例えば活性、活性スペクトル及び有用植物との適合性に関して、特に抵抗性雑
草バイオタイプの防除に関して改善の余地が未だにある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】WO 2007/023099
【特許文献２】WO 2007/030886
【特許文献３】US 2014/0031228 A1
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、本発明の目的は、除草剤抵抗性雑草バイオタイプ、特に除草剤抵抗性イネ
科雑草の有効な防除にある。
【００１１】
　望ましくない有害植物に対する除草活性、及び/又は有用植物(特に作物植物)との適合
性を改善することも本発明の目的である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　これらの及びさらなる目的が、以下の方法、使用及び除草性組成物により実現される。
【００１３】
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　したがって、本発明の一態様において、望ましくない植生を防除する方法であって、除
草上有効な量の(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキ
サビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラ
セミ混合物(除草剤A)を、該植生若しくはその場所に施用するか、又は土壌若しくは水に
施用して、望ましくない植生の出芽又は生育を防止するステップを含み、望ましくない植
生が少なくとも1種の除草剤抵抗性又は耐性雑草種を含む、方法が提供される。
【００１４】
　本明細書で使用される場合、「除草剤A」という語は、ラセミ混合物(±)-2-exo-(2-メ
チルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン(本明
細書では「exo-(±)-異性体」、CAS RN 87818-31-3とも呼ばれる)、
【００１５】
【化１】

その個々のエナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物を含むことを意味す
る。ラセミ混合物は、等量の2種のエナンチオマー(+)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-
1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン(本明細書では「exo-(+)-異
性体」とも呼ばれる、CAS RN 87818-61-9)、及び(-)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1
-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン(本明細書では「exo-(-)-異
性体」とも呼ばれる、CAS RN 87819-60-1)を含む。exo-(±)-異性体、exo-(+)-異性体及
びexo-(-)-異性体について、これらの調製及び除草特性も含めてEP 0 081 893 A2で開示
されている(実施例29、34、35及び62を参照のこと)。これらの化合物のさらなる調製方法
がUS 4,487,945に記載されている(実施形態46及び48を参照のこと)。ラセミ混合物(±)-2
-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘ
プタンは、The Pesticide Manual、Fourteenth Edition、Editor: C.D.S. Tomlin、Briti
sh Crop Production Council、2006、entry 157、195～196ページにも、一般名シンメチ
リン、IUPAC名(1RS,2SR,4SR)-1,4-エポキシ-p-メンタ-2-イル2-メチルベンジルエーテル
、及びChemical Abstracts名exo-(±)-1-メチル-4-(1-メチルエチル)-2-[(2-メチルフェ
ニル)メトキシ]-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタンとして記載されている。
【００１６】
　「除草上有効な量」という語は、望ましくない植物を防除するのに、特に栽培植物にお
ける望ましくない植物を防除するのに十分な、処理される植物に対し実質的な損傷をもた
らさない活性成分量を意味する。このような量は広い範囲で変動することがあり、防除さ
れる植物、処理される栽培植物又は材料、気候条件、及び使用される本発明による特定の
組成物などの各種因子によって決まる。
【００１７】
　本明細書で使用される場合、「植物」及び「植生」という語は、発芽種子、出芽した実
生、栄養繁殖体から出芽した植物、及び確立した植生を含む。
【００１８】
　本明細書で使用される場合、「場所」という語は、植生又は植物が生育している、又は
生育することになる区域、通常は圃場を意味する。
【００１９】
　本明細書で使用される場合、「防除」及び「駆除」という語は同義である。
【００２０】
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　本明細書で使用される場合、「望ましくない植生」、「有害植物」、「望ましくない植
物」、「雑草」及び「雑草種」という語は同義である。
【００２１】
　本発明は、除草剤抵抗性又は耐性雑草種を防除するための、(±)-2-exo-(2-メチルベン
ジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々の
エナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)の使用にも関する。
【００２２】
　本発明の方法は、除草剤Aと異なる少なくとも1種の除草剤B(以下で定義される)を施用
するステップをさらに含んでいてよい。本発明の方法は、少なくとも1種の薬害軽減剤C(
以下で定義される)を施用するステップをさらに含んでいてよい。本発明の方法は、作物
保護で慣例の1種以上の補助剤(以下で定義される)を施用するステップをさらに含んでい
てよい。
【００２３】
　別の態様において、本発明は、望ましくない植生を防除する方法であって、除草上有効
な量の除草剤Aを含む組成物を、該植生若しくはその場所に施用するか、又は土壌若しく
は水に施用して、望ましくない植生の出芽又は生育を防止するステップを含む、方法に関
する。組成物は、少なくとも1種の除草剤B(以下で定義される)及び/又は少なくとも1種の
薬害軽減剤C(以下で定義される)及び/又は作物保護で慣例の1種以上の補助剤(以下で定義
される)をさらに含んでいてよい。
【００２４】
　さらなる態様において、本発明は、除草上有効な量の除草剤A、及び以下で定義される
特定の群の除草剤Bを含む特定の除草性組成物に関する。
【００２５】
　本発明のさらなる実施形態は、明細書、実施例及び特許請求の範囲より明らかである。
本発明の主題についての、上記の、及び以下に引き続き例示される特徴が、各特定の場合
で与えられる組合せだけでなく、本発明の範囲を逸脱することなくその他の組合せでも適
用されうることを理解するべきである。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　驚くべきことに、除草性化合物(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イ
ソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエナンチオマーのいずれか又
はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)が、除草剤抵抗性又は耐性雑草種、特に除草剤抵
抗性雑草バイオタイプの有効な防除をもたらすことが判明した。例えば、除草剤Aは、例
えばノスズメノテッポウ(ALOMY)、セイヨウヌカボ(APESV)、クサヨシ属(Phalaris)の種(P
HASS)又はロリウム属の種(LOLSS)などの除草剤抵抗性イネ科雑草を有効に防除することが
できる。除草剤Aは、例えば、特にALS阻害除草剤に対する進化した抵抗性を有するヒナゲ
シ(Papaver rhoeas)(PAPRH、コーンポピー)などの除草剤抵抗性広葉雑草を防除するのに
も適している。
【００２７】
　本発明の別の利点は、標的部位抵抗性を有する雑草バイオタイプだけでなく、非標的部
位抵抗性を有する雑草バイオタイプを防除するのにも除草剤Aが使用可能であることであ
る。本発明の特定の利点は、除草剤Aが、例えばノスズメノテッポウ(ALOMY)又はボウムギ
(Lolium rigidum)(LOLRI)の抵抗性個体群などの、標的部位抵抗性及び非標的部位抵抗性
を共に有する雑草バイオタイプの有効な防除をももたらすことである。
【００２８】
　本明細書で使用される場合、「標的部位抵抗性」は、除草剤標的部位の酵素をコードす
る遺伝子内の突然変異(除草剤の結合の制限)により、又は標的酵素の過剰産生(遺伝子過
剰発現又は増幅)により発生する。
【００２９】
　本明細書で使用される場合、「非標的部位抵抗性」は、標的部位に到達する活性な除草
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剤の量を最小限に抑える機構を伴う(例えば除草剤の取り込み若しくは移行の減少、除草
剤隔離の増大、又は除草剤代謝の増強)。
【００３０】
　好ましい実施形態において、除草剤Aは(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチ
ル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタンである。
【００３１】
　別の実施形態において、除草剤Aは(+)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-
イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタンである。
【００３２】
　別の実施形態において、除草剤Aは(-)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-
イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタンである。
【００３３】
　別の実施形態において、除草剤Aは、(+)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4
-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン及び(-)-2-exo-(2-メチルベンジルオキ
シ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタンの非ラセミ混合物であ
る。非ラセミ混合物は、等量でないexo-(+)-異性体及びexo-(-)-異性体を含む。非ラセミ
混合物中のexo-(+)-異性体とexo-(-)-異性体の重量比は広範に変動しうる。
【００３４】
　例示的な除草剤抵抗性又は耐性雑草種には、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)阻
害剤(HRAC A群)、アセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤(HRAC B群)、光化学系II(PSII)阻害
剤(HRAC C1、C2及びC3群)、光化学系I(PSI)阻害剤(HRAC D群)、プロトポルフィリノーゲ
ンオキシダーゼ(PPO)阻害剤(HRAC E群)、4-ヒドロキシフェニル-ピルビン酸-ジオキシゲ
ナーゼ(HPPD)阻害剤(HRAC F1群)、フィトエンデサチュラーゼ(PDS)阻害剤(HRAC F2群)、
カロテノイド生合成阻害剤(HRAC F3群)、DOXPシンターゼ阻害剤(HRAC F4群)、5-エノール
ピルビルシキミ酸-3-リン酸(EPSP)阻害剤(HRAC G群)、グルタミンシンテターゼ阻害剤(HR
AC H群)、DHPシンターゼ阻害剤(HRAC I群)、微小管集合阻害剤(HRAC K1群)、有糸分裂/微
小管構築阻害剤(HRAC K2群)、極長鎖脂肪酸(VLCFA)阻害剤(HRAC K3群)、細胞壁合成阻害
剤(HRAC L群)、脱共役剤(膜破壊)(HRAC M群)、脂質合成阻害剤(HRAC N群)、合成オーキシ
ン(HRAC O群)、オーキシン輸送阻害剤(HRAC P群)及び作用様式が未知の除草剤(HRAC Z群)
からなる群から選択される除草剤に対し抵抗性又は耐性であるバイオタイプが含まれるが
、これらに限定されない。
【００３５】
　好ましくは、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)
阻害剤(HRAC A群)、アセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤(HRAC B群)、光化学系II(PSII)阻
害剤(HRAC C1、C2及びC3群)、プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ(PPO)阻害剤(HRAC 
E群)、4-ヒドロキシフェニル-ピルビン酸-ジオキシゲナーゼ(HPPD)阻害剤(HRAC F1群)、
フィトエンデサチュラーゼ(PDS)阻害剤(HRAC F2群)、5-エノールピルビルシキミ酸-3-リ
ン酸(EPSP)阻害剤(HRAC G群)、微小管集合阻害剤(HRAC K1群)、極長鎖脂肪酸(VLCFA)阻害
剤(HRAC K3群)、細胞壁合成阻害剤(HRAC L群)及び脂質合成阻害剤(HRAC N群)からなる群
から選択される除草剤に対し抵抗性又は耐性であるバイオタイプから選択される。
【００３６】
　より好ましくは、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCa
se)阻害剤(HRAC A群)、アセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤(HRAC B群)、光化学系II(PSII)
阻害剤(HRAC C1、C2及びC3群)、微小管集合阻害剤(HRAC K1群)、極長鎖脂肪酸(VLCFA)阻
害剤(HRAC K3群)及び脂質合成阻害剤(HRAC N群)からなる群から選択される除草剤に対し
抵抗性又は耐性であるバイオタイプから選択される。
【００３７】
　特に、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)阻害剤(
HRAC A群)、アセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤(HRAC B群)及び光化学系II(PSII)阻害剤(H
RAC C1、C2及びC3群)からなる群から選択される少なくとも1種の除草剤に対し抵抗性又は
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耐性を有するバイオタイプから選択される。
【００３８】
　別の実施形態において、抵抗性又は耐性バイオタイプは、コムギダマシ属(Agropyron)
、スズメノテッポウ属(Alopecurus)、セイヨウヌカボ属(Apera)、カラスムギ属(Avena)、
ブラキアリア属(Brachiaria)、スズメノチャヒキ属(Bromus)、ギョウギシバ属(Cynodon)
、ジギタリア属(Digitaria)、エキノクロア属(Echinochloa)、オヒシバ属(Eleusine)、カ
モノハシ属(Ischaemum)、アゼガヤ属(Leptochloa)、ロリウム属、パニカム属(Panicum)、
クサヨシ属、イチゴツナギ属(Poa)、ツノアイアシ属(Rottboellia)、セタリア属(Setaria
)、アンセミス属(Anthemis)、アマランサス属(Amaranthus)、ブタクサ属(Ambrosia)、ナ
ズナ属(Capsella)、ヤグルマギク属(Centaurea)、ケノポジウム属(Chenopodium)、コニザ
属(Conyza)、デスクライニア属(Descurainia)、ヤエムグラ属(Galium)、コキア属(Kochia
)、シカギク属(Matricaria)、ケシ属(Papaver)、ダイコン属(Raphanus)、シロガラシ属(S
inapis)、キバナハタザオ属(Sisymbrium)、ハコベ属(Stellaria)及びグンバイナズナ属(T
hlaspi)から選択される。
【００３９】
　好ましくは、抵抗性又は耐性バイオタイプは、スズメノテッポウ属、セイヨウヌカボ属
、ジギタリア属、エキノクロア属、アゼガヤ属、ロリウム属、クサヨシ属、イチゴツナギ
属、セタリア属、アマランサス属、アンセミス属、ナズナ属、ヤグルマギク属、ケノポジ
ウム属、デスクライニア属(Descurania)、コキア属、シカギク属、ケシ属、キバナハタザ
オ属、ハコベ属及びグンバイナズナ属から選択され、より好ましくはスズメノテッポウ属
、セイヨウヌカボ属、エキノクロア属、アゼガヤ属、ロリウム属、クサヨシ属、イチゴツ
ナギ属、アマランサス属、ケノポジウム属、シカギク属、ケシ属及びハコベ属から選択さ
れ、さらにより好ましくはスズメノテッポウ属、エキノクロア属、ロリウム属、クサヨシ
属、イチゴツナギ属、アマランサス属、ケノポジウム属、シカギク属、ケシ属及びハコベ
属から選択され、さらにより好ましくはスズメノテッポウ属、エキノクロア属、ロリウム
属、クサヨシ属、イチゴツナギ属及びケシ属から選択され、特にスズメノテッポウ属、ロ
リウム属、クサヨシ属及びケシ属から選択される。
【００４０】
　別の実施形態において、抵抗性又は耐性バイオタイプは、スズメノテッポウ属、セイヨ
ウヌカボ属、ジギタリア属、エキノクロア属、アゼガヤ属、クサヨシ属、イチゴツナギ属
、セタリア属、アマランサス属、アンセミス属、ナズナ属、ヤグルマギク属、ケノポジウ
ム属、デスクライニア属(Descurania)、コキア属、シカギク属、ケシ属、キバナハタザオ
属、ハコベ属及びグンバイナズナ属から選択され、より好ましくはスズメノテッポウ属、
セイヨウヌカボ属、エキノクロア属、アゼガヤ属、クサヨシ属、イチゴツナギ属、アマラ
ンサス属、ケノポジウム属、シカギク属、ケシ属及びハコベ属から選択され、さらにより
好ましくはスズメノテッポウ属、エキノクロア属、クサヨシ属、イチゴツナギ属、アマラ
ンサス属、ケノポジウム属、シカギク属、ケシ属及びハコベ属から選択され、さらにより
好ましくはスズメノテッポウ属、エキノクロア属、クサヨシ属、イチゴツナギ属及びケシ
属から選択され、特にスズメノテッポウ属、クサヨシ属及びケシ属から選択される。
【００４１】
　一実施形態において、抵抗性又は耐性バイオタイプは、スズメノテッポウ属、セイヨウ
ヌカボ属、ジギタリア属、エキノクロア属、アゼガヤ属、ロリウム属、クサヨシ属、イチ
ゴツナギ属及びセタリア属から選択され、好ましくはスズメノテッポウ属、セイヨウヌカ
ボ属、エキノクロア属、アゼガヤ属、ロリウム属、クサヨシ属及びイチゴツナギ属から選
択され、より好ましくはスズメノテッポウ属、エキノクロア属、ロリウム属、クサヨシ属
及びイチゴツナギ属から選択され、特にスズメノテッポウ属、ロリウム属及びクサヨシ属
から選択される、単子葉雑草種である。
【００４２】
　別の実施形態において、抵抗性又は耐性バイオタイプは、スズメノテッポウ属、セイヨ
ウヌカボ属、ジギタリア属、エキノクロア属、アゼガヤ属、クサヨシ属、イチゴツナギ属
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及びセタリア属から選択され、好ましくはスズメノテッポウ属、セイヨウヌカボ属、エキ
ノクロア属、アゼガヤ属、クサヨシ属及びイチゴツナギ属から選択され、より好ましくは
スズメノテッポウ属、エキノクロア属、クサヨシ属及びイチゴツナギ属から選択され、特
にスズメノテッポウ属及びクサヨシ属から選択される、単子葉雑草種である。
【００４３】
　別の実施形態において、抵抗性又は耐性バイオタイプは双子葉雑草種であり、好ましく
はアマランサス属、アンセミス属、ナズナ属、ヤグルマギク属、ケノポジウム属、デスク
ライニア属(Descurania)、コキア属、シカギク属、ケシ属、キバナハタザオ属、ハコベ属
及びグンバイナズナ属から選択され、より好ましくはアマランサス属、ケノポジウム属、
シカギク属、ケシ属及びハコベ属から選択され、特にケシ属から選択される双子葉雑草種
である。
【００４４】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属、セイヨ
ウヌカボ属、ロリウム属、イチゴツナギ属、クサヨシ属及びケシ属から選択される。
【００４５】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属、セイヨ
ウヌカボ属、ロリウム属、イチゴツナギ属及びケシ属から選択される。
【００４６】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属、セイヨ
ウヌカボ属、イチゴツナギ属、クサヨシ属及びケシ属から選択される。
【００４７】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属、セイヨ
ウヌカボ属、イチゴツナギ属及びケシ属から選択される。
【００４８】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属、セイヨ
ウヌカボ属及びケシ属から選択される。
【００４９】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属、ロリウ
ム属及びケシ属から選択される。
【００５０】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属及びケシ
属から選択される。
【００５１】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、セイヨウヌカボ属、イチゴツ
ナギ属及びケシ属から選択される。
【００５２】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、セイヨウヌカボ属及びケシ属
から選択される。
【００５３】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種はセイヨウヌカボ属から選択され
る。
【００５４】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種はケシ属から選択される。
【００５５】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属、セイヨ
ウヌカボ属、ロリウム属及びイチゴツナギ属から選択される。
【００５６】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属、セイヨ
ウヌカボ属及びロリウム属から選択される。
【００５７】



(19) JP 6954889 B2 2021.10.27

10

20

30

40

50

　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属、セイヨ
ウヌカボ属及びイチゴツナギ属から選択される。
【００５８】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属及びロリ
ウム属から選択される。
【００５９】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、スズメノテッポウ属及びセイ
ヨウヌカボ属、特にスズメノテッポウ属から選択される。
【００６０】
　特に、抵抗性又は耐性バイオタイプは、ノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ(Alope
curus aequalis)、セイヨウヌカボ、カラスムギ(Avena fatua)、オニカラスムギ(Avena s
terilis)、ブラキアリア・プランタギネア(Brachiaria plantaginea)、ブラキアリア・デ
クムベンス(Brachiaria decumbens)、カラスノチャヒキ(Bromus secalinus)、アレチノチ
ャヒキ(Bromus sterilis)、ウマノチャヒキ(Bromus tectorum)、メヒシバ(Digitaria cil
iaris)、ススキメヒシバ(Digitaria insularis)、キタメヒシバ(Digitaria ischaemum)、
オニメヒシバ(Digitaria sanguinalis)、ワセビエ(Echinochloa colona)、イヌビエ(Echi
nochloa crus-galli)、エキノクロア・クルス-パボニス(Echinochloa crus-pavonis)、エ
キノクロア・エレクタ(Echinochloa erecta)、ノゲタイヌビエ(Echinochloa oryzoides)
、タイヌビエ(Echinochloa phyllogogon)、オヒシバ(Eleusine indica)、タイワンアイア
シ(Ischaemum rugosum)、アゼガヤ(Leptochloa chinensis)、レプトクロア・パニコイデ
ス(Leptochloa panicoides)、レプトクロア・スカブラ(Leptochloa scabra)、レプトクロ
ア・ビルガタ(Leptochloa virgata)、ネズミムギ(Lolium multiflorum)、ホソムギ(Loliu
m perenne)、ボウムギ、ハナクサキビ(Panicum capillare)、オオクサキビ(Panicum dich
otomiflorum)、ファラリス・ブラキスタキス(Phalaris brachystachyx)、ヒメカナリーク
サヨシ(Phalaris minor)、セトガヤモドキ(Phalaris paradoxa)、スズメノカタビラ(Poa 
annua)、ナガハグサ(Poa pratensis)、オオスズメノカタビラ(Poa trivialis)、ツノアイ
アシ(Rottboellia exaltata)、アキノエノコログサ(Setaria faberi)、コツブキンエノコ
ロコツブキンエノコロ(Setaria glauca)、キンエノコロ(Setaria pumila)、ザラツキエノ
コログサ(Setaria verticillata)、エノコログサ(Setaria viridis)、ヒメシロビユ(Amar
anthus albus)、アメリカビユ(Amaranthus blitoides)、ホソアオゲイトウ(Amaranthus h
ybridus)、オオホナガアオゲイトウ(Amaranthus palmeri)、ホナガアオゲイトウ(Amarant
hus powellii)、アオゲイトウ(Amaranthus retroflexus)、ヒユモドキ(Amaranthus tuber
culatus)、アマランサス・ルディス(Amaranthus rudis)、ホナガイヌビユ(Amaranthus vi
ridis)、ブタクサ(Ambrosia artemisifolia)、キゾメカミツレ(Anthemis arvensis)、ナ
ズナ(Capsella bursa-pastoris)、ヤグルマギク(Centaurea cyanus)、シロザ(Chenopodiu
m album)、コアカザ(Chenopodium ficifolium)、ケノポジウム・ポリスペルムム(Chenopo
dium polyspermum)、ウスバアカザ(Chenopodium hybridum)、アレチノギク(Conyza bonar
iensis)、ヒメムカシヨモギ(Conyza canadensis)、クジラグサ(Descurania sophia)、シ
ラホシムグラ(Galium aparine)、ヤエムグラ(Galium spurium)、ミナトムグラ(Galium tr
icornutum)、ホウキギ(Kochia scoparia)、カミツレ(Matricaria chamomilla)、コシカギ
ク(Matricaria discoidea)、イヌカミツレ(Matricaria inodora)、ヒナゲシ、セイヨウノ
ダイコン(Raphanus raphanistrum)、シロガラシ(Sinapis alba)、ノハラガラシ(Sinapis 
arvensis)、カキネガラシ(Sisymbrium officinale)、イヌカキネガラシ(Sisymbrium orie
ntale)、コハコベ(Stellaria media)及びグンバイナズナ(Thlaspi arvense)からなる群か
ら選択され、好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、キタ
メヒシバ、オニメヒシバ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ
、ボウムギ、ファラリス・ブラキスタキス(Phalaris brachystachys)、ヒメカナリークサ
ヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズメノカタビラ、オオスズメノカタビラ、アキノエノ
コログサ、コツブキンエノコロ、キンエノコロ(Setaria pumilla)、ザラツキエノコログ
サ、エノコログサ、ホナガアオゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ル
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ディス、キゾメカミツレ、ナズナ、ヤグルマギク、シロザ、クジラグサ(Descurania soph
ia)、ホウキギ、カミツレ、イヌカミツレ、ヒナゲシ、カキネガラシ、コハコベ及びグン
バイナズナからなる群から選択され、より好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッ
ポウ、セイヨウヌカボ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ、
ボウムギ、ファラリス・ブラキスタキス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキ
サ、スズメノカタビラ、ホナガアオゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス
・ルディス、シロザ、カミツレ、イヌカミツレ、ヒナゲシ及びコハコベからなる群から選
択され、特に好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、イヌ
ビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ボウムギ、ヒメカナリークサヨシ及びス
ズメノカタビラからなる群から選択され、特にノスズメノテッポウ、ネズミムギ、ボウム
ギ及びヒメカナリークサヨシからなる群から選択される。
【００６１】
　別の実施形態において、抵抗性又は耐性バイオタイプは、ノスズメノテッポウ、スズメ
ノテッポウ、セイヨウヌカボ、カラスムギ、オニカラスムギ、ブラキアリア・プランタギ
ネア、ブラキアリア・デクムベンス、カラスノチャヒキ、アレチノチャヒキ、ウマノチャ
ヒキ、メヒシバ、ススキメヒシバ、キタメヒシバ、オニメヒシバ、ワセビエ、イヌビエ、
エキノクロア・クルス-パボニス、エキノクロア・エレクタ、ノゲタイヌビエ、タイヌビ
エ、オヒシバ、タイワンアイアシ、アゼガヤ、レプトクロア・パニコイデス、レプトクロ
ア・スカブラ、レプトクロア・ビルガタ、ハナクサキビ、オオクサキビ、ファラリス・ブ
ラキスタキス(Phalaris brachystachyx)、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキ
サ、スズメノカタビラ、ナガハグサ、オオスズメノカタビラ、ツノアイアシ、アキノエノ
コログサ、コツブキンエノコロ、キンエノコロ、ザラツキエノコログサ、エノコログサ、
ヒメシロビユ、アメリカビユ、ホソアオゲイトウ、オオホナガアオゲイトウ、ホナガアオ
ゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、ホナガイヌビユ、ブタ
クサ、キゾメカミツレ、ナズナ、ヤグルマギク、シロザ、コアカザ、ケノポジウム・ポリ
スペルムム、ウスバアカザ、アレチノギク、ヒメムカシヨモギ、クジラグサ(Descurania 
sophia)、シラホシムグラ、ヤエムグラ、ミナトムグラ、ホウキギ、カミツレ、コシカギ
ク、イヌカミツレ、ヒナゲシ、セイヨウノダイコン、シロガラシ、ノハラガラシ、カキネ
ガラシ、イヌカキネガラシ、コハコベ及びグンバイナズナからなる群から選択され、好ま
しくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、キタメヒシバ、オニメ
ヒシバ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ファラリス・ブラキスタキス、ヒメカナ
リークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズメノカタビラ、オオスズメノカタビラ、ア
キノエノコログサ、コツブキンエノコロ、キンエノコロ(Setaria pumilla)、ザラツキエ
ノコログサ、エノコログサ、ホナガアオゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマラン
サス・ルディス、キゾメカミツレ、ナズナ、ヤグルマギク、シロザ、クジラグサ(Descura
nia sophia)、ホウキギ、カミツレ、イヌカミツレ、ヒナゲシ、カキネガラシ、コハコベ
及びグンバイナズナからなる群から選択され、より好ましくはノスズメノテッポウ、スズ
メノテッポウ、セイヨウヌカボ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ファラリス・ブ
ラキスタキス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズメノカタビラ、ホ
ナガアオゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、シロザ、カミ
ツレ、イヌカミツレ、ヒナゲシ及びコハコベからなる群から選択され、特に好ましくはノ
スズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、ア
ゼガヤ、ヒメカナリークサヨシ及びスズメノカタビラからなる群から選択され、特にノス
ズメノテッポウ又はヒメカナリークサヨシである。
【００６２】
　一実施形態において、抵抗性又は耐性バイオタイプは、ノスズメノテッポウ、スズメノ
テッポウ、セイヨウヌカボ、キタメヒシバ、オニメヒシバ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、
アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ、ボウムギ、ファラリス・ブラキスタキス、ヒメカナリ
ークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズメノカタビラ、オオスズメノカタビラ、アキ
ノエノコログサ、コツブキンエノコロ、キンエノコロ(Setaria pumilla)、ザラツキエノ
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コログサ及びエノコログサからなる群から選択され、好ましくはノスズメノテッポウ、ス
ズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、
ホソムギ、ボウムギ、ファラリス・ブラキスタキス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス
・パラドキサ及びスズメノカタビラからなる群から選択され、より好ましくはノスズメノ
テッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、
ネズミムギ、ボウムギ、ヒメカナリークサヨシ及びスズメノカタビラからなる群から選択
され、特にノスズメノテッポウ、ネズミムギ、ボウムギ及びヒメカナリークサヨシからな
る群から選択される単子葉雑草種である。
【００６３】
　別の実施形態において、抵抗性又は耐性バイオタイプは、ホナガアオゲイトウ、アオゲ
イトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、キゾメカミツレ、ナズナ、ヤグルマギク
、シロザ、クジラグサ(Descurania sophia)、ホウキギ、カミツレ、イヌカミツレ、ヒナ
ゲシ、カキネガラシ、コハコベ及びグンバイナズナからなる群から選択され、好ましくは
ホナガアオゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、シロザ、カ
ミツレ、イヌカミツレ、ヒナゲシ及びコハコベからなる群から選択される双子葉雑草種で
あり、より好ましくはヒナゲシである。
【００６４】
　特に、本発明の方法、使用及び組成物は、ACCase抵抗性イネ科雑草、より具体的には、
ノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、カラスムギ、オニカラスムギ
、ブラキアリア・プランタギネア、ブラキアリア・デクムベンス、カラスノチャヒキ、ア
レチノチャヒキ、ウマノチャヒキ、メヒシバ、ススキメヒシバ、キタメヒシバ、オニメヒ
シバ、ワセビエ、イヌビエ、エキノクロア・クルス-パボニス、エキノクロア・エレクタ
、ノゲタイヌビエ、タイヌビエ、オヒシバ、タイワンアイアシ、アゼガヤ、レプトクロア
・パニコイデス、レプトクロア・スカブラ、レプトクロア・ビルガタ、ネズミムギ、ホソ
ムギ、ボウムギ、ハナクサキビ、オオクサキビ、ファラリス・ブラキスタキス(Phalaris 
brachystachyx)、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズメノカタビラ、
ナガハグサ、オオスズメノカタビラ、ツノアイアシ、アキノエノコログサ、コツブキンエ
ノコロ、キンエノコロ、ザラツキエノコログサ及びエノコログサからなる群から選択され
、好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、キタメヒシバ、
オニメヒシバ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ、ボウムギ
、ファラリス・ブラキスタキス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズ
メノカタビラ、オオスズメノカタビラ、アキノエノコログサ、コツブキンエノコロ、キン
エノコロ(Setaria pumilla)、ザラツキエノコログサ及びエノコログサからなる群から選
択され、より好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、イヌ
ビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ、ボウムギ、ファラリス・ブラ
キスタキス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ及びスズメノカタビラから
なる群から選択され、特に好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウ
ヌカボ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ,ネズミムギ、ボウムギ、ヒメカナリーク
サヨシ及びスズメノカタビラからなる群から選択され、特にノスズメノテッポウ、ネズミ
ムギ、ボウムギ及びヒメカナリークサヨシからなる群から選択されるACCase抵抗性イネ科
雑草を防除するのに適している。
【００６５】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、ノスズメノテッポウ、セイヨ
ウヌカボ、ネズミムギ、スズメノカタビラ、ヒメカナリークサヨシ及びヒナゲシから選択
される。
【００６６】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、ノスズメノテッポウ、セイヨ
ウヌカボ、ネズミムギ、スズメノカタビラ及びヒナゲシから選択される。
【００６７】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、ノスズメノテッポウ、セイヨ
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ウヌカボ、スズメノカタビラ、ヒメカナリークサヨシ及びヒナゲシから選択される。
【００６８】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、ノスズメノテッポウ、セイヨ
ウヌカボ、スズメノカタビラ及びヒナゲシから選択される。
【００６９】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、ノスズメノテッポウ、セイヨ
ウヌカボ及びヒナゲシから選択される。
【００７０】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、ノスズメノテッポウ、ネズミ
ムギ及びヒナゲシから選択される。
【００７１】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種はノスズメノテッポウ又はヒナゲ
シである。
【００７２】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、セイヨウヌカボ、スズメノカ
タビラ及びヒナゲシから選択される。
【００７３】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種はセイヨウヌカボ又はヒナゲシで
ある。
【００７４】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、ノスズメノテッポウ、セイヨ
ウヌカボ、ネズミムギ及びスズメノカタビラから選択される。
【００７５】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、ノスズメノテッポウ、セイヨ
ウヌカボ及びネズミムギから選択される。
【００７６】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種は、ノスズメノテッポウ、セイヨ
ウヌカボ及びスズメノカタビラから選択される。
【００７７】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種はノスズメノテッポウ又はネズミ
ムギである。
【００７８】
　別の実施形態において、除草剤抵抗性又は耐性雑草種はノスズメノテッポウ又はセイヨ
ウヌカボ、特にノスズメノテッポウである。
【００７９】
　本発明の方法、使用及び組成物は、ALS抵抗性イネ科雑草、より具体的には、ノスズメ
ノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、カラスムギ、オニカラスムギ、ブラキ
アリア・プランタギネア、ブラキアリア・デクムベンス、カラスノチャヒキ、アレチノチ
ャヒキ、ウマノチャヒキ、メヒシバ、ススキメヒシバ、キタメヒシバ、オニメヒシバ、ワ
セビエ、イヌビエ、エキノクロア・クルス-パボニス、エキノクロア・エレクタ、ノゲタ
イヌビエ、タイヌビエ、オヒシバ、タイワンアイアシ、アゼガヤ、レプトクロア・パニコ
イデス、レプトクロア・スカブラ、レプトクロア・ビルガタ、ネズミムギ、ホソムギ、ボ
ウムギ、ハナクサキビ、オオクサキビ、ファラリス・ブラキスタキス(Phalaris brachyst
achyx)、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズメノカタビラ、ナガハグ
サ、オオスズメノカタビラ、ツノアイアシ、アキノエノコログサ、コツブキンエノコロ、
キンエノコロ、ザラツキエノコログサ及びエノコログサからなる群から選択され、好まし
くはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、キタメヒシバ、オニメヒ
シバ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ、ボウムギ、ファラ
リス・ブラキスタキス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズメノカタ
ビラ、オオスズメノカタビラ、アキノエノコログサ、コツブキンエノコロ、キンエノコロ
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(Setaria pumilla)、ザラツキエノコログサ及びエノコログサからなる群から選択され、
より好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、イヌビエ、ノ
ゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ、ボウムギ、ファラリス・ブラキスタキ
ス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ及びスズメノカタビラからなる群か
ら選択され、特に好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、
イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ボウムギ、ヒメカナリークサヨシ及
びスズメノカタビラからなる群から選択され、特にノスズメノテッポウ、ネズミムギ、ボ
ウムギ及びヒメカナリークサヨシからなる群から選択されるALS抵抗性イネ科雑草を防除
するのにも適している。
【００８０】
　本発明の方法、使用及び組成物は、ALS抵抗性双子葉雑草、より具体的には、ヒメシロ
ビユ、アメリカビユ、ホソアオゲイトウ、オオホナガアオゲイトウ、ホナガアオゲイトウ
、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、ホナガイヌビユ、ブタクサ、キ
ゾメカミツレ、ナズナ、ヤグルマギク、シロザ、コアカザ、ケノポジウム・ポリスペルム
ム、ウスバアカザ、アレチノギク、ヒメムカシヨモギ、クジラグサ(Descurania sophia)
、シラホシムグラ、ヤエムグラ、ミナトムグラ、ホウキギ、カミツレ、コシカギク、イヌ
カミツレ、ヒナゲシ、セイヨウノダイコン、シロガラシ、ノハラガラシ、カキネガラシ、
イヌカキネガラシ、コハコベ、及びグンバイナズナからなる群から選択され、好ましくは
ホナガアオゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、キゾメカミ
ツレ、ナズナ、ヤグルマギク、シロザ、クジラグサ(Descurania sophia)、ホウキギ、カ
ミツレ、イヌカミツレ、ヒナゲシ、カキネガラシ、コハコベ及びグンバイナズナからなる
群から選択され、より好ましくはホナガアオゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマ
ランサス・ルディス、シロザ、カミツレ、イヌカミツレ、ヒナゲシ及びコハコベからなる
群から選択されるALS抵抗性双子葉雑草、特にヒナゲシを防除するのにも適している。
【００８１】
　特に、本発明の方法、使用及び組成物は、PSII抵抗性イネ科雑草、より具体的には、ノ
スズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、カラスムギ、オニカラスムギ、
ブラキアリア・プランタギネア、ブラキアリア・デクムベンス、カラスノチャヒキ、アレ
チノチャヒキ、ウマノチャヒキ、メヒシバ、ススキメヒシバ、キタメヒシバ、オニメヒシ
バ、ワセビエ、イヌビエ、エキノクロア・クルス-パボニス、エキノクロア・エレクタ、
ノゲタイヌビエ、タイヌビエ、オヒシバ、タイワンアイアシ、アゼガヤ、レプトクロア・
パニコイデス、レプトクロア・スカブラ、レプトクロア・ビルガタ、ネズミムギ、ホソム
ギ、ボウムギ、ハナクサキビ、オオクサキビ、ファラリス・ブラキスタキス(Phalaris br
achystachyx)、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズメノカタビラ、ナ
ガハグサ、オオスズメノカタビラ、ツノアイアシ、アキノエノコログサ、コツブキンエノ
コロ、キンエノコロ、ザラツキエノコログサ及びエノコログサからなる群から選択され、
好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、キタメヒシバ、オ
ニメヒシバ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ、ボウムギ、
ファラリス・ブラキスタキス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズメ
ノカタビラ、オオスズメノカタビラ、アキノエノコログサ、コツブキンエノコロ、キンエ
ノコロ(Setaria pumilla)、ザラツキエノコログサ及びエノコログサからなる群から選択
され、より好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、イヌビ
エ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ、ボウムギ、ファラリス・ブラキ
スタキス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ及びスズメノカタビラからな
る群から選択され、特に好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌ
カボ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ボウムギ、ヒメカナリークサ
ヨシ及びスズメノカタビラからなる群から選択され、特にノスズメノテッポウ、ネズミム
ギ、ボウムギ及びヒメカナリークサヨシからなる群から選択されるPSII抵抗性イネ科雑草
を防除するのに適している。
【００８２】



(24) JP 6954889 B2 2021.10.27

10

20

30

40

50

　本発明の方法、使用及び組成物は、PSII抵抗性双子葉雑草、より具体的には、ヒメシロ
ビユ、アメリカビユ、ホソアオゲイトウ、オオホナガアオゲイトウ、ホナガアオゲイトウ
、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、ホナガイヌビユ、ブタクサ、キ
ゾメカミツレ、ナズナ、ヤグルマギク、シロザ、コアカザ、ケノポジウム・ポリスペルム
ム、ウスバアカザ、アレチノギク、ヒメムカシヨモギ、クジラグサ(Descurania sophia)
、シラホシムグラ、ヤエムグラ、ミナトムグラ、ホウキギ、カミツレ、コシカギク、イヌ
カミツレ、ヒナゲシ、セイヨウノダイコン、シロガラシ、ノハラガラシ、カキネガラシ、
イヌカキネガラシ、コハコベ及びグンバイナズナからなる群から選択され、好ましくはホ
ナガアオゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、キゾメカミツ
レ、ナズナ、ヤグルマギク、シロザ、クジラグサ(Descurania sophia)、ホウキギ、カミ
ツレ、イヌカミツレ、ヒナゲシ、カキネガラシ、コハコベ及びグンバイナズナからなる群
から選択され、より好ましくはホナガアオゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマラ
ンサス・ルディス、シロザ、カミツレ、イヌカミツレ、ヒナゲシ及びコハコベからなる群
から選択されるPSII抵抗性双子葉雑草、特にヒナゲシを防除するのにも適している。
【００８３】
　本発明の方法/使用についての一実施形態において、除草剤Aは単独で施用される、すな
わち除草剤Aは唯一の除草上活性な成分である。
【００８４】
　別の実施形態において、除草剤Aは、b1)～b15)群:
b1)脂質生合成阻害剤、
b2)アセト乳酸シンターゼ阻害剤(ALS阻害剤)、
b3)光合成阻害剤、
b4)プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤、
b5)白化除草剤、
b6)エノールピルビルシキミ酸3-リン酸シンターゼ阻害剤(EPSP阻害剤)、
b7)グルタミンシンテターゼ阻害剤、
b8)7,8-ジヒドロプテロイン酸シンターゼ阻害剤(DHP阻害剤)、
b9)有糸分裂阻害剤、
b10)極長鎖脂肪酸合成阻害剤(VLCFA阻害剤)、
b11)セルロース生合成阻害剤、
b12)脱共役除草剤、
b13)合成オーキシン、
b14)オーキシン輸送阻害剤、及び
b15)ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレノール-メチル、クミルロン、ダ
ラポン、ダゾメット、ジフェンゾコート、ジフェンゾコートメチル硫酸塩、ジメチピン、
DSMA、ダイムロン、エンドタール及びその塩、エトベンザニド、フラムプロップ、フラム
プロップ-イソプロピル、フラムプロップ-メチル、フラムプロップ-M-イソプロピル、フ
ラムプロップ-M-メチル、フルレノール、フルレノール-ブチル、フルルプリミドール、ホ
サミン、ホサミン-アンモニウム、インダノファン、インダジフラム、マレイン酸ヒドラ
ジド、メフルイジド、メタム、メチオゾリン(CAS 403640-27-7)、アジ化メチル、臭化メ
チル、メチル-ダイムロン、ヨウ化メチル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペ
ラルゴン酸、ピリブチカルブ、キノクラミン、トリアジフラム、トリジファン及び6-クロ
ロ-3-(2-シクロプロピル-6-メチルフェノキシ)-4-ピリダジノール(CAS 499223-49-3)から
なる群から選択されるその他の除草剤、並びにこれらの塩及びエステル、
並びにこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミド
から選択される少なくとも1種のさらなる除草剤Bと組み合わせて施用される。
【００８５】
　好ましくは、除草剤Aと組み合わせて使用可能である少なくとも1種の除草剤Bは、
　b1)脂質生合成阻害剤:
　アロキシジム、アロキシジム-ナトリウム、ブトロキシジム、クレトジム、クロジナホ
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ップ、クロジナホップ-プロパルギル、シクロキシジム、シハロホップ、シハロホップ-ブ
チル、ジクロホップ、ジクロホップ-メチル、フェノキサプロップ、フェノキサプロップ-
エチル、フェノキサプロップ-P、フェノキサプロップ-P-エチル、フルアジホップ、フル
アジホップ-ブチル、フルアジホップ-P、フルアジホップ-P-ブチル、ハロキシホップ、ハ
ロキシホップ-メチル、ハロキシホップ-P、ハロキシホップ-P-メチル、メタミホップ、ピ
ノキサデン、プロホキシジム、プロパキザホップ、キザロホップ、キザロホップ-エチル
、キザロホップ-テフリル、キザロホップ-P、キザロホップ-P-エチル、キザロホップ-P-
テフリル、セトキシジム、テプラロキシジム及びトラルコキシジムから選択されるACC除
草剤、4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒド
ロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1312337-72-6);4-(2',4'-ジク
ロロ-4-シクロプロピル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル
-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1312337-45-3);4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-
ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1
033757-93-5);4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-2,2,6,6-テトラ
メチル-2H-ピラン-3,5(4H,6H)-ジオン(CAS 1312340-84-3);5-(アセチルオキシ)-4-(4'-ク
ロロ-4-シクロプロピル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-
テトラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1312337-48-6);5-(アセチルオキシ)-4-(2',4'-ジク
ロロ-4-シクロプロピル-[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチ
ル-2H-ピラン-3-オン;5-(アセチルオキシ)-4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビ
フェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1312340
-82-1);5-(アセチルオキシ)-4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,
6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1033760-55-2);4-(4'-クロロ-
4-シクロプロピル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テト
ラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イルカルボン酸メチルエステル(CAS 1312337-51-1);4-(
2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル-[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-
テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエステル;4-(4'-クロロ-4-エチル-2
'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2
H-ピラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 1312340-83-2);4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1
,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-
イル炭酸メチルエステル(CAS 1033760-58-5);及びベンフレセート、ブチレート、シクロ
エート、ダラポン、ジメピペレート、EPTC、エスプロカルブ、エトフメセート、フルプロ
パネート、モリネート、オルベンカルブ、ペブレート、プロスルホカルブ、TCA、チオベ
ンカルブ、チオカルバジル、トリアレート及びベルノレートから選択される非ACC除草剤
、
　b2)ALS阻害剤:
　アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロン、ベンスルフロン-メチル、ク
ロリムロン、クロリムロン-エチル、クロルスルフロン、シノスルフロン、シクロスルフ
ァムロン、エタメトスルフロン、エタメトスルフロン-メチル、エトキシスルフロン、フ
ラザスルフロン、フルセトスルフロン、フルピルスルフロン、フルピルスルフロン-メチ
ル-ナトリウム、ホラムスルフロン、ハロスルフロン、ハロスルフロン-メチル、イマゾス
ルフロン、ヨードスルフロン、ヨードスルフロン-メチル-ナトリウム、ヨーフェンスルフ
ロン、ヨーフェンスルフロン-ナトリウム、メソスルフロン、メソスルフロン-メチル、メ
タゾスルフロン、メトスルフロン、メトスルフロン-メチル、ニコスルフロン、オルトス
ルファムロン、オキサスルフロン、プリミスルフロン、プリミスルフロン-メチル、プロ
ピリスルフロン、プロスルフロン、ピラゾスルフロン、ピラゾスルフロン-エチル、リム
スルフロン、スルホメツロン、スルホメツロン-メチル、スルホスルフロン、チフェンス
ルフロン、チフェンスルフロン-メチル、トリアスルフロン、トリベヌロン、トリベヌロ
ン-メチル、トリフロキシスルフロン、トリフルスルフロン、トリフルスルフロン-メチル
及びトリトスルフロンから選択されるスルホニル尿素類、
　イマザメタベンズ、イマザメタベンズ-メチル、イマザモックス、イマザピック、イマ
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ザピル、イマザキン及びイマゼタピルから選択されるイミダゾリノン類、
　クロランスラム、クロランスラム-メチル、ジクロスラム、フルメツラム、フロラスラ
ム、メトスラム、ペノキススラム、ピリミスルファン及びピロキススラムから選択される
トリアゾロピリミジン系除草剤及びスルホンアニリド類、
　ビスピリバック、ビスピリバック-ナトリウム、ピリベンゾキシム、ピリフタリド、ピ
リミノバック、ピリミノバック-メチル、ピリチオバック、ピリチオバック-ナトリウム、
4-[[[2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)オキシ]フェニル]メチル]アミノ]-安息香酸-1
-メチルエチルエステル(CAS 420138-41-6)、4-[[[2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)
オキシ]フェニル]メチル]アミノ]-安息香酸プロピルエステル(CAS 420138-40-5)、N-(4-
ブロモフェニル)-2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)オキシ]ベンゼンメタンアミン(CA
S 420138-01-8)から選択されるピリミジニルベンゾエート類、
　フルカルバゾン、フルカルバゾン-ナトリウム、プロポキシカルバゾン、プロポキシカ
ルバゾン-ナトリウム、チエンカルバゾン及びチエンカルバゾン-メチルから選択されるス
ルホニルアミノカルボニル-トリアゾリノン系除草剤、並びにトリアファモン、
　b3)光合成阻害剤:
　アメトリン、アトラジン、シアナジン、デスメトリン、ジメタメトリン、プロメトン、
プロメトリン、プロパジン、シマジン、シメトリン、テルブメトン、テルブチラジン、テ
ルブトリン及びトリエタジンから選択されるトリアジン系除草剤、
　ヘキサジノン、メタミトロン及びメトリブジンから選択されるトリアジノン類、
　トリアゾリノン:アミカルバゾン、
　ピリダジノン:クロリダゾン、
　クロルブロムロン、クロロトルロン、クロロクスロン、ジメフロン、ジウロン、フルオ
メツロン、イソプロツロン、イソウロン、リニュロン、メタミトロン、メタベンズチアズ
ロン、メトベンズロン、メトキスロン、モノリニュロン、ネブロン、シデュロン、テブチ
ウロン及びチジアズロンから選択される尿素類、
　デスメディファム、カルブチレート、フェンメディファム及びフェンメディファム-エ
チルから選択されるフェニルカルバメート類、
　ブロモフェノキシム、ブロモキシニル、及びアイオキシニルから選択されるニトリル系
除草剤、
　ブロマシル、レナシル及びテルバシルから選択されるウラシル類、
　ベンタゾン、ベンタゾン-ナトリウム、ピリデート、ピリダホル、ペンタノクロール、
プロパニル
から選択される光化学系II阻害剤、並びにジクワット、ジクワット-ジブロミド、パラコ
ート、パラコート-ジクロリド及びパラコート-ジメチルスルフェートから選択される光化
学系I阻害剤、
　b4)プロトポルフィリノーゲンIXオキシダーゼ阻害剤:アシフルオルフェン、アシフルオ
ルフェン-ナトリウム、アザフェニジン、ベンカルバゾン、ベンズフェンジゾン、ビフェ
ノックス、ブタフェナシル、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン-エチル、クロメ
トキシフェン、シニドン-エチル、フルアゾレート、フルフェンピル、フルフェンピル-エ
チル、フルミクロラック、フルミクロラック-ペンチル、フルミオキサジン、フルオログ
リコフェン、フルオログリコフェン-エチル、フルチアセット、フルチアセット-メチル、
ホメサフェン、ハロサフェン、ラクトフェン、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オキ
シフルオルフェン、ペントキサゾン、プロフルアゾール、ピラクロニル、ピラフルフェン
、ピラフルフェン-エチル、サフルフェナシル、スルフェントラゾン、チジアジミン、チ
アフェナシル、トリフルジモキサジン、エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-
トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキシ
]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6;S-3100)、N-エチル-3-(2,6-ジクロロ-
4-トリフルオロ-メチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452
098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキ
シ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 915396-43-9)、N-エチル-3-(2-クロ
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ロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキ
サミド(CAS 452099-05-7)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリ
フルオロ-メチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452100-03
-7)、3-[7-フルオロ-3-オキソ-4-(プロパ-2-イニル)-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキ
サジン-6-イル]-1,5-ジメチル-6-チオキソ-[1,3,5]トリアジナン-2,4-ジオン(CAS 451484
-50-7)、2-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[
1,4]オキサジン-6-イル)-4,5,6,7-テトラヒドロ-イソインドール-1,3-ジオン(CAS 130011
8-96-0)、1-メチル-6-トリフルオロメチル-3-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2
-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-1H-ピリミジン-2,4-ジオン(C
AS 1304113-05-0)、メチル(E)-4-[2-クロロ-5-[4-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)-1H-メ
チル-ピラゾール-3-イル]-4-フルオロ-フェノキシ]-3-メトキシ-ブタ-2-エノエート(CAS 
948893-00-3)、及び3-[7-クロロ-5-フルオロ-2-(トリフルオロメチル)-1H-ベンゾイミダ
ゾール-4-イル]-1-メチル-6-(トリフルオロメチル)-1H-ピリミジン-2,4-ジオン(CAS 2127
54-02-4);
　b5)白化除草剤:
　ベフルブタミド、ジフルフェニカン、フルリドン、フルロクロリドン、フルルタモン、
ノルフルラゾン、ピコリナフェン、及び4-(3-トリフルオロメチルフェノキシ)-2-(4-トリ
フルオロメチルフェニル)ピリミジン(CAS 180608-33-7)から選択されるPDS阻害剤、
　ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、ビシクロピロン、フェンキノトリオン、イソキ
サフルトール、イソキサクロルトール、メソトリオン、ピラスルホトール、ピラゾリネー
ト、ピラゾキシフェン、スルコトリオン、テフリルトリオン、テムボトリオン、トルピラ
レート及びトプラメゾンから選択されるHPPD阻害剤、
　クロマゾンから選択されるDOXPシンターゼ阻害剤、
　アクロニフェン、アミトロール及びフルメツロンから選択される、標的が未知である白
化剤、
　b6)EPSPシンターゼ阻害剤:
　グリホセート、グリホセートイソプロピルアンモニウム、グリホセートカリウム及びグ
リホセートトリメシウム(スルホセート)、
　b7)グルタミンシンターゼ阻害剤:ビラナホス(ビアラホス)、ビラナホス-ナトリウム、
グルホシネート、グルホシネート-P及びグルホシネート-アンモニウム、
　b8)DHPシンターゼ阻害剤:アスラム、
　b9)有糸分裂阻害剤:
　HRAC K1群の化合物:ベンフルラリン、ブトルアリン、ジニトラミン、エタルフルラリン
、フルクロラリン、オリザリン、ペンディメタリン、プロジアミン及びトリフルラリンか
ら選択されるジニトロアニリン類、アミプロホス、アミプロホス-メチル、及びブタミホ
スから選択されるホスホルアミデート類、クロルタール、クロルタール-ジメチルから選
択される安息香酸系除草剤、ジチオピル及びチアゾピルから選択されるピリジン類、プロ
ピザミド及びテブタムから選択されるベンズアミド類、
　HRAC K2群の化合物:カルベタミド、クロルプロファム、フラムプロップ、フラムプロッ
プ-イソプロピル、フラムプロップ-メチル、フラムプロップ-M-イソプロピル、フラムプ
ロップ-M-メチル及びプロファム、
　b10)VLCFA阻害剤:
　アセトクロール、アラクロール、ブタクロール、ジメタクロール、ジメテナミド、ジメ
テナミド-P、メタザクロール、メトラクロール、メトラクロール-S、ペトキサミド、プレ
チラクロール、プロパクロール、プロピソクロール及びテニルクロールから選択されるク
ロロアセトアミド類、フルフェナセット及びメフェナセットから選択されるオキシアセト
アミド類、
　ジフェナミド、ナプロアニリド、ナプロパミド及びナプロパミド-Mから選択されるアセ
トアミド類、フェントラザミド及びイプフェンカルバゾンから選択されるテトラゾリノン
類、アニロホス、カフェンストロール、フェノキサスルホン、ピペロホス及びピロキサス
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ルホンから選択されるその他の除草剤、並びに式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、
II.7、II.8及びII.9
【００８６】
【化２】

のイソオキサゾリン化合物、
　b11)セルロース生合成阻害剤:
　クロルチアミド、ジクロベニル、フルポキサム、インダジフラム、イソキサベン、トリ
アジフラム及び1-シクロヘキシル-5-ペンタフルオロフェニルオキシ-14-[1,2,4,6]チアト
リアジン-3-イルアミン(CAS 175899-01-1)、
　b12)脱共役除草剤:
　ジノセブ、ジノテルブ及びDNOC、
　b13)合成オーキシン:
　2,4-D、クラシホス(clacyfos)、2,4-DB、アミノシクロピラクロル、アミノピラリド、
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アミノピラリド-ジメチルアンモニウム、アミノピラリド-トリス(2-ヒドロキシプロピル)
アンモニウム、ベナゾリン、ベナゾリン-エチル、クロランベン、クロメプロップ、クロ
ピラリド、ジカンバ、ジクロルプロップ、ジクロルプロップ-P、フルロキシピル、フルロ
キシピル-ブトメチル、フルロキシピル-メプチル、ハラウキシフェン(CAS 943832-60-8);
MCPA、MCPA-チオエチル、MCPB、メコプロップ、メコプロップ-P、ピクロラム、キンクロ
ラック、キンメラック、TBA(2,3,6)、トリクロピル、4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-
フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボン酸、及びベンジル4-アミ
ノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カル
ボキシレート(CAS 1390661-72-9)、
　b14)オーキシン輸送阻害剤:ジフルフェンゾピル、ジフルフェンゾピル-ナトリウム、ナ
プタラム及びナプタラム-ナトリウム、
　b15)その他の除草剤:ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレノール-メチル
、クミルロン、シクロピリモレート(CAS 499223-49-3)、ダラポン、ダゾメット、ジフェ
ンゾコート、ジフェンゾコートメチル硫酸塩、ジメチピン、DSMA、ダイムロン、エンドタ
ール、エトベンザニド、フルレノール、フルレノール-ブチル、フルルプリミドール、ホ
サミン、ホサミン-アンモニウム、インダノファン、マレイン酸ヒドラジド、メフルイジ
ド、メタム、メチオゾリン(CAS 403640-27-7)、アジ化メチル、臭化メチル、メチル-ダイ
ムロン、ヨウ化メチル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペラルゴン酸、ピリブ
チカルブ、キノクラミン及びトリジファン、
並びにこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミド
から選択される。
【００８７】
　より好ましくは、除草剤Aと組み合わせて使用可能である少なくとも1種の除草剤Bは、
　b1)脂質生合成阻害剤の群:
　クレトジム、クロジナホップ-プロパルギル、シクロキシジム、シハロホップ-ブチル、
ジクロホップ-メチル、フェノキサプロップ-P-エチル、フルアジホップ-P-ブチル、ハロ
キシホップ-P-メチル、メタミホップ、ピノキサデン、プロホキシジム、プロパキザホッ
プ、キザロホップ-P-エチル、キザロホップ-P-テフリル、セトキシジム、テプラロキシジ
ム、トラルコキシジム、4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]
-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1312337-72-6
);4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6
,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1312337-45-3);4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-
フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(
6H)-オン(CAS 1033757-93-5);4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-2
,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3,5(4H,6H)-ジオン(CAS 1312340-84-3);5-(アセチルオ
キシ)-4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジ
ヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1312337-48-6);5-(アセチルオキシ
)-4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル-[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,
6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン;5-(アセチルオキシ)-4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フ
ルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オ
ン(CAS 1312340-82-1);5-(アセチルオキシ)-4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニ
ル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1033760-55-2)
;4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ
-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 1312337-51
-1);4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル-[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,
2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエステル;4-(4'-クロロ-4-エ
チル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オ
キソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 1312340-83-2);4-(2',4'-ジクロロ-4-エ
チル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラ
ン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 1033760-58-5);ベンフレセート、ジメピペレート、EP
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TC、エスプロカルブ、エトフメセート、モリネート、オルベンカルブ、プロスルホカルブ
、チオベンカルブ及びトリアレート、
　b2)ALS阻害剤の群:
　アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロン-メチル、ビスピリバック-ナト
リウム、クロリムロン-エチル、クロルスルフロン、クロランスラム-メチル、シクロスル
ファムロン、ジクロスラム、エタメトスルフロン-メチル、エトキシスルフロン、フラザ
スルフロン、フロラスラム、フルカルバゾン-ナトリウム、フルセトスルフロン、フルメ
ツラム、フルピルスルフロン-メチル-ナトリウム、ホラムスルフロン、ハロスルフロン-
メチル、イマザメタベンズ-メチル、イマザモックス、イマザピック、イマザピル、イマ
ザキン、イマゼタピル、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、ヨードスルフロン-メチ
ル-ナトリウム、ヨーフェンスルフロン、ヨーフェンスルフロン-ナトリウム、メソスルフ
ロン、メソスルフロン-メチル、メタゾスルフロン、メトスラム、メトスルフロン-メチル
、ニコスルフロン、オルトスルファムロン、オキサスルフロン、ペノキススラム、プリミ
スルフロン-メチル、プロポキシカルバゾン-ナトリウム、プロピリスルフロン、プロスル
フロン、ピラゾスルフロン-エチル、ピリベンゾキシム、ピリミスルファン、ピリフタリ
ド、ピリミノバック-メチル、ピリチオバック-ナトリウム、ピロキススラム、リムスルフ
ロン、スルホメツロン-メチル、スルホスルフロン、チエンカルバゾン-メチル、チフェン
スルフロン-メチル、トリアスルフロン、トリベヌロン-メチル、トリフロキシスルフロン
、トリフルスルフロン-メチル、トリトスルフロン及びトリアファモン、
　b3)光合成阻害剤の群:
　アメトリン、アミカルバゾン、アトラジン、ベンタゾン、ベンタゾン-ナトリウム、ブ
ロモキシニル並びにその塩及びエステル、クロリダゾン、クロロトルロン、シアナジン、
デスメディファム、ジクワット-ジブロミド、ジウロン、フルオメツロン、ヘキサジノン
、アイオキシニル並びにその塩及びエステル、イソプロツロン、レナシル、リニュロン、
メタミトロン、メタベンズチアズロン、メトリブジン、パラコート、パラコート-ジクロ
リド、フェンメディファム、プロパニル、ピリデート、シマジン、テルブトリン、テルブ
チラジン及びチジアズロン、
　b4)プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤の群:
　アシフルオルフェン-ナトリウム、ベンカルバゾン、ベンズフェンジゾン、ブタフェナ
シル、カルフェントラゾン-エチル、シニドン-エチル、フルフェンピル-エチル、フルミ
クロラック-ペンチル、フルミオキサジン、フルオログリコフェン-エチル、ホメサフェン
、ラクトフェン、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オキシフルオルフェン、ペントキ
サゾン、ピラフルフェン、ピラフルフェン-エチル、サフルフェナシル、スルフェントラ
ゾン、チアフェナシル、トリフルジモキサジン、エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-
メチル-6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)
フェノキシ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6;S-3100)、N-エチル-3-(2,6
-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミ
ド(CAS 452098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチ
ルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 915396-43-9)、N-エチル
-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1
-カルボキサミド(CAS 452099-05-7)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2-クロロ-6-フルオ
ロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 4
52100-03-7)、3-[7-フルオロ-3-オキソ-4-(プロパ-2-イニル)-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1
,4]オキサジン-6-イル]-1,5-ジメチル-6-チオキソ-[1,3,5]トリアジナン-2,4-ジオン(CAS
 451484-50-7)、2-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-
ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-4,5,6,7-テトラヒドロ-イソインドール-1,3-ジオン(CAS
 1300118-96-0);1-メチル-6-トリフルオロメチル-3-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プ
ロパ-2-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-1H-ピリミジン-2,4-ジ
オン(CAS 1304113-05-0)、及び3-[7-クロロ-5-フルオロ-2-(トリフルオロメチル)-1H-ベ
ンゾイミダゾール-4-イル]-1-メチル-6-(トリフルオロメチル)-1H-ピリミジン-2,4-ジオ
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ン(CAS 212754-02-4);
　b5)白化除草剤の群:
　アクロニフェン、アミトロール、ベフルブタミド、ベンゾビシクロン、ビシクロピロン
、クロマゾン、ジフルフェニカン、フェンキノトリオン、フルメツロン、フルロクロリド
ン、フルルタモン、イソキサフルトール、イソキサクロルトール、メソトリオン、ノルフ
ルラゾン、ピコリナフェン、ピラスルホトール、ピラゾリネート、スルコトリオン、テフ
リルトリオン、テムボトリオン、トルピラレート、トプラメゾン及び4-(3-トリフルオロ
メチルフェノキシ)-2-(4-トリフルオロメチルフェニル)ピリミジン(CAS 180608-33-7)、
　b6)EPSPシンターゼ阻害剤の群:
　グリホセート、グリホセートイソプロピルアンモニウム、グリホセートカリウム及びグ
リホセートトリメシウム(スルホセート)、
　b7)グルタミンシンターゼ阻害剤の群、
　グルホシネート、グルホシネート-P、グルホシネート-アンモニウム、
　b8)DHPシンターゼ阻害剤の群:アスラム、
　b9)有糸分裂阻害剤の群:
　ベンフルラリン、ジチオピル、エタルフルラリン、フラムプロップ、フラムプロップ-
イソプロピル、フラムプロップ-メチル、フラムプロップ-M-イソプロピル、フラムプロッ
プ-M-メチル、オリザリン、ペンディメタリン、チアゾピル及びトリフルラリン、
　b10)VLCFA阻害剤の群:
　アセトクロール、アラクロール、アニロホス、ブタクロール、カフェンストロール、ジ
メテナミド、ジメテナミド-P、フェントラザミド、フルフェナセット、メフェナセット、
メタザクロール、メトラクロール、S-メトラクロール、ナプロアニリド、ナプロパミド、
ナプロパミド-M、プレチラクロール、フェノキサスルホン、イプフェンカルバゾン、ピロ
キサスルホンテニルクロール、並びに上記の式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、II
.7、II.8及びII.9のイソオキサゾリン化合物、
　b11)セルロース生合成阻害剤の群:ジクロベニル、フルポキサム、インダジフラム、イ
ソキサベン、トリアジフラム及び1-シクロヘキシル-5-ペンタフルオロフェニルオキシ-14

-[1,2,4,6]チアトリアジン-3-イルアミン(CAS 175899-01-1)、
　b13)合成オーキシンの群:
　2,4-D並びにその塩及びエステル、アミノシクロピラクロル並びにその塩及びエステル
、アミノピラリド、及びその、アミノピラリド-ジメチルアンモニウム、アミノピラリド-
トリス(2-ヒドロキシプロピル)アンモニウムなどの塩、及びそのエステル、クロピラリド
並びにその塩及びエステル、ジカンバ並びにその塩及びエステル、ジクロルプロップ-P並
びにその塩及びエステル、フルロキシピル-メプチル、ハラウキシフェン並びにその塩及
びエステル(CAS 943832-60-8)、MCPA並びにその塩及びエステル、MCPB並びにその塩及び
エステル、メコプロップ-P並びにその塩及びエステル、ピクロラム並びにその塩及びエス
テル、キンクロラック、キンメラック、トリクロピル並びにその塩及びエステル、4-アミ
ノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カル
ボン酸及びベンジル4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5
-フルオロピリジン-2-カルボキシレート(CAS 1390661-72-9)、
　b14)オーキシン輸送阻害剤の群:ジフルフェンゾピル及びジフルフェンゾピル-ナトリウ
ム、
　b15)その他の除草剤の群:ブロモブチド、クミルロン、シクロピリモレート(CAS 499223
-49-3)並びにその塩及びエステル、ダラポン、ジフェンゾコート、ジフェンゾコートメチ
ル硫酸塩、DSMA、ダイムロン(dymron)(=ダイムロン(daimuron))、インダノファン、メタ
ム、臭化メチル、MSMA、オキサジクロメホン、ピリブチカルブ及びトリジファン
から選択される。
【００８８】
　特に好ましくは、除草剤Aと組み合わせて使用可能である少なくとも1種の除草剤Bは、
　b1)脂質生合成阻害剤の群:クロジナホップ-プロパルギル、シクロキシジム、シハロホ
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ップ-ブチル、フェノキサプロップ-P-エチル、ピノキサデン、プロホキシジム、キザロホ
ップ-p-エチル、テプラロキシジム、トラルコキシジム、4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル
-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラ
ン-3(6H)-オン(CAS 1312337-72-6);4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル[1,1'-ビフェニ
ル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1312337-4
5-3);4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2
,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1033757-93-5);4-(2',4'-ジクロロ-4-エ
チル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3,5(4H,6H)-ジオン(C
AS 1312340-84-3);5-(アセチルオキシ)-4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-フルオロ[1,
1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 13
12337-48-6);5-(アセチルオキシ)-4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル-[1,1'-ビフェニ
ル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン;5-(アセチルオキシ
)-4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,
6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1312340-82-1);5-(アセチルオキシ)-4-(2',4'-ジ
クロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピ
ラン-3-オン(CAS 1033760-55-2);4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-フルオロ[1,1'-ビ
フェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭
酸メチルエステル(CAS 1312337-51-1);4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル-[1,1'-ビフ
ェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸
メチルエステル;4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジ
ヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 1312
340-83-2);4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6
,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 1033760-58-5);エ
スプロカルブ、プロスルホカルブ、チオベンカルブ及びトリアレート、
　b2)ALS阻害剤の群:アジムスルフロン、ベンスルフロン-メチル、ビスピリバック-ナト
リウム、シクロスルファムロン、ジクロスラム、エタメトスルフロン-メチル、エトキシ
スルフロン、フルメツラム、フルピルスルフロン-メチル-ナトリウム、ホラムスルフロン
、イマザモックス、イマザピック、イマザピル、イマザキン、イマゼタピル、イマゾスル
フロン、ヨードスルフロン、ヨードスルフロン-メチル-ナトリウム、ヨーフェンスルフロ
ン、ヨーフェンスルフロン-ナトリウム、メソスルフロン、メソスルフロン-メチル、メタ
ゾスルフロン、ニコスルフロン、ペノキススラム、プロポキシカルバゾン-ナトリウム、
プロピリスルフロン、ピラゾスルフロン-エチル、ピロキススラム、リムスルフロン、ス
ルホスルフロン、チエンカルバゾン-メチル、トリトスルフロン及びトリアファモン、
　b3)光合成阻害剤の群:アメトリン、アトラジン、クロロトルロン、ジウロン、フルオメ
ツロン、ヘキサジノン、イソプロツロン、リニュロン、メトリブジン、パラコート、パラ
コート-ジクロリド、プロパニル、テルブトリン及びテルブチラジン、
　b4)プロトポルフィリノーゲンIXオキシダーゼ阻害剤の群:フルミオキサジン、オキシフ
ルオルフェン、ピラフルフェン、ピラフルフェン-エチル、サフルフェナシル、スルフェ
ントラゾン、トリフルジモキサジン、エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-6-ト
リフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキシ]-
2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6;S-3100)、3-[7-フルオロ-3-オキソ-4-(
プロパ-2-イニル)-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル]-1,5-ジメチル-6-チ
オキソ-[1,3,5]トリアジナン-2,4-ジオン(CAS 451484-50-7)、2-(2,2,7-トリフルオロ-3-
オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-4,5,6,7-
テトラヒドロ-イソインドール-1,3-ジオン(CAS 1300118-96-0)、及び1-メチル-6-トリフ
ルオロメチル-3-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベ
ンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-1H-ピリミジン-2,4-ジオン(CAS 1304113-05-0);
　b5)白化除草剤の群:アミトロール、ビシクロピロン、クロマゾン、ジフルフェニカン、
フェンキノトリオン、フルメツロン、フルルタモン、フルロクロリドン、イソキサフルト
ール、イソキサクロルトール、メソトリオン、ピコリナフェン、スルコトリオン、テフリ
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　b6)EPSPシンターゼ阻害剤の群:グリホセート、グリホセートイソプロピルアンモニウム
、及びグリホセートトリメシウム(スルホセート)、
　b7)グルタミンシンターゼ阻害剤の群:グルホシネート、グルホシネート-P及び、グルホ
シネート-アンモニウム、
　b9)有糸分裂阻害剤の群:ペンディメタリン及びトリフルラリン、
　b10)VLCFA阻害剤の群:アセトクロール、カフェンストロール、ジメテナミド-P、フェン
トラザミド、フルフェナセット、メフェナセット、メタザクロール、メトラクロール、S-
メトラクロール、フェノキサスルホン、イプフェンカルバゾン及びピロキサスルホン、同
様に、上記の式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、II.7、II.8及びII.9のイソオキサ
ゾリン化合物も好ましい、
　b11)セルロース生合成阻害剤の群:インダジフラム、イソキサベン及びトリアジフラム
、
　b13)合成オーキシンの群:2,4-D並びにその塩、及びクラシホスなどのエステル、並びに
、アミノシクロピラクロル並びにその塩及びエステル、アミノピラリド及びその塩及びそ
のエステル、クロピラリド並びにその塩及びエステル、ジカンバ並びにその塩及びエステ
ル、フルロキシピル-メプチル、ハラウキシフェン、ハラウキシフェン-メチル、キンクロ
ラック、キンメラック、4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニ
ル)-5-フルオロピリジン-2-カルボン酸、及びベンジル4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2
-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボキシレート(CAS 1390661-
72-9)、
　b14)オーキシン輸送阻害剤の群:ジフルフェンゾピル及びジフルフェンゾピル-ナトリウ
ム、
　b15)その他の除草剤の群:ダイムロン(dymron)(=ダイムロン(daimuron))、インダノファ
ン、オキサジクロメホン
から選択される。
【００８９】
　特に、少なくとも1種の除草剤Bは、表Bで以下に列挙する通り、除草剤B.1～B.224から
選択される:
【００９０】
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【００９１】
　除草剤A及び場合によって除草剤Bに加えて、本発明の方法は、少なくとも1種の薬害軽
減剤Cを施用するステップをさらに含んでいてよい。
【００９２】
　したがって、一実施形態において、本発明の方法は、除草剤A、少なくとも1種の薬害軽
減剤C及び場合によって少なくとも1種の除草剤Bを施用するステップを含む。
【００９３】
　別の実施形態において、本発明の方法は、除草剤A、少なくとも1種の除草剤B及び少な
くとも1種の薬害軽減剤Cを施用するステップを含む。
【００９４】
　薬害軽減剤は、除草性の活性な成分の、望ましくない植物に対する除草作用に重大な影
響を有することなく、有用植物における損傷を防止するか減少させる化合物である。薬害
軽減剤は、播種前(例えば種子処理)に、芽又は実生に対して、さらには有用植物及びその
生息環境の出芽前又は出芽後処理においても施用可能である。
【００９５】
　適切な薬害軽減剤は、例えば、(キノリン-8-オキシ)酢酸類、1-フェニル-5-ハロアルキ
ル-1H-1,2,4-トリアゾール-3-カルボン酸類、1-フェニル-4,5-ジヒドロ-5-アルキル-1H-
ピラゾール-3,5-ジカルボン酸類、4,5-ジヒドロ-5,5-ジアリール-3-イソオキサゾールカ
ルボン酸類、ジクロロアセトアミド類、アルファ-オキシイミノフェニルアセトニトリル
類、アセトフェノンオキシム類、4,6-ジハロ-2-フェニルピリミジン類、N-[[4-(アミノカ
ルボニル)フェニル]スルホニル]-2-ベンズアミド類、1,8-ナフタル酸無水物、2-ハロ-4-(
ハロアルキル)-5-チアゾールカルボン酸類、ホスホルチオレート類及びN-アルキル-O-フ
ェニルカルバメート類、及び、これらの農学的に許容される塩、並びに酸性基を有すると
いう条件でのこれらの、アミド、エステル、及びチオエステルなどの農学的に許容される
誘導体である。
【００９６】
　好ましい薬害軽減剤Cの例は、ベノキサコール、クロキントセット、シオメトリニル、
シプロスルファミド、ジクロルミド、ジシクロノン(dicyclonon)、ジエトレート、フェン
クロラゾール、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール、イソ
オキサジフェン、メフェンピル、メフェネート(mephenate)、ナフタレン酢酸(NAA)、ナフ
タル酸無水物(NA)、オキサベトリニル、4-(ジクロロアセチル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4
.5]デカン(MON4660、CAS 71526-07-3)、2,2,5-トリメチル-3-(ジクロロアセチル)-1,3-オ
キサゾリジン(R-29148、CAS 52836-31-4)、N-(2-メトキシベンゾイル)-4-[(メチルアミノ
カルボニル)アミノ]ベンゼンスルホンアミド(CAS 129531-12-0)及びこれらの農学的に許
容される塩、エステル又はアミドである。
【００９７】
　特に好ましい薬害軽減剤Cは、ベノキサコール、クロキントセット、シプロスルファミ
ド、ジクロルミド、フェンクロラゾール、フェンクロリム、フルラゾール、フルキソフェ
ニム、フリラゾール、イソオキサジフェン、メフェンピル、ナフタル酸無水物(NA)、オキ
サベトリニル、4-(ジクロロアセチル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4.5]デカン(MON4660、CAS
 71526-07-3)、2,2,5-トリメチル-3-(ジクロロアセチル)-1,3-オキサゾリジン(R-29148、
CAS 52836-31-4)、N-(2-メトキシベンゾイル)-4-[(メチルアミノカルボニル)アミノ]ベン
ゼンスルホンアミド(CAS 129531-12-0)及びこれらの農学的に許容される塩、エステル又
はアミドである。
【００９８】
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　特に、少なくとも1種の薬害軽減剤Cは、表Cで以下に列挙する通り、薬害軽減剤C.1～C.
17から選択される:
【００９９】
【表２】

【０１００】
　除草剤B及び薬害軽減剤Cは既知の除草剤及び薬害軽減剤であり、例えば、The Pesticid
e Manual、British Crop Protection Council、第16版、2012; The Compendium of Pesti
cide Common Names (http://www.alanwood.net/pesticides/); Farm Chemicals Handbook
 2000 86巻、Meister Publishing Company、2000; B. Hock、C. Fedtke、R. R. Schmidt
、Herbizide [Herbicides]、Georg Thieme Verlag、Stuttgart 1995; W. H. Ahrens、Her
bicide Handbook、第7版、Weed Science Society of America、1994;及びK. K. Hatzios
、Herbicide Handbook、Supplement for the 7th edition、Weed Science Society of Am
erica、1998を参照のこと。2,2,5-トリメチル-3-(ジクロロアセチル)-1,3-オキサゾリジ
ン[CAS No.52836-31-4]はR-29148とも呼ばれる。4-(ジクロロアセチル)-1-オキサ-4-アザ
スピロ[4.5]デカン[CAS No.71526-07-3]はAD-67及びMON4660とも呼ばれる。
【０１０１】
　本明細書に記載される除草剤B及び/又は薬害軽減剤Cが、幾何異性体、例えばE/Z異性体
を形成することができる場合、本発明による方法、使用及び組成物において、純粋な異性
体及びそれらの混合物の両方を使用することができる。
【０１０２】
　本明細書に記載される除草剤B及び/又は薬害軽減剤Cが1つ以上のキラル中心を有し、そ
の結果としてエナンチオマー又はジアステレオマーとして存在する場合、本発明による方
法、使用及び組成物において、純粋なエナンチオマー及びジアステレオマー、並びにそれ
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らの混合物の両方を使用することができる。
【０１０３】
　本明細書に記載される除草剤B及び/又は薬害軽減剤Cがイオン性官能基を有する場合、
これらを農学的に許容される塩の形態で使用することもできる。「農学的に許容される塩
」という語は、本明細書では概して、そのカチオン及びアニオンがそれぞれ活性化合物の
除草活性に悪影響を与えない、カチオンの塩及び酸の酸付加塩を意味するように使用され
る。
【０１０４】
　好ましいカチオンは、アルカリ金属イオン、好ましくはリチウムイオン、ナトリウムイ
オン及びカリウムイオン、アルカリ土類金属イオン、好ましくはカルシウムイオン及びマ
グネシウムイオン、並びに遷移金属イオン、好ましくはマンガンイオン、銅イオン、亜鉛
イオン及び鉄イオン、さらにはアンモニウム、及び1～4つの水素原子がC1～C4-アルキル
、ヒドロキシ-C1～C4-アルキル、C1～C4-アルコキシ-C1～C4-アルキル、ヒドロキシ-C1～
C4-アルコキシ-C1～C4-アルキル、フェニル又はベンジルで置き換えられた置換アンモニ
ウム、好ましくはアンモニウム、メチルアンモニウム、イソプロピルアンモニウム、ジメ
チルアンモニウム、ジイソプロピルアンモニウム、トリメチルアンモニウム、ヘプチルア
ンモニウム、ドデシルアンモニウム、テトラデシルアンモニウム、テトラメチルアンモニ
ウム、テトラエチルアンモニウム、テトラブチルアンモニウム、2-ヒドロキシエチルアン
モニウム(オラミン塩)、2-(2-ヒドロキシエタ-1-オキシ)エタ-1-イルアンモニウム(ジグ
リコールアミン塩)、ジ(2-ヒドロキシエタ-1-イル)アンモニウム(ジオラミン塩)、トリス
(2-ヒドロキシエチル)アンモニウム(トロラミン塩)、トリス(2-ヒドロキシプロピル)アン
モニウム、ベンジルトリメチルアンモニウム、ベンジルトリエチルアンモニウム、N,N,N-
トリメチルエタノールアンモニウム(コリン塩)、さらにホスホニウムイオン、スルホニウ
ムイオン、好ましくはトリメチルスルホニウムなどのトリ(C1～C4-アルキル)スルホニウ
ム、及びスルホキソニウムイオン、好ましくはトリ(C1～C4-アルキル)スルホキソニウム
、及び最後に、N,N-ビス-(3-アミノプロピル)メチルアミン及びジエチレントリアミンな
どの多塩基性アミン塩である。
【０１０５】
　有用な酸付加塩のアニオンは、主に塩化物イオン、臭化物イオン、フッ化物イオン、ヨ
ウ化物イオン、硫酸水素イオン、メチル硫酸イオン、硫酸イオン、リン酸二水素イオン、
リン酸水素イオン、硝酸イオン、炭酸水素イオン、炭酸イオン、ヘキサフルオロケイ酸イ
オン、ヘキサフルオロリン酸イオン、安息香酸イオン、及びC1～C4-アルカン酸のアニオ
ン、好ましくはギ酸イオン、酢酸イオン、プロピオン酸イオン及び酪酸イオンである。
【０１０６】
　カルボキシル、ヒドロキシ及び/又はアミノ基を有する、本明細書に記載される除草剤B
及び/又は薬害軽減剤Cは、酸の形態で、上記の農学的に適切な塩の形態で、又は農学的に
許容される誘導体の形態で、例えば、モノ-及びジ-C1～C6-アルキルアミド又はアリール
アミドなどのアミドとして、エステルとして、例えばアリルエステル、プロパルギルエス
テル、C1～C10-アルキルエステル、アルコキシアルキルエステル、テフリル((テトラヒド
ロフラン-2-イル)メチル)エステルとして、及びチオエステルとして、例えばC1～C10-ア
ルキルチオエステルとして使用可能である。好ましいモノ-及びジ-C1～C6-アルキルアミ
ドは、メチル及びジメチルアミドである。好ましいアリールアミドは、例えば、アニリド
及び2-クロロアニリドである。好ましいアルキルエステルは、例えば、メチル、エチル、
プロピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、ペンチル、メキシル(1-メチルヘキシル)
、メプチル(1-メチルヘプチル)、ヘプチル、オクチル又はイソオクチル(2-エチルヘキシ
ル)エステルである。好ましいC1～C4-アルコキシ-C1～C4-アルキルエステルは、直鎖又は
分岐C1～C4-アルコキシエチルエステル、例えば2-メトキシエチル、2-エトキシエチル、2
-ブトキシエチル(ブトチル)、2-ブトキシプロピル又は3-ブトキシプロピルエステルであ
る。直鎖又は分岐C1～C10-アルキルチオエステルの例はエチルチオエステルである。
【０１０７】
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　ジカンバの場合、適切な塩には、対イオンが農学的に許容されるカチオンである塩が含
まれる。例えば、ジカンバの適切な塩は、ジカンバ-ナトリウム、ジカンバ-カリウム、ジ
カンバ-メチルアンモニウム、ジカンバ-ジメチルアンモニウム、ジカンバ-イソプロピル
アンモニウム、ジカンバ-ジグリコールアミン、ジカンバ-オラミン、ジカンバ-ジオラミ
ン、ジカンバ-トロラミン、ジカンバ-N,N-ビス-(3-アミノプロピル)メチルアミン及びジ
カンバ-ジエチレントリアミンである。適切なエステルの例はジカンバ-メチル及びジカン
バ-ブトチルである。
【０１０８】
　2,4-Dの適切な塩は、2,4-D-アンモニウム、2,4-D-ジメチルアンモニウム、2,4-D-ジエ
チルアンモニウム、2,4-D-ジエタノールアンモニウム(2,4-D-ジオラミン)、2,4-D-トリエ
タノールアンモニウム、2,4-D-イソプロピルアンモニウム、2,4-D-トリイソプロパノール
アンモニウム、2,4-D-ヘプチルアンモニウム、2,4-D-ドデシルアンモニウム、2,4-D-テト
ラデシルアンモニウム、2,4-D-トリエチルアンモニウム、2,4-D-トリス(2-ヒドロキシプ
ロピル)アンモニウム、2,4-D-トリス(イソプロピル)アンモニウム、2,4-D-トロラミン、2
,4-D-リチウム、2,4-D-ナトリウムである。2,4-Dの適切なエステルの例は、2,4-D-ブトチ
ル、2,4-D-2-ブトキシプロピル、2,4-D-3-ブトキシプロピル、2,4-D-ブチル、2,4-D-エチ
ル、2,4-D-エチルヘキシル、2,4-D-イソブチル、2,4-D-イソオクチル、2,4-D-イソプロピ
ル、2,4-D-メプチル、2,4-D-メチル、2,4-D-オクチル、2,4-D-ペンチル、2,4-D-プロピル
、2,4-D-テフリル及びクラシホスである。
【０１０９】
　2,4-DBの適切な塩は、例えば2,4-DB-ナトリウム、2,4-DB-カリウム及び2,4-DB-ジメチ
ルアンモニウムである。2,4-DBの適切なエステルは、例えば2,4-DB-ブチル及び2,4-DB-イ
ソオクチルである。
【０１１０】
　ジクロルプロップの適切な塩は、例えばジクロルプロップ-ナトリウム、ジクロルプロ
ップ-カリウム及びジクロルプロップ-ジメチルアンモニウムである。ジクロルプロップの
適切なエステルの例は、ジクロルプロップ-ブトチル及びジクロルプロップ-イソオクチル
である。
【０１１１】
　MCPAの適切な塩及びエステルには、MCPA-ブトチル、MCPA-ブチル、MCPA-ジメチルアン
モニウム、MCPA-ジオラミン、MCPA-エチル、MCPA-チオエチル、MCPA-2-エチルヘキシル、
MCPA-イソブチル、MCPA-イソオクチル、MCPA-イソプロピル、MCPA-イソプロピルアンモニ
ウム、MCPA-メチル、MCPA-オラミン、MCPA-カリウム、MCPA-ナトリウム及びMCPA-トロラ
ミンが含まれる。
【０１１２】
　MCPBの適切な塩はMCPBナトリウムである。MCPBの適切なエステルはMCPB-エチルである
。
【０１１３】
　クロピラリドの適切な塩は、クロピラリド-カリウム、クロピラリド-オラミン及びクロ
ピラリド-トリス-(2-ヒドロキシプロピル)アンモニウムである。クロピラリドの適切なエ
ステルの例はクロピラリド-メチルである。
【０１１４】
　フルロキシピルの適切なエステルの例は、フルロキシピル-メプチル及びフルロキシピ
ル-2-ブトキシ-1-メチルエチルであり、フルロキシピル-メプチルが好ましい。
【０１１５】
　ピクロラムの適切な塩は、ピクロラム-ジメチルアンモニウム、ピクロラム-カリウム、
ピクロラム-トリイソプロパノールアンモニウム、ピクロラム-トリイソプロピルアンモニ
ウム及びピクロラム-トロラミンである。ピクロラムの適切なエステルはピクロラム-イソ
オクチルである。
【０１１６】
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　トリクロピルの適切な塩はトリクロピル-トリエチルアンモニウムである。トリクロピ
ルの適切なエステルは、例えばトリクロピル-エチル及びトリクロピル-ブトチルである。
【０１１７】
　クロランベンの適切な塩及びエステルには、クロランベン-アンモニウム、クロランベ
ン-ジオラミン、クロランベン-メチル、クロランベン-メチルアンモニウム及びクロラン
ベン-ナトリウムが含まれる。2,3,6-TBAの適切な塩及びエステルには、2,3,6-TBA-ジメチ
ルアンモニウム、2,3,6-TBA-リチウム、2,3,6-TBA-カリウム及び2,3,6-TBA-ナトリウムが
含まれる。
【０１１８】
　アミノピラリドの適切な塩及びエステルには、アミノピラリド-カリウム及びアミノピ
ラリド-トリス(2-ヒドロキシプロピル)アンモニウムが含まれる。
【０１１９】
　グリホセートの適切な塩は、例えばグリホセートアンモニウム、グリホセートジアンモ
ニウム、グリホセートジメチルアンモニウム、グリホセートイソプロピルアンモニウム、
グリホセートカリウム、グリホセートナトリウム、グリホセートトリメシウム、並びにエ
タノールアミン及びジエタノールアミン塩、好ましくはグリホセートジアンモニウム、グ
リホセートイソプロピルアンモニウム及びグリホセートトリメシウム(スルホセート)であ
る。
【０１２０】
　グルホシネートの適切な塩は、例えばグルホシネート-アンモニウムである。
【０１２１】
　グルホシネート-Pの適切な塩は、例えばグルホシネート-P-アンモニウムである。
【０１２２】
　ブロモキシニルの適切な塩及びエステルは、例えばブロモキシニル-ブチレート、ブロ
モキシニル-ヘプタノエート、ブロモキシニル-オクタノエート、ブロモキシニル-カリウ
ム及びブロモキシニル-ナトリウムである。
【０１２３】
　アイオキシニルの適切な塩及びエステルは、例えばアイオキシニル-オクタノエート、
アイオキシニル-カリウム及びアイオキシニル-ナトリウムである。
【０１２４】
　メコプロップの適切な塩及びエステルには、メコプロップ-ブトチル、メコプロップ-ジ
メチルアンモニウム、メコプロップ-ジオラミン、メコプロップ-エタジル、メコプロップ
-2-エチルヘキシル、メコプロップ-イソオクチル、メコプロップ-メチル、メコプロップ-
カリウム、メコプロップ-ナトリウム及びメコプロップ-トロラミンが含まれる。
【０１２５】
　メコプロップ-Pの適切な塩は、例えばメコプロップ-P-ブトチル、メコプロップ-P-ジメ
チルアンモニウム、メコプロップ-P-2-エチルヘキシル、メコプロップ-P-イソブチル、メ
コプロップ-P-カリウム及びメコプロップ-P-ナトリウムである。
【０１２６】
　ジフルフェンゾピルの適切な塩は、例えばジフルフェンゾピル-ナトリウムである。
【０１２７】
　ナプタラムの適切な塩は、例えばナプタラム-ナトリウムである。
【０１２８】
　アミノシクロピラクロルの適切な塩及びエステルは、例えばアミノシクロピラクロル-
ジメチルアンモニウム、アミノシクロピラクロル-メチル、アミノシクロピラクロル-トリ
イソプロパノールアンモニウム、アミノシクロピラクロル-ナトリウム及びアミノシクロ
ピラクロル-カリウムである。
【０１２９】
　キンクロラックの適切な塩は、例えばキンクロラック-ジメチルアンモニウムである。
【０１３０】
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　キンメラックの適切な塩は、例えばキンクロラック-ジメチルアンモニウムである。
【０１３１】
　イマザモックスの適切な塩は、例えばイマザモックス-アンモニウムである。
【０１３２】
　イマザピックの適切な塩は、例えばイマザピック-アンモニウム及びイマザピック-イソ
プロピルアンモニウムである。
【０１３３】
　イマザピルの適切な塩は、例えばイマザピル-アンモニウム及びイマザピル-イソプロピ
ルアンモニウムである。
【０１３４】
　イマザキンの適切な塩は、例えばイマザキン-アンモニウムである。
【０１３５】
　イマゼタピルの適切な塩は、例えばイマゼタピル-アンモニウム及びイマゼタピル-イソ
プロピルアンモニウムである。
【０１３６】
　トプラメゾンの適切な塩は、例えばトプラメゾン-ナトリウムである。
【０１３７】
　本発明の方法又は使用についての別の実施形態において、除草上有効な量の除草剤A(特
に(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2
.2.1]ヘプタン)を含む組成物が施用される。さらに別の実施形態において、組成物は少な
くとも1種の除草剤B(本明細書で定義される)をさらに含む。
【０１３８】
　したがって、本発明の方法又は使用についての別の実施形態において、除草上有効な量
の除草剤A及び場合によって少なくとも1種の除草剤B(本明細書で定義される)を含む組成
物が施用される。本発明の方法又は使用についての好ましい実施形態において、除草上有
効な量の除草剤A及び少なくとも1種の除草剤B(本明細書で定義される)を含む組成物が施
用される。本発明の方法又は使用についてのさらに別の実施形態において、除草上有効な
量の除草剤A及び少なくとも1種の除草剤B(本明細書で定義される)を含む組成物が施用さ
れ、除草剤A及び除草剤Bは唯一の活性成分である。
【０１３９】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
脂質生合成阻害剤(本明細書で定義されるb1群)から選択される少なくとも1種の除草剤Bを
含む。これらは、脂質生合成を阻害する化合物である。脂質生合成の阻害は、アセチルCo
Aカルボキシラーゼの阻害(以下でACC除草剤と呼ばれる)、又は別の作用様式(以下で非ACC
除草剤と呼ばれる)のいずれかを介して影響を受けうる。ACC除草剤はHRAC分類体系のA群
に属し、非ACC除草剤はHRAC分類のN群に属する。
【０１４０】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
ALS阻害剤(本明細書で定義されるb2群)から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む。
これらの化合物の除草活性はアセト乳酸シンターゼの阻害に基づき、ゆえに分岐鎖アミノ
酸生合成の阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類体系のB群に属する。
【０１４１】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
光合成阻害剤(本明細書で定義されるb3群)から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む
。これらの化合物の除草活性は、植物における光化学系IIの阻害(いわゆるPSII阻害剤、H
RAC分類のC1、C2及びC3群)又は植物における光化学系Iでの電子伝達の転用(いわゆるPSI
阻害剤、HRAC分類のD群)のいずれかに基づき、ゆえに光合成の阻害に基づく。これらの中
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ではPSII阻害剤が好ましい。
【０１４２】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤(本明細書で定義されるb4群)から選択
される少なくとも1種の除草剤Bを含む。これらの化合物の除草活性は、プロトポルフィリ
ノーゲン-IXオキシダーゼの阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類体系のE群に属する
。
【０１４３】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
白化剤(本明細書で定義されるb5群)から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む。これ
らの化合物の除草活性は、カロテノイド生合成の阻害に基づく。これらには、フィトエン
デサチュラーゼの阻害によりカロテノイド生合成を阻害する化合物(いわゆるPDS阻害剤、
HRAC分類のF1群)、4-ヒドロキシフェニルピルビン酸-ジオキシゲナーゼを阻害する化合物
(HPPD阻害剤、HRAC分類のF2群)、DOXシンターゼを阻害する化合物(HRACクラスのF4群)、
及び未知の作用様式によりカロテノイド生合成を阻害する化合物(白化剤-標的未知、HRAC
分類のF3群)が含まれる。
【０１４４】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
EPSPシンターゼ阻害剤(本明細書で定義されるb6群)から選択される少なくとも1種の除草
剤Bを含む。これらの化合物の除草活性はエノールピルビルシキミ酸3-リン酸シンターゼ
の阻害に基づき、ゆえに植物におけるアミノ酸生合成の阻害に基づく。これらの阻害剤は
HRAC分類体系のG群に属する。
【０１４５】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
グルタミンシンテターゼ阻害剤(本明細書で定義されるb7群)から選択される少なくとも1
種の除草剤Bを含む。これらの化合物の除草活性はグルタミンシンテターゼの阻害に基づ
き、ゆえに植物におけるアミノ酸生合成の阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類体系
のH群に属する。
【０１４６】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
DHPシンターゼ阻害剤(本明細書で定義されるb8群)から選択される少なくとも1種の除草剤
Bを含む。これらの化合物の除草活性は、7,8-ジヒドロプテロイン酸シンターゼの阻害に
基づく。これらの阻害剤はHRAC分類体系のI群に属する。
【０１４７】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
有糸分裂阻害剤(本明細書で定義されるb9群)から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含
む。これらの化合物の除草活性は、微小管形成又は構築の妨害又は阻害に基づき、ゆえに
有糸分裂の阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類体系のK1及びK2群に属する。これら
の中では、K1群の化合物、特にジニトロアニリンが好ましい。
【０１４８】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
VLCFA阻害剤(本明細書で定義されるb10群)から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む
。これらの化合物の除草活性は極長鎖脂肪酸合成の阻害に基づき、ゆえに植物における細
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胞分裂の妨害又は阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類体系のK3群に属する。
【０１４９】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
セルロース生合成阻害剤(本明細書で定義されるb11群)から選択される少なくとも1種の除
草剤Bを含む。これらの化合物の除草活性はセルロース生合成の阻害に基づき、ゆえに植
物における細胞壁合成の阻害に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類体系のL群に属する。
【０１５０】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
脱共役除草剤(本明細書で定義されるb12群)から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含
む。これらの化合物の除草活性は細胞膜の破壊に基づく。これらの阻害剤はHRAC分類体系
のM群に属する。
【０１５１】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
合成オーキシン(本明細書で定義されるb13群)から選択される少なくとも1種の除草剤Bを
含む。これらには、オーキシンすなわち植物ホルモンを模した、植物の生育に影響を及ぼ
す化合物が含まれる。これらの化合物はHRAC分類体系のO群に属する。
【０１５２】
　別の実施形態において、組成物は、除草上有効な量の除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)、及び
オーキシン輸送阻害剤(本明細書で定義されるb14群)から選択される少なくとも1種の除草
剤Bを含む。これらの化合物の除草活性は、植物におけるオーキシン輸送の阻害に基づく
。これらの化合物はHRAC分類体系のP群に属する。
【０１５３】
　活性物質についての所与の作用機構及び分類に関しては、例えば「HRAC(Herbicide Res
istance Action Committee)、Classification of Herbicides According to Site of Act
ion」、http://www.hracglobal.com/pages/classificationofherbicidesiteofaction.asp
xを参照のこと。
【０１５４】
　本発明の別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキ
シ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエナンチ
オマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)アセチルCoAカルボ
キシラーゼ阻害剤(ACCase阻害剤)から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組
成物が提供される。好ましくは、ACCase阻害剤はアリールオキシフェノキシプロピオネー
ト類、シクロヘキサンジオン類及びフェニルピラゾリンから選択される。より好ましくは
、ACCase阻害剤は、クロジナホップ、クロジナホップ-プロパルギル、シハロホップ、シ
ハロホップ-ブチル、ジクロホップ、ジクロホップ-メチル、フェノキサプロップ、フェノ
キサプロップ-エチル、フェノキサプロップ-P、フェノキサプロップ-P-エチル、フルアジ
ホップ、フルアジホップ-ブチル、フルアジホップ-P、フルアジホップ-P-ブチル、ハロキ
シホップ、ハロキシホップ-メチル、ハロキシホップ-P、ハロキシホップ-P-メチル、メタ
ミホップ、プロパキザホップ、キザロホップ、キザロホップ-エチル、キザロホップ-テフ
リル、キザロホップ-P、キザロホップ-P-エチル、キザロホップ-P-テフリル、アロキシジ
ム、アロキシジム-ナトリウム、ブトロキシジム、クレトジム、シクロキシジム、プロホ
キシジム、セトキシジム、テプラロキシジム、トラルコキシジム、ピノキサデン、及びこ
れらの農学的に許容される塩、エステル又はアミドからなる群から選択され、より好まし
くはクレトジム、クロジナホップ-プロパルギル、シクロキシジム、シハロホップ-ブチル
、ジクロホップ-メチル、フェノキサプロップ-P-エチル、フルアジホップ-P-ブチル、ハ
ロキシホップ-P-メチル、メタミホップ、ピノキサデン、プロホキシジム、プロパキザホ
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ップ、キザロホップ-P-エチル、キザロホップ-P-テフリル、セトキシジム、テプラロキシ
ジム及びトラルコキシジムからなる群から選択される。一実施形態において、ACCase阻害
剤はアリールオキシフェノキシプロピオネート類から選択され、特にクロジナホップ、ク
ロジナホップ-プロパルギル、シハロホップ、シハロホップ-ブチル、ジクロホップ、ジク
ロホップ-メチル、フェノキサプロップ、フェノキサプロップ-エチル、フェノキサプロッ
プ-P、フェノキサプロップ-P-エチル、フルアジホップ、フルアジホップ-ブチル、フルア
ジホップ-P、フルアジホップ-P-ブチル、ハロキシホップ、ハロキシホップ-メチル、ハロ
キシホップ-P、ハロキシホップ-P-メチル、メタミホップ、プロパキザホップ、キザロホ
ップ、キザロホップ-エチル、キザロホップ-テフリル、キザロホップ-P、キザロホップ-P
-エチル、及びキザロホップ-P-テフリルからなる群から選択され、より好ましくはクロジ
ナホップ-プロパルギル、シハロホップ-ブチル、ジクロホップ-メチル、フェノキサプロ
ップ-P-エチル、フルアジホップ-P-ブチル、ハロキシホップ-P-メチル、メタミホップ、
プロパキザホップ、キザロホップ-P-エチル及びキザロホップ-P-テフリルからなる群から
選択される。別の実施形態において、ACCase阻害剤はシクロヘキサンジオン類から選択さ
れ、特に、アロキシジム、アロキシジム-ナトリウム、ブトロキシジム、クレトジム、シ
クロキシジム、プロホキシジム、セトキシジム、テプラロキシジム、及びトラルコキシジ
ムからなる群から選択され、より好ましくはクレトジム、シクロキシジム、プロホキシジ
ム、テプラロキシジム及びトラルコキシジムからなる群から選択される。さらに別の実施
形態において、ACCase阻害剤はピノキサデンである。
【０１５５】
　さらに別の実施形態において、ACCase阻害剤は、シハロホップ、シハロホップ-ブチル
、キザロホップ及びキザロホップ-P-エチルから選択され、より好ましくはシハロホップ-
ブチル及びキザロホップ-P-エチルから選択される。
【０１５６】
　さらに別の実施形態において、ACCase阻害剤はシハロホップ又はシハロホップ-ブチル
、特にシハロホップ-ブチルである。
【０１５７】
　さらに別の実施形態において、ACCase阻害剤はキザロホップ又はキザロホップ-P-エチ
ル、特にキザロホップ-P-エチルである。
【０１５８】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)スルホニル尿
素類から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される。好ましく
は、スルホニル尿素は、アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロン、ベンス
ルフロン-メチル、クロリムロン、クロリムロン-エチル、クロルスルフロン、シノスルフ
ロン、シクロスルファムロン、エタメトスルフロン、エタメトスルフロン-メチル、エト
キシスルフロン、フラザスルフロン、フルセトスルフロン、フルピルスルフロン、フルピ
ルスルフロン-メチル-ナトリウム、ホラムスルフロン、ハロスルフロン、ハロスルフロン
-メチル、イマゾスルフロン、ヨードスルフロン、ヨードスルフロン-メチル-ナトリウム
、ヨーフェンスルフロン、ヨーフェンスルフロン-ナトリウム、メソスルフロン、メソス
ルフロン-メチル、メタゾスルフロン、メトスルフロン、メトスルフロン-メチル、ニコス
ルフロン、オルトスルファムロン、オキサスルフロン、プリミスルフロン、プリミスルフ
ロン-メチル、プロピリスルフロン、プロスルフロン、ピラゾスルフロン、ピラゾスルフ
ロン-エチル、リムスルフロン、スルホメツロン、スルホメツロン-メチル、スルホスルフ
ロン、チフェンスルフロン、チフェンスルフロン-メチル、トリアスルフロン、トリベヌ
ロン、トリベヌロン-メチル、トリフロキシスルフロン、トリフルスルフロン、トリフル
スルフロン-メチル、トリトスルフロン及びこれらの農学的に許容される塩、エステル又
はアミドからなる群から選択され、より好ましくはアジムスルフロン、ベンスルフロン-
メチル、シクロスルファムロン、エタメトスルフロン-メチル、エトキシスルフロン、フ
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ルピルスルフロン-メチル-ナトリウム、ホラムスルフロン、ハロスルフロン-メチル、ヨ
ードスルフロン-メチル-ナトリウム、メソスルフロン-メチル、ニコスルフロン、ピラゾ
スルフロン-エチル、リムスルフロン、スルホスルフロン、トリトスルフロン及びこれら
の農学的に許容される塩、エステル又はアミドからなる群から選択される。
【０１５９】
　さらに別の実施形態において、スルホニル尿素はメトスルフロン又はメトスルフロン-
メチル、特にメトスルフロン-メチルである。
【０１６０】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)トリアゾロピ
リミジン類から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される。好
ましくは、トリアゾロピリミジンは、クロランスラム、ジクロスラム、フロラスラム、フ
ルメツラム、メトスラム、ペノキススラム、ピリミスルファン、ピロキススラム及びこれ
らの農学的に許容される塩、エステル又はアミドからなる群から選択される。より好まし
くは、トリアゾロピリミジンは、クロランスラム、ジクロスラム、フロラスラム、フルメ
ツラム、メトスラム、ペノキススラム、ピロキススラム及びこれらの農学的に許容される
塩、エステル又はアミドからなる群から選択され、さらにより好ましくはフロラスラム、
ペノキススラム、ピロキススラム及びこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミ
ドからなる群から選択される。特に、トリアゾロピリミジンはピロキススラムである。別
の実施形態において、トリアゾロピリミジンはペノキススラム又はピリミスルファンであ
る。
【０１６１】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)スルホニルア
ミノカルボニル-トリアゾリノン類から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性
組成物が提供される。好ましくは、スルホニルアミノカルボニル-トリアゾリノンは、フ
ルカルバゾン、プロポキシカルバゾン、チエンカルバゾン及びこれらの農学的に許容され
る塩、エステル又はアミドからなる群から選択される。
【０１６２】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ピリミジニル
ベンゾエート類から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される
。好ましくは、ピリミジニルベンゾエートは、ビスピリバック、ピリベンゾキシム、ピリ
フタリド、ピリミノバック、ピリチオバック、4-[[[2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル
)オキシ]フェニル]メチル]アミノ]-安息香酸-1-メチルエチルエステル(CAS 420138-41-6)
、4-[[[2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)オキシ]フェニル]メチル]アミノ]-安息香酸
プロピルエステル(CAS 420138-40-5)、N-(4-ブロモフェニル)-2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピ
リミジニル)オキシ]ベンゼンメタンアミン(CAS 420138-01-8)、及びこれらの農学的に許
容される塩、エステル又はアミドからなる群から選択される。より好ましくは、ピリミジ
ニルベンゾエートは、ビスピリバック、ピリベンゾキシム、ピリフタリド、ピリミノバッ
ク、及びこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミドからなる群から選択される
。特に、ピリミジニルベンゾエートは、ビスピリバック、ビスピリバック-ナトリウム、
ピリベンゾキシム、ピリフタリド、ピリミノバック及びピリミノバック-メチルからなる
群から選択される。
【０１６３】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
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ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)光化学系II阻
害剤から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される。好ましく
は、光化学系II阻害剤はベンタゾン、プロパニル又はこれらの農学的に許容される塩、エ
ステル若しくはアミドである。一実施形態において、光化学系II阻害剤はベンタゾン-ナ
トリウムである。別の実施形態において、光化学系II阻害剤はプロパニルである。
【０１６４】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)プロトポルフ
ィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草
性組成物が提供される。好ましくは、プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤
は、ビフェノックス及びオキサジアゾンから選択される。
【０１６５】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)微小管集合阻
害剤(HRAC K1群)から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供され
る。好ましくは、微小管集合阻害剤はブトルアリン及びジチオピルから選択される。
【０１６６】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)VLCFA阻害剤
から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される。好ましくは、
VLCFA阻害剤はフェントラザミド、イプフェンカルバゾン、カフェンストロール、フェノ
キサスルホン、及びこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミドから選択される
。別の実施形態において、VLCFA阻害剤はピペロホスである。
【０１６７】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)白化除草剤の
群から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される。好ましくは
、白化除草剤はアクロニフェンである。
【０１６８】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)HPPD阻害剤か
ら選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される。好ましくは、HP
PD阻害剤はベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、ビシクロピロン、フェンキノトリオン
、イソキサフルトール、イソキサクロルトール、メソトリオン、ピラスルホトール、ピラ
ゾリネート、ピラゾキシフェン、スルコトリオン、テフリルトリオン、テムボトリオン、
トルピラレート、トプラメゾン、及びこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミ
ドから選択される。より好ましくは、HPPD阻害剤はベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ
、イソキサクロルトール、ピラゾリネート、ピラゾキシフェン、テフリルトリオン、及び
これらの農学的に許容される塩、エステル又はアミドから選択される。
【０１６９】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)セルロース生
合成阻害剤の群から選択される少なくとも1種の除草剤B、好ましくはインダジフラムを含
む除草性組成物が提供される。
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【０１７０】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)合成オーキシ
ンから選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される。好ましくは
、合成オーキシンはフェノキシカルボン酸類、安息香酸類、ピリジンカルボン酸類及びベ
ナゾリン-エチルから選択される。より好ましくは、合成オーキシンは2,4-D、3,4-DA、MC
PA、2,4,5-T、2,4-DP(ジクロルプロップ)、2,4-DP-P、4-CPP、3,4-DP、フェノプロップ、
CMPP(メコプロップ)、CMPP-P、4-CPB、2,4-DB、3,4-DB、2,4,5-TB、MCPB、ジカンバ、ト
リカンバ、クロランベン、2,3,6-TBA(2,3,6-トリクロロ安息香酸)、アミノピラリド、ク
ロピラリド、フルロキシピル、ピクロラム、トリクロピル、ハラウキシフェン、4-アミノ
-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボ
ン酸、ベンジル4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フ
ルオロピリジン-2-カルボキシレート(CAS 1390661-72-9)、ベナゾリン-エチル、及びこれ
らの農学的に許容される塩、エステル又はアミドからなる群から選択される。別の実施形
態において、合成オーキシンはフェノキシカルボン酸類から選択され、特に2,4-D、3,4-D
A、MCPA、2,4,5-T、2,4-DP(ジクロルプロップ)、2,4-DP-P、4-CPP、3,4-DP、フェノプロ
ップ、CMPP(メコプロップ)、CMPP-P、4-CPB、2,4-DB、3,4-DB、2,4,5-TB、MCPB、及びこ
れらの農学的に許容される塩、エステル又はアミドからなる群から選択される。別の実施
形態において、合成オーキシンは安息香酸類から選択され、特にジカンバ、トリカンバ、
クロランベン、2,3,6-TBA(2,3,6-トリクロロ安息香酸)、及びこれらの農学的に許容され
る塩、エステル又はアミドからなる群から選択される。別の実施形態において、合成オー
キシンはピリジンカルボン酸類から選択され、特にアミノピラリド、クロピラリド、フル
ロキシピル、ピクロラム、トリクロピル、ハラウキシフェン、4-アミノ-3-クロロ-6-(4-
クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボン酸、ベンジル4
-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2
-カルボキシレート(CAS 1390661-72-9)、及びこれらの農学的に許容される塩、エステル
又はアミドからなる群から選択される。さらに別の実施形態において、合成オーキシンは
ベナゾリン-エチルである。さらに別の実施形態において、合成オーキシンはベンジル4-
アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-
カルボキシレート(CAS 1390661-72-9)である。
【０１７１】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)作用様式が未
知である除草剤の群(HRAC Z群)から選択され、好ましくはインダノファン、メチオゾリン
(CAS 403640-27-7)、オキサジクロメホン、及びこれらの農学的に許容される塩、エステ
ル又はアミドから選択される少なくとも1種の除草剤B、より好ましくはインダノファンを
含む除草性組成物が提供される。
【０１７２】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)群
　b1)脂質生合成阻害剤:シハロホップ、キザロホップ、
　b2)ALS阻害剤:メトスルフロン、ペノキススラム、ピリミスルファン、ビスピリバック
、ピリベンゾキシム、ピリフタリド、ピリミノバック、
　b3)光合成阻害剤:プロパニル、
　b5)白化除草剤:ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、イソキサクロルトール、ピラゾ
リネート、ピラゾキシフェン、テフリルトリオン、
　b10)VLCFA阻害剤:フェントラザミド、イプフェンカルバゾン、カフェンストロール、フ
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ェノキサスルホン、
　b13)合成オーキシン:ベンジル4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシ
フェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボキシレート(CAS 1390661-72-9)、
　b15)その他の除草剤:インダノファン、メチオゾリン(CAS 403640-27-7)、オキサジクロ
メホン、
及びこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミド
から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される。
【０１７３】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)群
　b1)脂質生合成阻害剤:シハロホップ、シハロホップ-ブチル、キザロホップ、及びキザ
ロホップ-P-エチル、
　b2)ALS阻害剤:メトスルフロン、メトスルフロン-メチル、ビスピリバック、及びビスピ
リバック-ナトリウム
から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される。
【０１７４】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)群
　b1)脂質生合成阻害剤:シハロホップ-ブチル及びキザロホップ-P-エチル、
　b2)ALS阻害剤:メトスルフロン-メチル及びビスピリバック-ナトリウム
から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物が提供される。
【０１７５】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)シハロホップ
又はシハロホップ-ブチル(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１７６】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)キザロホップ
又はキザロホップ-P-エチル(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１７７】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)メトスルフロ
ン又はメトスルフロン-メチル(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１７８】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ペノキススラ
ム(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１７９】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ピリミスルフ
ァン(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１８０】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
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ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ビスピリバッ
ク又はビスピリバック-ナトリウム(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１８１】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ピリベンゾキ
シム(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１８２】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ピリフタリド
(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１８３】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ピリミノバッ
ク又はピリミノバック-メチル(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１８４】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)プロパニル(
除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１８５】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ベンゾビシク
ロン(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１８６】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ベンゾフェナ
ップ(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１８７】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)イソキサクロ
ルトール(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１８８】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ピラゾリネー
ト(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１８９】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ピラゾキシフ
ェン(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１９０】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
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ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)テフリルトリ
オン(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１９１】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)フェントラザ
ミド(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１９２】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)イプフェンカ
ルバゾン(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１９３】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)カフェンスト
ロール(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１９４】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)フェノキサス
ルホン(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１９５】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)ベンジル4-ア
ミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カ
ルボキシレート(CAS 1390661-72-9)(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１９６】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)インダノファ
ン(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１９７】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)メチオゾリン
(CAS 403640-27-7)(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１９８】
　本発明のさらに別の態様において、除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジ
ルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエ
ナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)オキサジクロ
メホン(除草剤B)を含む除草性組成物が提供される。
【０１９９】
　別の態様において、本発明は、望ましくない植生を防除するための、本明細書で定義さ
れる組成物(特に、除草剤A並びにb1、b2、b3、b5、b10、b13及びb15群の特定の除草剤Bを
含む上記除草性組成物のいずれか1つ)の使用に関する。
【０２００】
　別の態様において、本発明は、望ましくない植生の出芽又は生育を防止するための、本
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明細書で定義される組成物(特に、除草剤A並びにb1、b2、b3、b5、b10、b13及びb15群の
特定の除草剤Bを含む上記除草性組成物のいずれか1つ)を、植生若しくはその場所に施用
するステップ、又は土壌若しくは水に施用するステップを含む、望ましくない植生を防除
する方法に関する。
【０２０１】
　除草剤A並びにb1、b2、b3、b5、b10、b13及びb15群の特定の除草剤Bを含む上記除草性
組成物は、イネ作物(移植イネを含むがこれに限定されない)における選択的雑草防除に特
に適している。
【０２０２】
　したがって、別の態様において、本発明は、イネ作物(移植イネを含むがこれに限定さ
れない)における望ましくない植生を選択的に防除するための、上記組成物のいずれか1つ
の使用に関する。
【０２０３】
　さらに別の態様において、本発明は、上記組成物のいずれか1つをイネ作物区域に施用
するステップを含む、イネ作物(移植イネを含むがこれに限定されない)における望ましく
ない植生を選択的に防除する方法に関する。
【０２０４】
　上記の使用又は方法において、望ましくない植生は、好ましくはコムギダマシ属、スズ
メノテッポウ属、セイヨウヌカボ属、カラスムギ属、ブラキアリア属、スズメノチャヒキ
属、ギョウギシバ属、ジギタリア属、エキノクロア属、オヒシバ属、カモノハシ属、アゼ
ガヤ属、ロリウム属、パニカム属、クサヨシ属、イチゴツナギ属、ツノアイアシ属、セタ
リア属、アンセミス属、アマランサス属、ブタクサ属、ナズナ属、ヤグルマギク属、ケノ
ポジウム属、コニザ属、デスクライニア属、ヤエムグラ属、コキア属、シカギク属、ケシ
属、ダイコン属、シロガラシ属、キバナハタザオ属、ハコベ属及びグンバイナズナ属から
選択される。
【０２０５】
　より好ましくは、望ましくない植生は、スズメノテッポウ属、セイヨウヌカボ属、ジギ
タリア属、エキノクロア属、アゼガヤ属、ロリウム属、クサヨシ属、イチゴツナギ属、セ
タリア属、アマランサス属、アンセミス属、ナズナ属、ヤグルマギク属、ケノポジウム属
、デスクライニア属(Descurania)、コキア属、シカギク属、ケシ属、キバナハタザオ属、
ハコベ属及びグンバイナズナ属から選択され、より好ましくはスズメノテッポウ属、セイ
ヨウヌカボ属、エキノクロア属、アゼガヤ属、ロリウム属、クサヨシ属、イチゴツナギ属
、アマランサス属、ケノポジウム属、シカギク属、ケシ属及びハコベ属から選択され、さ
らにより好ましくはスズメノテッポウ属、エキノクロア属、ロリウム属、クサヨシ属、イ
チゴツナギ属、アマランサス属、ケノポジウム属、シカギク属、ケシ属及びハコベ属から
選択され、さらにより好ましくはスズメノテッポウ属、エキノクロア属、ロリウム属、ク
サヨシ属、イチゴツナギ属及びケシ属から選択され、特にスズメノテッポウ属、ロリウム
属、クサヨシ属及びケシ属から選択される。
【０２０６】
　別の実施形態において、望ましくない植生はスズメノテッポウ属、スズメノチャヒキ属
、アブラナ属(Brassica)、ヤエムグラ属、ロリウム属、シカギク属及びケシ属から選択さ
れる。
【０２０７】
　特に、望ましくない植生は、ノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ
、カラスムギ、オニカラスムギ、ブラキアリア・プランタギネア、ブラキアリア・デクム
ベンス、カラスノチャヒキ、アレチノチャヒキ、ウマノチャヒキ、メヒシバ、ススキメヒ
シバ、キタメヒシバ、オニメヒシバ、ワセビエ、イヌビエ、エキノクロア・クルス-パボ
ニス、エキノクロア・エレクタ、ノゲタイヌビエ、タイヌビエ、オヒシバ、タイワンアイ
アシ、アゼガヤ、レプトクロア・パニコイデス、レプトクロア・スカブラ、レプトクロア
・ビルガタ、ネズミムギ、ホソムギ、ボウムギ、ハナクサキビ、オオクサキビ、ファラリ
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ス・ブラキスタキス(Phalaris brachystachyx)、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パ
ラドキサ、スズメノカタビラ、ナガハグサ、オオスズメノカタビラ、ツノアイアシ、アキ
ノエノコログサ、コツブキンエノコロ、キンエノコロ、ザラツキエノコログサ、エノコロ
グサ、ヒメシロビユ、アメリカビユ、ホソアオゲイトウ、オオホナガアオゲイトウ、ホナ
ガアオゲイトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、ホナガイヌビユ
、ブタクサ、キゾメカミツレ、ナズナ、ヤグルマギク、シロザ、コアカザ、ケノポジウム
・ポリスペルムム、ウスバアカザ、アレチノギク、ヒメムカシヨモギ、クジラグサ(Descu
rania sophia)、シラホシムグラ、ヤエムグラ、ミナトムグラ、ホウキギ、カミツレ、コ
シカギク、イヌカミツレ、ヒナゲシ、セイヨウノダイコン、シロガラシ、ノハラガラシ、
カキネガラシ、イヌカキネガラシ、コハコベ及びグンバイナズナからなる群から選択され
、好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、キタメヒシバ、
オニメヒシバ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ、ボウムギ
、ファラリス・ブラキスタキス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズ
メノカタビラ、オオスズメノカタビラ、アキノエノコログサ、コツブキンエノコロ、キン
エノコロ(Setaria pumilla)、ザラツキエノコログサ、エノコログサ、ホナガアオゲイト
ウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、キゾメカミツレ、ナズナ、ヤ
グルマギク、シロザ、クジラグサ(Descurania sophia)、ホウキギ、カミツレ、イヌカミ
ツレ、ヒナゲシ、カキネガラシ、コハコベ及びグンバイナズナからなる群から選択され、
より好ましくはノスズメノテッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、イヌビエ、ノ
ゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネズミムギ、ホソムギ、ボウムギ、ファラリス・ブラキスタキ
ス、ヒメカナリークサヨシ、ファラリス・パラドキサ、スズメノカタビラ、ホナガアオゲ
イトウ、アオゲイトウ、ヒユモドキ、アマランサス・ルディス、シロザ、カミツレ、イヌ
カミツレ、ヒナゲシ及びコハコベからなる群から選択され、特に好ましくはノスズメノテ
ッポウ、スズメノテッポウ、セイヨウヌカボ、イヌビエ、ノゲタイヌビエ、アゼガヤ、ネ
ズミムギ、ボウムギ、ヒメカナリークサヨシ及びスズメノカタビラからなる群から選択さ
れ、特に、ノスズメノテッポウ、ネズミムギ、ボウムギ及びヒメカナリークサヨシからな
る群から選択される。
【０２０８】
　別の実施形態において、望ましくない植生は、ノスズメノテッポウ、アレチノチャヒキ
、セイヨウアブラナ(Brassica napus)、シラホシムグラ、ボウムギ、イヌカミツレ及びヒ
ナゲシから選択される。
【０２０９】
　別の実施形態において、本明細書で定義される組成物は、少なくとも1種の薬害軽減剤C
(本明細書で定義される)をさらに含んでいてよい。さらに別の実施形態において、これら
の組成物は、作物保護で慣例の1種以上の補助剤(本明細書で定義される)をさらに含んで
いてよい。
【０２１０】
　(a)除草剤A及び(b)除草剤Bの特定の組合せにより、相乗的除草効果をもたらすこともで
きる。
【０２１１】
　したがって、本発明の組成物、使用及び方法についての好ましい実施形態において、除
草剤A及び除草剤Bはそれぞれ、相乗的除草効果をもたらすのに十分な量で存在するか施用
される。
【０２１２】
　「相乗的除草効果」という語は、2種の除草剤の所与の組合せについて、その組合せの
除草活性が、別々に施用された時の除草剤の個々の除草活性の総和を上回る場合の除草効
果を指す。この理由から、個々の成分と同等の除草効果を実現するのに、個々の成分に基
づいて組成物をより少ない施用量で使用することができる。
【０２１３】
　本発明の一部の実施形態において、コルビー(Colby)の式を適用して、除草剤A及び除草
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剤Bの組合せが相乗効果を示すかどうかを決定する(S. R. Colby、「Calculating synergi
stic and antagonistic responses of herbicide combinations」、Weeds 1967、15、20
～22ページを参照のこと)。
　E=X+Y-(X.Y/100)
　式中、
　X=施用量aで除草剤Aを使用した際のパーセントでの効果、
　Y=施用量bで除草剤Bを使用した際のパーセントでの効果、
　E=施用量a+bでの除草剤A+除草剤Bの予測される効果(%)。
【０２１４】
　コルビーの式において、値Eは、個々の化合物の活性が相加的である場合に予測される
効果(植物損傷又は傷害)に対応する。観察された効果が、コルビーの式に従って算出され
た値Eより高ければ、相乗効果が存在する。
【０２１５】
　本発明の一実施形態において、本明細書で開示される方法、使用及び組成物は、コルビ
ーの式で決定すると相乗的である。具体的には、コルビーの式に従って相乗的除草効果が
決定される。
【０２１６】
　本発明の方法、使用及び組成物において、除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチルベンジル
オキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)と除草剤Bの重量
比は概して、1:1000～1000:1の範囲、好ましくは1:500～500:1の範囲、特に1:250～250:1
の範囲、特に好ましくは1:75～75:1の範囲であり、このとき、酸のエステル又は塩である
各除草剤Bは酸として算出される。
【０２１７】
　本発明の方法、使用及び組成物において、除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチルベンジル
オキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)と薬害軽減剤Cの
重量比は概して、1:1000～1000:1の範囲、好ましくは1:500～500:1の範囲、特に1:250～2
50:1の範囲、特に好ましくは1:75～75:1の範囲であり、このとき、酸のエステル又は塩で
ある各薬害軽減剤Cは酸として算出される。
【０２１８】
　本発明の方法、使用及び組成物において、除草剤Bと薬害軽減剤Cの重量比は概して、1:
1000～1000:1の範囲、好ましくは1:500～500:1の範囲、特に1:250～250:1の範囲、特に好
ましくは1:75～75:1の範囲であり、このとき、酸のエステル又は塩である各除草剤B及び
薬害軽減剤Cは酸として算出される。
【０２１９】
　本発明の方法、使用及び組成物において、除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチルベンジル
オキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)及びBの組合せと
薬害軽減剤Cの重量比は、好ましくは1:500～500:1の範囲、特に1:250～250:1の範囲、特
に好ましくは1:75～75:1の範囲であり、このとき、酸のエステル又は塩である各除草剤B
及び薬害軽減剤Cは酸として算出される。
【０２２０】
　本明細書で定義される組成物は、除草剤そのものとして、又は適切に製剤化された農薬
組成物として適している。本明細書で使用される場合、「農薬組成物」という語は、作物
保護で慣例の1種以上の補助剤をさらに含む組成物を指す。
【０２２１】
　したがって、農薬組成物は、除草上有効な量の除草剤A、場合によって少なくとも1種の
除草剤B(本明細書で定義される)、場合によって少なくとも1種の薬害軽減剤C(本明細書で
定義される)、及び作物保護で慣例の1種以上の補助剤を含む。
【０２２２】
　除草剤A、場合によって少なくとも1種の除草剤B(本明細書で定義される)及び場合によ
って少なくとも1種の薬害軽減剤C(本明細書で定義される)は、慣例のタイプの農薬組成物
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、例えば溶液、エマルジョン、懸濁剤、粉剤、粉末、ペースト剤、粒剤、プレッシング剤
(pressing)、及びこれらの混合物に変換可能である。これらの及びさらなるタイプの農薬
組成物が、「Catalogue of pesticide formulation types and international coding sy
stem」、Technical Monograph No. 2、第6版. May 2008、CropLife Internationalで定義
されている。
【０２２３】
　農薬組成物は、Mollet及びGrubemann、Formulation technology、Wiley VCH、Weinheim
、2001、又はKnowles、New developments in crop protection product formulation、Ag
row Reports DS243、T&F Informa、London、2005で記載されるものなどの既知の方式で調
製可能である。
【０２２４】
　「作物保護で慣例の補助剤」という語には、溶媒、液体キャリアー、固体キャリアー又
はフィラー、界面活性剤、分散剤、乳化剤、湿潤剤、アジュバント、可溶化剤、透過促進
剤、保護コロイド、付着剤、増粘剤、保水剤、忌避剤、誘引剤、摂食刺激物質、相溶化剤
、殺細菌剤、凍結防止剤、消泡剤、着色剤、粘着付与剤及び結合剤が含まれるが、これら
に限定されない。
【０２２５】
　適切な溶媒及び液体キャリアーは、水、並びに中～高沸点の鉱物油画分、例えば灯油、
ディーゼル油;野菜又は動物由来の油;脂肪族、環式及び芳香族炭化水素、例えばトルエン
、パラフィン、テトラヒドロナフタレン、アルキル化ナフタレン;アルコール、例えばエ
タノール、プロパノール、ブタノール、ベンジルアルコール、シクロヘキサノール;グリ
コール;DMSO;ケトン、例えばシクロヘキサノン;エステル、例えば乳酸エステル、炭酸エ
ステル、脂肪酸エステル、ガンマ-ブチロラクトン;脂肪酸;ホスホネート;アミン;アミド
、例えばN-メチルピロリドン、脂肪酸ジメチルアミド;及びこれらの混合物などの有機溶
媒である。
【０２２６】
　適切な固体キャリアー又はフィラーは、無機質土、例えばシリケート、シリカゲル、タ
ルク、カオリン、石灰石、石灰、チョーク、粘土、ドロマイト、珪藻土、ベントナイト、
硫酸カルシウム、硫酸マグネシウム、酸化マグネシウム;ポリサッカライド、例えばセル
ロース、デンプン;肥料、例えば硫酸アンモニウム、リン酸アンモニウム、硝酸アンモニ
ウム、尿素類;植物由来産物、例えば穀物粉、樹皮粉、木粉、堅果殻粉、及びこれらの混
合物である。
【０２２７】
　適切な界面活性剤は、アニオン性、カチオン性、非イオン性及び両性界面活性剤、ブロ
ックポリマー、高分子電解質、並びにこれらの混合物などの界面活性化合物である。この
ような界面活性剤は、乳化剤、分散剤、溶解剤、湿潤剤、透過促進剤、保護コロイド、又
はアジュバントとして使用可能である。界面活性剤の例が、McCutcheon's、Vol.1: Emuls
ifiers & Detergents、McCutcheon's Directories、Glen Rock、USA、2008 (Internation
al Ed. or North American Ed.)に列挙されている。
【０２２８】
　適切なアニオン性界面活性剤は、スルホネート、スルフェート、ホスフェート、カルボ
キシレートのアルカリ塩、アルカリ土類塩又はアンモニウム塩、及びそれらの混合物であ
る。スルホネートの例は、アルキルアリールスルホネート、ジフェニルスルホネート、ア
ルファ-オレフィンスルホネート、リグニンスルホネート、脂肪酸及び油のスルホネート
、エトキシル化アルキルフェノールのスルホネート、アルコキシル化アリールフェノール
のスルホネート、縮合ナフタレンのスルホネート、ドデシルベンゼン及びトリデシルベン
ゼンのスルホネート、ナフタレン及びアルキルナフタレンのスルホネート、スルホスクシ
ネート又はスルホスクシナメートである。スルフェートの例は、脂肪酸及び油のスルフェ
ート、エトキシル化アルキルフェノールのスルフェート、アルコールのスルフェート、エ
トキシル化アルコールのスルフェート、又は脂肪酸エステルのスルフェートである。ホス
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フェートの例は、リン酸エステルである。カルボキシレートの例は、アルキルカルボキシ
レート、さらにカルボキシル化アルコール又はアルキルフェノールエトキシレートである
。
【０２２９】
　適切な非イオン性界面活性剤は、アルコキシレート、N-置換脂肪酸アミド、アミンオキ
シド、エステル、糖ベースの界面活性剤、ポリマー界面活性剤及びそれらの混合物である
。アルコキシレートの例は、1～50当量アルコキシル化されているアルコール、アルキル
フェノール、アミン、アミド、アリールフェノール、脂肪酸又は脂肪酸エステルなどの化
合物である。エチレンオキシド及び/又はプロピレンオキシドをアルコキシル化に用いる
ことができ、好ましくはエチレンオキシドを用いる。N-置換脂肪酸アミドの例は、脂肪酸
グルカミド又は脂肪酸アルカノールアミドである。エステルの例は、脂肪酸エステル、グ
リセロールエステル又はモノグリセリドである。糖ベースの界面活性剤の例は、ソルビタ
ン、エトキシル化ソルビタン、スクロース及びグルコースエステル又はアルキルポリグル
コシドである。ポリマー界面活性剤の例は、ビニルピロリドン、ビニルアルコール、又は
ビニルアセテートのホモポリマー又はコポリマーである。
【０２３０】
　適切なカチオン性界面活性剤は、第四級界面活性剤、例えば、1個又は2個の疎水性基を
有する第四級アンモニウム化合物、又は長鎖第一級アミンの塩である。適切な両性界面活
性剤は、アルキルベタイン及びイミダゾリンである。適切なブロックポリマーは、ポリエ
チレンオキシドとポリプロピレンオキシドのブロックを含むA-B型又はA-B-A型のブロック
ポリマー、又はアルカノール、ポリエチレンオキシド及びポリプロピレンオキシドを含む
A-B-C型のブロックポリマーである。適切な高分子電解質は、ポリ酸又はポリ塩基である
。ポリ酸の例は、ポリアクリル酸又はポリ酸櫛型ポリマーのアルカリ塩である。ポリ塩基
の例は、ポリビニルアミン又はポリエチレンアミンである。
【０２３１】
　適切なアジュバントは、それ自体が殺有害生物活性をごくわずかしか有しないか全く有
さず、標的に対する化合物Iの生物学的性能を改善する化合物である。その例は、界面活
性剤、鉱物油又は植物油、及びその他の補助剤である。さらなる例が、Knowles、Adjuvan
ts and additives、Agrow Reports DS256、T&F Informa UK、2006、5章で列挙されている
。
【０２３２】
　適切な増粘剤は、ポリサッカライド(例えばキサンタンガム、カルボキシメチルセルロ
ース)、無機粘土(有機的に改変された又は未改変の)、ポリカルボキシレート、及びシリ
ケートである。
【０２３３】
　適切な殺細菌剤は、ブロノポール、並びにアルキルイソチアゾリノン及びベンズイソチ
アゾリノン類などのイソチアゾリノン誘導体である。
【０２３４】
　適切な凍結防止剤は、エチレングリコール、プロピレングリコール、尿素及びグリセリ
ンである。
【０２３５】
　適切な消泡剤は、シリコーン、長鎖アルコール、及び脂肪酸塩である。
【０２３６】
　適切な着色剤(例えば赤色、青色、又は緑色)は、低水溶性色素及び水溶性染料である。
例は無機着色剤(例えば酸化鉄、酸化チタン、ヘキサシアノ鉄酸鉄)及び有機着色剤(例え
ばアリザリン-、アゾ-及びフタロシアニン着色剤)である。
【０２３７】
　適切な粘着付与剤又は結合剤は、ポリビニルピロリドン、ポリ酢酸ビニル、ポリビニル
アルコール、ポリアクリレート、生物ワックス又は合成ワックス、及びセルロースエーテ
ルである。
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【０２３８】
　農薬組成物は概して、0.01～95重量%の間、好ましくは0.1～90重量%の間、特に0.5～75
重量%の間の活性物質を含む。活性物質は、純度90%～100%、好ましくは95%～100%(NMRス
ペクトルによる)で使用される。
【０２３９】
　各種タイプの油、湿潤剤、アジュバント、肥料、又は微量栄養素、及びさらなる殺有害
生物剤(例えば除草剤、殺虫剤、殺真菌剤、生育調節剤、薬害軽減剤)を、活性物質又はこ
れらをプレミックスとして含む組成物に、使用直前になってから適宜(タンク混合)添加す
ることができる。これらの薬剤は、重量比1:100～100:1、好ましくは1:10～10:1で、本明
細書で定義される組成物と混合することができる。
【０２４０】
　使用者は通常、プレ薬量装置(predosage device)、背負い式噴霧器、噴霧タンク、噴霧
飛行機、又は灌漑システムから農薬組成物を施用する。通常、農薬組成物は水、緩衝液、
及び/又はさらなる補助剤を用いて望ましい施用濃度に調製され、こうしてすぐに使える
噴霧液体又は農薬組成物が得られる。通常、有用な農業区域1ヘクタールあたり、すぐに
使える噴霧液体20～2000リットル、好ましくは50～400リットルが施用される。
【０２４１】
　一実施形態によれば、農薬組成物の個々の成分又は一部予め混合された成分のいずれか
、例えば除草剤A、場合によって少なくとも1種の除草剤B(本明細書で定義される)及び場
合によって少なくとも1種の薬害軽減剤C(本明細書で定義される)を含む農薬成分は、噴霧
タンク内で使用者により混合されてよく、さらなる補助剤及び添加剤が適宜添加されてよ
い。
【０２４２】
　別の実施形態において、キットの一部又は2成分若しくは3成分混合物の一部などの、農
薬組成物の個々の成分は、噴霧タンク内で使用者自身により混合されてよく、さらなる補
助剤が適宜添加されてよい。
【０２４３】
　別の実施形態において、農薬組成物の個々の成分又は一部予め混合された成分のいずれ
か、例えば除草剤A、場合によって少なくとも1種の除草剤B(本明細書で定義される)及び
場合によって少なくとも1種の薬害軽減剤C(本明細書で定義される)を含む成分は、一緒に
(例えばタンク混合後に)又は連続して施用することができる。
【０２４４】
　したがって、農薬組成物は、除草剤A、場合によって少なくとも1種の除草剤B(本明細書
で定義される)及び場合によって少なくとも1種の薬害軽減剤C(本明細書で定義される)を
、液体及び/又は固体キャリアー、並びに、必要に応じて1種以上の界面活性剤、並びに、
必要に応じて作物保護で慣例の1種以上のさらなる補助剤とともに含む単一のパッケージ
製剤の形態で提供可能である。製剤は、一方のパッケージが除草剤Aの製剤を含み、他方
のパッケージが少なくとも1種の除草剤B及び/又は薬害軽減剤Cを含む製剤を含み、両製剤
が少なくとも1種のキャリアー物質、必要に応じて1種以上の界面活性剤、及び、必要に応
じて作物保護で慣例の1種以上のさらなる補助剤を含む、2パッケージ製剤の形態で提供可
能である。製剤は、一方のパッケージが除草剤A及び場合によって薬害軽減剤Cの製剤を含
み、他方のパッケージが少なくとも1種の除草剤Bの製剤を含み、両製剤が少なくとも1種
のキャリアー物質、必要に応じて1種以上の界面活性剤、及び、必要に応じて作物保護で
慣例の1種以上のさらなる補助剤を含む、2パッケージ製剤の形態でも提供可能である。2
パッケージ製剤の場合、2種の製剤は好ましくは施用前に混合される。好ましくは、混合
はタンク混合として実施される、すなわち水での希釈直前又は希釈時に製剤が混合される
。
【０２４５】
　本明細書で定義される組成物は、特に高施用量で、非作物区域の植生を非常に効率的に
防除する。これらは、コムギ、オオムギ、イネ、トウモロコシ、ヒマワリ、ダイズ及びワ
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タなどの作物において、作物植物に顕著な損傷を引き起こすことなく広葉雑草及びイネ科
雑草に対して作用する。この効果は、主に低施用量で観察される。
【０２４６】
　本明細書で定義される組成物は、植物に対して主に噴霧により施用される。ここで、例
えば、水をキャリアーとして使用し、慣例の噴霧技術により、噴霧液体量約50～1000l/ha
(例えば300～400l/ha)を使用して施用を実施することができる。本明細書で定義される組
成物は、低容量法(low-volume method)若しくは超低容量法(ultra-low-volume method)に
より、又は微粒剤の形態で施用することもできる。
【０２４７】
　本明細書で定義される組成物は、出芽前若しくは出芽後、又は作物植物の種子とともに
施用することができる。本明細書で定義される組成物で予め処理された、作物植物の種子
を施用することにより、化合物及び組成物を施用することもできる。特定の作物植物が除
草剤A、及び、適宜除草剤Bにそれほど良好な耐性がない場合、可能な限り除草性組成物が
感受性作物植物の葉と接触せず、活性化合物が下部に生育している望ましくない植物の葉
、又は露出土壌の表面に到達するように(ポストダイレクテッド(post-directed)、レイバ
イ(lay-by))除草性組成物が噴霧装置を用いて散布される、施用技術を使用することがで
きる。
【０２４８】
　さらなる実施形態において、本明細書で定義される組成物は、種子を処理することによ
り施用可能である。種子処理は、本明細書で定義される組成物に基づいて、当業者が精通
している実質的に全ての手順(種子ドレッシング(seed dressing)、種子コーティング(see
d coating)、種子ダスティング(seed dusting)、種子浸漬、種子フィルムコーティング(s
eed film coating)、種子多層コーティング(seed multilayer coating)、種子エンクラス
ティング(seed encrusting)、種子ドリッピング(seed dripping)及び種子ペレッティング
)を含む。ここで、本明細書で定義される組成物は希釈して、又は未希釈で施用すること
ができる。
【０２４９】
　「種子」という語は、例えば、穀粒、種子、果実、塊茎、実生及び類似の形態などの全
てのタイプの種子を含む。ここで、好ましくは、種子という語は穀粒及び種子を表す。使
用される種子は、上記の有用植物の種子だけでなく、トランスジェニック植物又は慣例の
育種方法により得られる植物の種子でもよい。
【０２５０】
　さらに、本明細書で定義される組成物を単独で、又はその他の作物保護剤、例えば、有
害生物又は植物病原性の菌類若しくは細菌を防除するための薬剤、又は生育を調節する活
性化合物群とともに組み合わせて施用することが有利でありうる。栄養欠乏及び微量元素
欠乏を処置するために使用される無機塩溶液との混和性も興味深い。非植物毒性の油及び
油濃縮物が添加されてもよい。
【０２５１】
　植物保護に使用される場合、製剤補助剤なしでの、施用される活性物質(すなわち除草
剤A、及び、適宜除草剤B)の量は、望ましい効果の種類によって、1ヘクタールあたり0.00
01～10kg(kg/ha)、好ましくは0.001～3kg/ha、より好ましくは0.001～2.5kg/ha、さらに
より好ましくは0.001～2kg/ha、特に好ましくは0.005～2kg/ha、特に0.05～0.9kg/ha、最
も好ましくは0.1～0.75kg/haである。
【０２５２】
　本発明の方法及び使用において、除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-
1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)は概して、1ヘクタールあ
たり0.1～2000グラム(g/ha)、好ましくは10～1000g/ha、より好ましくは10～750g/ha、特
に10～500g/haの量で施用される。別の実施形態において、除草剤A(特に(±)-2-exo-(2-
メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン)は
、50～1000g/ha、好ましくは75～750g/ha、より好ましくは100～500g/haの量で施用され
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る。
【０２５３】
　本発明の方法及び使用において、除草剤Bの施用量(塩の場合は酸として算出される)は
概して、0.0005kg/ha～10kg/ha、好ましくは0.005kg/ha～5kg/ha、より好ましくは0.001k
g/ha～2kg/haである。
【０２５４】
　本発明の方法及び使用において、薬害軽減剤Cの施用量(塩の場合は酸として算出される
)は概して、0.0005kg/ha～2.5kg/ha、好ましくは0.005kg/ha～2kg/ha、より好ましくは0.
01kg/ha～1.5kg/haである。
【０２５５】
　例えば種子のダスティング、コーティング又はドレンチングによる、種子などの植物繁
殖材料の処理において、植物繁殖材料(好ましくは種子)100キログラムあたり活性物質(す
なわち除草剤A、及び、適宜除草剤B)の量0.1～5000g、好ましくは5～2500g、より好まし
くは50～2000g、特に100～1500gが概して必要である。
【０２５６】
　本発明の別の実施形態において、種子を処理するため施用される活性物質(すなわち除
草剤A、及び、適宜除草剤B)の量は概して、種子100kgあたり0.001～10kgの量で使用され
る。
【０２５７】
　本発明の方法及び使用において、除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽減
剤Cは、一緒に又は別々に施用可能である。
【０２５８】
　本発明の方法及び使用において、除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽減
剤Cは、同時に又は連続して施用可能である。
【０２５９】
　好ましくは、除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽減剤Cは、望ましくない
植生に対して同時に施用される。別の実施形態において、除草剤A、及びもしあれば除草
剤B及び/又は薬害軽減剤Cは、望ましくない植生に対して施用される、本明細書で定義さ
れる除草性組成物(例えば除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽減剤Cを含む
タンク混合物)として提供される。したがって、本発明の方法についての一部の実施形態
において、本明細書で定義される除草性組成物を、望ましくない植生若しくはその場所に
施用するか、又は土壌若しくは水に施用して、望ましくない植生の出芽又は生育を防止す
る。
【０２６０】
　別々に又は連続的に施用する場合、除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽
減剤Cの施用の順序はあまり重要ではない。防除すべきかつ/又は無害にすべき植物に対し
活性成分を同時に作用させることが可能な期間、好ましくは最大で14日、特に最大で7日
の期間内で、除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽減剤Cを施用しさえすれば
よい。
【０２６１】
　本発明の方法及び使用において、除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽減
剤C(又は本明細書で定義される組成物)は、出芽前(すなわち望ましくない植生の出芽前)
又は出芽後(すなわち、望ましくない植生の出芽中及び/又は出芽後)に施用可能である、
【０２６２】
　好ましくは、除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽減剤C(又は本明細書で
定義される組成物)は、望ましくない植生の出芽前(出芽前)に施用される。
【０２６３】
　より好ましくは、除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽減剤C(又は本明細
書で定義される組成物)は、望ましくない植生の出芽前又は出芽中(出芽前又は出芽後早期
)に施用される。
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【０２６４】
　別の実施形態において、除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽減剤C(又は
本明細書で定義される組成物)は、望ましくない植生の出芽後に施用される。
【０２６５】
　出芽後処理の場合、除草剤A、及びもしあれば除草剤B及び/又は薬害軽減剤C(又は本明
細書で定義される組成物)は、好ましくは望ましくない植生が出芽し、6葉まで発育した後
に施用される。
【０２６６】
　本発明による方法、使用及び組成物は、各種作物植物における望ましくない植生を防除
するのに適している。適切な作物の例は以下の通りである:
タマネギ(Allium cepa)(タマネギ)、ニンニク(Allium sativum)(ニンニク)、パイナップ
ル(Ananas comosus)(パイナップル)、ナンキンマメ(Arachis hypogaea)[ピーナッツ(ラッ
カセイ)]、オランダキジカクシ(Asparagus officinalis)(アスパラガス)、オートムギ(Av
ena sativa)(エンバク)、ベータ・ブルガリス種アルティシマ(Beta vulgaris spec. alti
ssima)(テンサイ)、ベータ・ブルガリス種ラパ(Beta vulgaris spec. rapa)(カブ)、ブラ
シカ・ナプス変種ナプス(Brassica napus var. napus)(ナタネ、キャノーラ)、ブラシカ
・ナプス変種ナポブラッシカ(Brassica napus var. napobrassica)(スウィード)、ブラシ
カ・ラパ変種シルベストリス(Brassica rapa var. silvestris)(ウィンターターニップレ
イプ(winter turnip rape))、ブラシカ・オレラセア(Brassica oleracea)(キャベツ)、ク
ロガラシ(Brassica nigra)(クロガラシ)、チャノキ(Camellia sinensis)(チャノキ)、ベ
ニバナ(Carthamus tinctorius)(ベニバナ)、ペカン(Carya illinoinensis)(ペカンの木)
、レモン(Citrus limon)(レモン)、キンクネンボ(Citrus sinensis)(オレンジの木)、コ
ーヒーノキ(Coffea arabica)(ロブスタコーヒーノキ(Coffea canephora)、リベリカコー
ヒーノキ(Coffea liberica))(コーヒーノキ)、キュウリ(Cucumis sativus)(キュウリ)、
ギョウギシバ(Cynodon dactylon)(ギョウギシバ)、ニンジン(Daucus carota subspec. sa
tiva)(ニンジン)、アブラヤシ(Elaeis guineensis)(アブラヤシ)、エゾヒビイチゴ(Fraga
ria vesca)(イチゴ)、ダイズ(Glycine max)(ダイズ)、キヌワタ(Gossypium hirsutum)(キ
ダチワタ(Gossypium arboreum)、シロバナワタ(Gossypium herbaceum)、ゴシピウム・ビ
チフォリウム(Gossypium vitifolium))、ヒマワリ(Helianthus annuus)(ヒマワリ)、パラ
ゴムノキ(Hevea brasiliensis)(ゴムノキ)、オオムギ(Hordeum vulgare)(オオムギ)、カ
ラハナソウ(Humulus lupulus)(ホップ)、サツマイモ(Ipomoea batatas)(サツマイモ)、カ
シグルミ(Juglans regia)(クルミの木)、レンズマメ(Lens culinaris)(レンズマメ)、ア
マ(Linum usitatissimum)(アマ)、リコペルシコン・リコペルシクム(Lycopersicon lycop
ersicum)(トマト)、リンゴ属の種(Malus spec.)(リンゴの木)、キャッサバ(Manihot escu
lenta)(キャッサバ)、ムラサキウマゴヤシ(Medicago sativa)[アルファルファ(ルーサン)
]、バショウ属の種(Musa spec.)(バナナノキ)、タバコ(Nicotiana tabacum)(N・ルスティ
カ(N.rustica))(タバコ)、オリーブ(Olea europaea)(オリーブの木)、イネ(Oryza sativa
)(イネ)、アオイマメ(Phaseolus lunatus)(ライマメ)、インゲンマメ(Phaseolus vulgari
s)(インゲンマメ、サヤマメ、ドライビーン)、ドイツトウヒ(Picea abies)(オウシュウト
ウヒ)、マツ属の種(Pinus spec.)(マツの木)、ピスタチオ(Pistacia vera)(ピスタチオ)
、エンドウ(Pisum sativum)(エンドウ)、セイヨウミザクラ(Prunus avium)(サクラの木)
、プルヌス・ペルシカ(Prunus persica)(モモの木)、セイヨウナシ(Pyrus communis)(ナ
シの木)、アンズ(Prunus armeniaca)(アンズ)、プルヌス・セラスス(Prunus cerasus)(ス
ミノミザクラ)、プルヌス・ドゥルシス(Prunus dulcis)(アーモンドの木)及びセイヨウス
モモ(prunus domestica)(プラムの木)、リベス・シルベストレ(Ribes sylvestre)(レッド
カラント)、トウゴマ(Ricinus communis)(トウゴマ)、サトウキビ(Saccharum officinaru
m)(サトウキビ)、ライムギ(Secale cereale)(ライムギ)、シロガラシ、ジャガイモ(Solan
um tuberosum)(ジャガイモ)、モロコシ(sorghum bicolor)(S・ブルガレ(s. vulgare))(モ
ロコシ)、カカオ(Theobroma cacao)(カカオノキ)、ムラサキツメクサ(Trifolium pratens
e)(レッドクローバー)、コムギ(Triticum aestivum)(コムギ)、トリティカレ(ライコムギ
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)、マカロニコムギ(Triticum durum)(デュラムコムギ、硬質小麦)、ソラマメ(Vicia faba
)(ソラマメ)、ヨーロッパブドウ(Vitis vinifera)(ブドウ)、トウモロコシ(Zea mays)(イ
ンディアンコーン、スイートコーン、トウモロコシ)。
【０２６７】
　好ましい作物は、タマネギ、ニンニク、ナンキンマメ、オートムギ、ベータ・ブルガリ
ス種アルティシマ、ブラシカ・ナプス変種ナプス、ブラシカ・オレラセア、ギョウギシバ
、ニンジン、ダイズ、キヌワタ、(キダチワタ、シロバナワタ、ゴシピウム・ビチフォリ
ウム)、ヒマワリ、オオムギ、レンズマメ、アマ、リコペルシコン・リコペルシクム、リ
ンゴ属の種、ムラサキウマゴヤシ、イネ、アオイマメ、インゲンマメ、エンドウ、サトウ
キビ、ライムギ、ジャガイモ、モロコシ(S・ブルガレ)、トリティカレ、コムギ、マカロ
ニコムギ、ソラマメ、ヨーロッパブドウ及びトウモロコシである。
【０２６８】
　別の実施形態において、作物植物はコムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク、ライコム
ギ、コーン(トウモロコシ)、ヒマワリ、イネ、マメ科植物作物(ダイズ、エンドウ、ソラ
マメ属(Vicia)のマメ、インゲンマメ属(Phaseolus)のマメ又はササゲ属(Vigna)のマメな
どのマメ、ピーナッツ、ヒヨコマメ、レンズマメ、アルファルファ、ルピナスなど)、ア
ブラナ、キャノーラ、ワタ、ジャガイモ、テンサイ、サトウキビ、鱗茎菜類(タマネギ、
ニンニク、エシャロットなど)、ニンジン、トマト、アブラナ属野菜(キャベツ、カリフラ
ワー、ブロッコリー、芽キャベツ、ケールキャベツ、コールラビなど)、葉菜(サラダ、レ
タス、エンダイブ、ラディッキオ、ルッコラ、チコリなど)、ピーマン、キュウリ、ナス
、カボチャ、メロン、コショウ、ズッキーニ、パセリ、パースニップ、ダイコン、ホース
ラディッシュ、リーキ、アスパラガス、セロリ、アーティチョーク、タバコ、ホップ、柑
橘類果実(オレンジ、レモン、レモン、ザボン、グレープフルーツ、ミカン、ネクタリン
など)、核果類(アンズ、サクランボ、モモ、プラムなど)、仁果類(リンゴ、ナシ、マルメ
ロなど)、堅果類(アーモンド、クルミなど)、ブドウ、アブラヤシ、オリーブ、及び芝草(
バヒアグラス、ベントグラス、ギョウギシバ、ブルーグラス、バッファローグラス、カー
ペットグラス、センチピードグラス、フェスキュー、キクユグラス、ライグラス、セント
オーガスチングラス、ゾイシアグラスなど)から選択される。
【０２６９】
　好ましい実施形態において、作物植物は、コムギ、オオムギ、ライムギ、ライコムギ、
エンバク、コーン(トウモロコシ)、ヒマワリ、イネ、ダイズ、エンドウ、マメ、ピーナッ
ツ、アブラナ、キャノーラ、ワタ、ジャガイモ、テンサイ、サトウキビ、芝草及び野菜か
らなる群から選択される。
【０２７０】
　さらにより好ましい実施形態において、作物植物は、コムギ、オオムギ、ライムギ、ラ
イコムギ、エンバク、コーン(トウモロコシ)、ヒマワリ、イネ、ダイズ、エンドウ、ソラ
マメ属のマメ、インゲンマメ属のマメ、ピーナッツ、アブラナ、キャノーラ、ワタ、ジャ
ガイモ、テンサイ、サトウキビ、芝草及び野菜からなる群から選択される。
【０２７１】
　特に好ましい実施形態において、望ましくない植生は穀物において防除される。特に、
穀物はコムギ、オオムギ、ライムギ、エンバク、及びライコムギからなる群から選択され
る。
【０２７２】
　別の特に好ましい実施形態において、望ましくない植生はイネ(移植イネを含むがこれ
に限定されない)において防除される。
【０２７３】
　本発明による方法、使用及び組成物は、遺伝子改変植物においても使用可能である。「
遺伝子改変植物」という語は、その植物種のゲノムにとって天然でない挿入DNA配列を含
むように、又はその種のゲノムにとって天然であったDNAの欠失を示すように、組換えDNA
技術の使用により遺伝物質が改変された植物として理解されるべきであり、その改変は、
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交雑育種、突然変異誘発又は天然の組換え単独で容易に得られるものではない。大抵、特
定の遺伝子改変植物は、組換えDNA技術の使用によりゲノムが直接処理された祖先の植物
から、天然の育種又は繁殖プロセスを経て遺伝により遺伝子改変を得たものである。通常
、植物の特定の特性を改善するために、遺伝子改変植物の遺伝物質に1つ以上の遺伝子が
組み込まれている。このような遺伝子改変には、例えばグリコシル化、又はプレニル化、
アセチル化、ファルネシル化、若しくはPEG部分結合などのポリマー付加を可能にし、減
少させ、又は促進するアミノ酸突然変異を含めることによる、タンパク質、オリゴペプチ
ド又はポリペプチドの標的翻訳後修飾も含まれるがこれらに限定されない。
【０２７４】
　育種、突然変異誘発又は遺伝子操作により改変された植物は、従来の方法での育種又は
遺伝子操作の結果として、例えば、ジカンバ又は2,4-Dなどのオーキシン除草剤;4-ヒドロ
キシフェニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ(HPPD)阻害剤又はフィトエンデサチュラーゼ(P
DS)阻害剤などの白化除草剤;スルホニル尿素類又はイミダゾリノン類などのアセト乳酸シ
ンターゼ(ALS)阻害剤;グリホセートなどのエノールピルビルシキミ酸3-リン酸シンターゼ
(EPSP)阻害剤;グルホシネートなどのグルタミンシンテターゼ(GS)阻害剤;プロトポルフィ
リノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤;アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)阻害剤などの
脂質生合成阻害剤;又はオキシニル(すなわちブロモキシニル又はアイオキシニル)除草剤
などの特定のクラスの除草剤の施用に対し耐性となっており、さらに、植物は、グリホセ
ート及びグルホシネートの両方、又はグリホセート及びALS阻害剤、HPPD阻害剤、オーキ
シン除草剤、若しくはACCase阻害剤など別のクラスの除草剤の両方に対する抵抗性などの
複数の遺伝子改変を経て、複数のクラスの除草剤に対し抵抗性となっている。これらの除
草剤抵抗性技術は、例えば、Pest Management Science 61、2005、246; 61、2005、258; 
61、2005、277; 61、2005、269; 61、2005、286; 64、2008、326; 64、2008、332; Weed 
Science 57、2009、108; Australian Journal of Agricultural Research 58、2007、708
; Science 316、2007、1185;及びこれらで引用されている参考文献に記載されている。数
種の栽培植物、例えば、イミダゾリノン類、例えばイマザモックスに対し耐性であるClea
rfield(登録商標)夏ナタネ(キャノーラ、BASF SE、ドイツ)、又はスルホニル尿素類、例
えばトリベヌロンに対し耐性であるExpressSun(登録商標)ヒマワリ(DuPont、USA)は、突
然変異誘発及び従来の方法での育種により除草剤に対し耐性となっている。遺伝子操作法
を使用することで、ダイズ、ワタ、コーン、ビート及びナタネなどの栽培植物が、グリホ
セート、イミダゾリノン類及びグルホシネートなどの除草剤に対し耐性となっており、そ
のうちのいくつかは、商標又は商標名RoundupReady(登録商標)(グリホセート耐性、Monsa
nto、USA)、Cultivance(登録商標)(イミダゾリノン耐性、BASF SE、ドイツ)及びLibertyL
ink(登録商標)(グルホシネート耐性、Bayer CropScience、ドイツ)で開発又は市販されて
いる。
【０２７５】
　さらに、組換えDNA技術の使用により、1種以上の殺虫性タンパク質、特に、デルタエン
ドトキシン、例えばCryIA(b)、CryIA(c)、CryIF、CryIF(a2)、CryIIA(b)、CryIIIA、CryI
IIB(b1)又はCry9cなどの、細菌バチルス属(Bacillus)、特にバチルス・チューリンゲンシ
ス(Bacillus thuringiensis)由来の既知の殺虫性タンパク質;栄養型殺虫性タンパク質(ve
getative insecticidal protein)(VIP)、例えばVIP1、VIP2、VIP3又はVIP3A;線虫コロニ
ー形成細菌(bacteria colonizing nematode)、例えばフォトラブダス属の種(Photorhabdu
s spp.)又はゼノラブダス属の種(Xenorhabdus spp.)の殺虫性タンパク質;サソリ毒、クモ
毒、ハチ毒、又はその他の昆虫特異的な神経毒などの、動物により産生される毒素;放線
菌毒素などの、菌類により産生される毒素;エンドウ又はオオムギレクチンなどの植物レ
クチン;凝集素;トリプシン阻害剤、セリンプロテアーゼ阻害剤、パタチン、シスタチン又
はパパイン阻害剤などのプロテイナーゼ阻害剤;リシン、トウモロコシ-RIP、アブリン、
ルフィン(luffin)、サポリン又はブリオジン(bryodin)などのリボソーム不活性化タンパ
ク質(RIP);3-ヒドロキシステロイドオキシダーゼ、エクジステロイド-IDP-グリコシル-ト
ランスフェラーゼ、コレステロールオキシダーゼ、エクジソン阻害剤又はHMG-CoA-レダク
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ターゼなどのステロイド代謝酵素;ナトリウム又はカルシウムチャネル遮断薬などのイオ
ンチャネル遮断薬;幼若ホルモンエステラーゼ;利尿ホルモン受容体(ヘリコキニン(helico
kinin)受容体);スチルベンシンターゼ、ビベンジルシンターゼ、キチナーゼ又はグルカナ
ーゼを合成することができる植物も包含される。本発明の文脈において、これらの殺虫性
タンパク質又は毒素は、プレトキシン、ハイブリッドタンパク質、切断型タンパク質又は
その他の方法で改変されたタンパク質を含むものであるとも明確に理解されるべきである
。ハイブリッドタンパク質は、新たな組合せのタンパク質ドメインを特徴とする(例えばW
O 02/015701を参照のこと)。このような毒素、又はこのような毒素を合成することができ
る遺伝子改変植物のさらなる例が、例えばEP-A 374 753、WO 93/007278、WO 95/34656、E
P-A 427 529、EP-A 451 878、WO 03/18810及びWO 03/52073で開示されている。このよう
な遺伝子改変植物を産生する方法は概して当業者に既知であり、例えば上記出版物に記載
されている。遺伝子改変植物に含まれるこれらの殺虫性タンパク質は、これらのタンパク
質を産生する植物に、節足動物の全ての分類群由来の有害な有害生物、特に甲虫(鞘翅目)
、双翅目の昆虫(双翅目)、及びガ類(鱗翅目)及び線虫(線形動物)に対する耐性を付与(imp
art)する。1種以上の殺虫性タンパク質を合成することができる遺伝子改変植物は、例え
ば上記出版物に記載されており、そのうちのいくつかは、YieldGard(登録商標)(Cry1Ab毒
素を産生するコーン栽培品種)、YieldGard(登録商標)Plus(Cry1Ab及びCry3Bb1毒素を産生
するコーン栽培品種)、Starlink(登録商標)(Cry9c毒素を産生するコーン栽培品種)、Herc
ulex(登録商標)RW(Cry34Ab1、Cry35Ab1及び酵素ホスフィノトリシン-N-アセチルトランス
フェラーゼ[PAT]を産生するコーン栽培品種);NuCOTN(登録商標)33B(Cry1Ac毒素を産生す
るワタ栽培品種)、Bollgard(登録商標)I(Cry1Ac毒素を産生するワタ栽培品種)、Bollgard
(登録商標)II(Cry1Ac及びCry2Ab2毒素を産生するワタ栽培品種);VIPCOT(登録商標)(VIP-
毒素を産生するワタ栽培品種);NewLeaf(登録商標)(Cry3A毒素を産生するジャガイモ栽培
品種);Bt-Xtra(登録商標)、NatureGard(登録商標)、KnockOut(登録商標)、BiteGard(登録
商標)、Protecta(登録商標)、Bt11(例えば、Agrisure(登録商標)CB)及びSyngenta Seeds 
SAS、フランスのBt176(Cry1Ab毒素及びPAT酵素を産生するコーン栽培品種)、Syngenta Se
eds SAS、フランスのMIR604(改変版のCry3A毒素を産生するコーン栽培品種、WO 03/01881
0を参照のこと)、Monsanto Europe S.A.、ベルギーのMON863(Cry3Bb1毒素を産生するコー
ン栽培品種)、Monsanto Europe S.A.、ベルギーのIPC531(改変版のCry1Ac毒素を産生する
ワタ栽培品種)及びPioneer Overseas Corporation、ベルギーの1507(Cry1F毒素及びPAT酵
素を産生するコーン栽培品種)などとして市販されている。
【０２７６】
　さらに、組換えDNA技術の使用により、細菌、ウイルス又は菌類病原体に対する植物の
抵抗性又は耐性を増大させるための1種以上のタンパク質を合成することができる植物も
包含される。このようなタンパク質の例は、いわゆる「感染特異的タンパク質」(PRタン
パク質、例えばEP-A 392 225を参照のこと)、植物病害抵抗性遺伝子(例えば、メキシコの
野生ジャガイモ、ソラヌム・バルボカスタヌム(Solanum bulbocastanum)由来の、ジャガ
イモ疫病菌(Phytophthora infestans)に対して作用する抵抗性遺伝子を発現するジャガイ
モ栽培品種)、又はT4-リゾチーム(例えば、エルウィニア・アミロボラ(Erwinia amylovor
a)などの細菌に対する抵抗性が増大した、これらのタンパク質を合成することができるジ
ャガイモ栽培品種)である。このような遺伝子改変植物を産生する方法は概して当業者に
既知であり、例えば上記出版物に記載されている。
【０２７７】
　さらに、組換えDNA技術の使用により、植物の生産性(例えば、バイオマス産生、穀物収
量、デンプン含量、油含量又はタンパク質含量)、干ばつ、塩分若しくは生育を制限する
その他の環境的因子に対する耐性、又は有害生物及び菌類、細菌若しくはウイルス病原体
に対する耐性を増大させるための1種以上のタンパク質を合成することができる植物も包
含される。
【０２７８】
　さらに、組換えDNA技術の使用により、具体的にはヒト又は動物の栄養を改善するため
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脂肪酸又は不飽和オメガ-9脂肪酸を産生する油料作物(例えばNexera(登録商標)ナタネ、D
ow AgroSciences、カナダ)も包含される。
【０２７９】
　さらに、組換えDNA技術の使用により、具体的には原料産生を改善するための改変され
た量の成分又は新たな成分を含む植物、例えば、増加した量のアミロペクチンを産生する
ジャガイモ(例えばAmflora(登録商標)ジャガイモ、BASF SE、ドイツ)も包含される。
【０２８０】
　以下の実施例は本発明について説明するのに役立つ。
【実施例】
【０２８１】
　I.抵抗性雑草バイオタイプの防除
　抵抗性雑草バイオタイプに対する除草剤Aの除草活性を、以下の温室実験により特定の
市販の除草剤と比較して試験した。
【０２８２】
　使用した培養容器は、基質として腐植土を約3.0%含有するローム質砂を含むプラスチッ
ク植木鉢であった。試験植物の種子を各種ごとに別々に植え付けた。作用様式2010(例え
ばhttp://www.hracglobal.com/pages/classificationofherbicidesiteofaction.aspxを参
照のこと)に基づくHRAC(Herbicide Resistance Action Committee)分類による広範な作用
様式に対して様々な程度の抵抗性を有する、ノスズメノテッポウ(ALOMY)6種(10-103、10-
170、09-591、10-123、11-215、11-146)及びライグラス(LOLMU)6種(12-166、12-143、12-
165、12-307、13-304、13-313)のバイオタイプを、2種の非抵抗性バイオタイプ(14-116及
び13-243)と共に試験した。以下の表1及び2を参照のこと。
【０２８３】
　出芽後処理では、まず試験植物を、植物の性質に応じて高さ3～15cmまで生育させ、そ
こで初めて、水で懸濁又は乳化させた活性成分で処理した。このために、試験植物を直接
植え付け、同じ容器で生育させるか、まず実生として別に生育させ、処理数日前に試験容
器に移植した。
【０２８４】
　種に応じて、植物を10～25℃又は20～35℃に保った。試験期間は2～4週間にわたった。
この期間中植物を世話し、個々の処理に対する植物の応答を評価した。
【０２８５】
　ラセミ混合物(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキ
サビシクロ[2.2.1]ヘプタンを除草剤Aとして使用し、活性成分濃度50g/l、100g/l又は750
g/lの乳剤としてそれぞれ製剤化した。
【０２８６】
　フルフェナセットを、活性成分濃度500g/lを有する市販の濃縮溶液製剤(Cadou)として
使用した。
【０２８７】
　イマザモックスを顆粒水和剤(70%WG)として使用した。
【０２８８】
　0～100の段階を使用して除草活性の評価を実施した。100は少なくとも地上部分が完全
に破壊されたことを意味し、0は損傷がないこと又は正常な生育過程にあることを意味す
る。良好な除草活性は少なくとも70の値で与えられ、非常に良好な除草活性は少なくとも
85の値で与えられる。
【０２８９】
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【表３】

【０２９０】
【表４】

【０２９１】
　表1及び2のデータから分かるように、出芽後処理では、除草剤Aは市販の除草剤と比較
して、作用様式2010に基づくHRAC(Herbicide Resistance Action Committee)分類による
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広範な作用様式に対して様々な程度の抵抗性を有する各種バイオタイプのノスズメノテッ
ポウ(ALOMY)及びライグラス(LOLMU)に対し、非常に良好な除草活性を発揮する。
【０２９２】
　II.除草剤A及びBの相乗的相互作用
　除草上活性な化合物単独と比較した、本発明の除草剤A及びBによる除草性組成物の、望
ましくない植物の生育に対する効果を以下の温室実験で実証する。
【０２９３】
　試験植物を、プラスチック容器中の、有機物5%を含む砂質ローム土壌に各種ごとに別々
に播種する。
【０２９４】
　出芽前処理では、水で懸濁又は乳化させた活性化合物を、微細散布ノズルにより、植え
付け後に直接施用する。発芽及び生育を促進するため容器を穏やかに灌漑し、次いで、植
物が発根するまで透明なプラスチックフードで覆う。この覆いは、活性化合物により悪影
響を受けない限り、試験植物の均一な発芽をもたらす。
【０２９５】
　出芽後処理では、まず植物を2葉期(leaf station)(GS12)まで生育させる。ここで、除
草性組成物を散布媒体としての水で懸濁又は乳化させ、微細散布ノズルを使用して噴霧す
る。
【０２９６】
　植物を、個々の必要条件に応じて10～25℃及び20～35℃で栽培する。必要性に応じて植
物を灌漑する。
【０２９７】
　ラセミ混合物(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキ
サビシクロ[2.2.1]ヘプタンを除草剤Aとして使用し、例えば活性成分濃度50g/l、100g/l
又は750g/lの乳剤として製剤化してよい。
【０２９８】
　除草剤Bを、例えば各活性成分を適切な濃度で含む市販の製剤として使用することがで
きる。
【０２９９】
　例えば、個々の除草性組成物(単独及び混合物での施用)の除草活性を、処理後様々な時
間間隔で、例えば処理5、10、15又は20日後(DAT)に評価することができる。
【０３００】
　化学組成物によって引き起こされる、望ましくない雑草に対する損傷の評価を、未処理
の対照植物と比較して、0～100%の段階を使用して実施する。ここで、0は損傷がないこと
を意味し、100は植物が完全に破壊されたことを意味する。
【０３０１】
　温室実験に使用する植物は、とりわけ以下の種から選択することができる:
【０３０２】
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【表５】

【０３０３】
　コルビーの式を適用して、除草剤A及び除草剤Bの組合せが相乗効果を示すかどうかを決
定することができる(S. R. Colby、「Calculating synergistic and antagonistic respo
nses of herbicide combinations」、Weeds 1967、15、20～22ページを参照のこと)。
　E=X+Y-(X.Y/100)
　式中、
　X=施用量aで除草剤Aを使用した際のパーセントでの効果、
　Y=施用量bで除草剤Bを使用した際のパーセントでの効果、
　E=施用量a+bでの除草剤A+除草剤Bの予測される効果(%)。
【０３０４】
　値Eは、個々の化合物の活性が相加的である場合に予測される効果(植物損傷又は傷害)
に対応する。観察された効果が、コルビーの式に従って算出された値Eより高ければ、相
乗効果が存在する。
【０３０５】
　III.除草剤Aの、除草剤B.5(シハロホップ-ブチル)、B.23(ビスピリバック-ナトリウム)
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、B.53(メトスルフロン-メチル)及びB.217(キザロホップ-P-エチル)との相乗的相互作用
　除草上活性な化合物単独と比較した、本発明の除草剤A及びBによる特定の除草性組成物
の、望ましくない植物の生育に対する効果を以下の温室実験で実証した。
【０３０６】
　試験植物を、プラスチック容器中の、有機物5%を含む砂質ローム土壌に各種ごとに別々
に播種する。
【０３０７】
　出芽後処理では、まず植物を2葉期(GS12)まで生育させ、種に応じてGS12～19で施用し
た。除草性組成物を散布媒体としての水で懸濁又は乳化させ、微細散布ノズルを使用して
噴霧した。
【０３０８】
　植物を、個々の必要条件に応じて10～25℃及び20～35℃で栽培した。必要性に応じて植
物を灌漑した。
【０３０９】
　ラセミ混合物(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキ
サビシクロ[2.2.1]ヘプタンを除草剤Aとして使用し、活性成分濃度750g/lを有する乳剤と
して製剤化した。
【０３１０】
　シハロホップ-ブチル(除草剤B.5)を、活性成分濃度200g/lを有する乳剤(EC)製剤として
使用した。
【０３１１】
　メトスルフロン-メチル(除草剤B.53)を、活性成分濃度20%を有する顆粒水溶剤(SG)製剤
として使用した。
【０３１２】
　ビスピリバック-ナトリウム(除草剤B.23)を、活性成分濃度408g/lを有する液剤(SL)製
剤として使用した。
【０３１３】
　キザロホップ-P-エチル(除草剤B.217)を、活性成分濃度106g/lを有する懸濁剤(SC)製剤
として使用した。
【０３１４】
　以下の実験では、個々の除草剤化合物(単独及び混合物での施用)の除草活性を、処理20
日後(DAT)に評価した。
【０３１５】
　化学組成物によって引き起こされる、望ましくない雑草に対する損傷の評価を、未処理
の対照植物と比較して、0～100%の段階を使用して実施した。ここで、0は損傷がないこと
を意味し、100は植物が完全に破壊されたことを意味する。
【０３１６】
　温室実験に使用した植物は以下の種に属していた:
【０３１７】
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【０３１８】
　コルビーの式を適用して、除草剤A及び除草剤Bの組合せが相乗効果を示すかどうかを決
定した(S. R. Colby、「Calculating synergistic and antagonistic responses of herb
icide combinations」、Weeds 1967、15、20～22ページを参照のこと)。
　E=X+Y-(X.Y/100)
　式中、
　X=施用量aで除草剤Aを使用した際のパーセントでの効果、
　Y=施用量bで除草剤Bを使用した際のパーセントでの効果、
　E=施用量a+bでの除草剤A+除草剤Bの予測される効果(%)。
【０３１９】
　値Eは、個々の化合物の活性が相加的である場合に予測される効果(植物損傷又は傷害)
に対応する。観察された効果が、コルビーの式に従って算出された値Eより高ければ、相
乗効果が存在する。
【０３２０】
　以下の表3～6は、温室試験における、処理20日後(DAT)の出芽後施用での、異なる量及
び比率で施用された個々の活性物質及び組合せの除草活性に関する。
【０３２１】



(70) JP 6954889 B2 2021.10.27

10

20

【表７】

【０３２２】
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【表８】

【０３２３】
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【表９】

【０３２４】
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【表１０】

【０３２５】
　表3～6のデータから分かるように、出芽後処理において、各種雑草種に対する除草活性
が、各化合物の値に基づき個々に予測されるものより顕著に高いという点で、除草剤A及
び除草剤Bの組合せは予期しない相乗効果を示す。
　以下は、本発明の実施形態の一つである。
（１）除草剤抵抗性又は耐性雑草種を防除するための、(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオ
キシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエナン
チオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)の使用。
（２）望ましくない植生を防除する方法であって、除草上有効な量の(±)-2-exo-(2-メチ
ルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その
個々のエナンチオマーのいずれか又はその任意の非ラセミ混合物(除草剤A)を、該植生若
しくはその場所に施用するか、又は土壌若しくは水に施用して、望ましくない植生の出芽
又は生育を防止するステップを含み、望ましくない植生が少なくとも1種の除草剤抵抗性
又は耐性雑草種を含む、方法。
（３）除草剤Aが(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプロピル-7-オ
キサビシクロ[2.2.1]ヘプタンである、（1）に記載の使用又は（2）に記載の方法。
（４）除草剤抵抗性又は耐性雑草種が、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)阻害剤(HR
AC A群)、アセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤(HRAC B群)、光化学系II(PSII)阻害剤(HRAC 
C1、C2及びC3群)、微小管集合阻害剤(HRAC K1群)、極長鎖脂肪酸(VLCFA)阻害剤(HRAC K3
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群)及び脂質合成阻害剤(HRAC N群)からなる群から選択される少なくとも1種の除草剤に対
する抵抗性又は耐性を有するバイオタイプである、（1）若しくは（3）に記載の使用、又
は（2）若しくは（3）に記載の方法。
（５）除草剤抵抗性又は耐性雑草種が、アセチルCoAカルボキシラーゼ(ACCase)阻害剤(HR
AC A群)、アセト乳酸シンターゼ(ALS)阻害剤(HRAC B群)及び光化学系II(PSII)阻害剤(HRA
C C1、C2及びC3群)からなる群から選択される少なくとも1種の除草剤に対する抵抗性又は
耐性を有するバイオタイプである、（4）に記載の使用又は方法。
（６）除草剤抵抗性又は耐性雑草種が、コムギダマシ属、スズメノテッポウ属、セイヨウ
ヌカボ属、カラスムギ属、ブラキアリア属、スズメノチャヒキ属、ギョウギシバ属、ジギ
タリア属、エキノクロア属、オヒシバ属、カモノハシ属、アゼガヤ属、ロリウム属、パニ
カム属、クサヨシ属、イチゴツナギ属、ツノアイアシ属、セタリア属、アンセミス属、ア
マランサス属、ブタクサ属、ナズナ属、ヤグルマギク属、ケノポジウム属、コニザ属、デ
スクライニア属、ヤエムグラ属、コキア属、シカギク属、ケシ属、ダイコン属、シロガラ
シ属、キバナハタザオ属、ハコベ属及びグンバイナズナ属から選択される、（1）及び（3
）から（5）のいずれかに記載の使用、又は（2）から（5）のいずれかに記載の方法。
（７）除草剤抵抗性又は耐性雑草種が、スズメノテッポウ属、セイヨウヌカボ属、イチゴ
ツナギ属、クサヨシ属及びケシ属から選択される、（1）及び（3）から（6）のいずれか
に記載の使用、又は（2）から（6）のいずれかに記載の方法。
（８）除草剤抵抗性又は耐性雑草種がスズメノテッポウ属から選択される、（1）及び（3
）から（7）のいずれかに記載の使用、又は（2）から（7）のいずれかに記載の方法。
（９）望ましくない植生が、コムギ、オオムギ、ライムギ、ライコムギ、エンバク、コー
ン(トウモロコシ)、ヒマワリ、イネ、ダイズ、エンドウ、ソラマメ属のマメ、インゲンマ
メ属のマメ、ピーナッツ、アブラナ、キャノーラ、ワタ、ジャガイモ、テンサイ、サトウ
キビ、芝草及び野菜から選択される作物植物において防除される、（1）及び（3）から（
8）のいずれかに記載の使用、又は（2）から（8）のいずれかに記載の方法。
（１０）除草剤Aが唯一の除草上活性な成分である、（1）及び（3）から（9）のいずれか
に記載の使用、又は（2）から（9）のいずれかに記載の方法。
（１１）b1)～b15)群
　b1)脂質生合成阻害剤:
　アロキシジム、アロキシジム-ナトリウム、ブトロキシジム、クレトジム、クロジナホ
ップ、クロジナホップ-プロパルギル、シクロキシジム、シハロホップ、シハロホップ-ブ
チル、ジクロホップ、ジクロホップ-メチル、フェノキサプロップ、フェノキサプロップ-
エチル、フェノキサプロップ-P、フェノキサプロップ-P-エチル、フルアジホップ、フル
アジホップ-ブチル、フルアジホップ-P、フルアジホップ-P-ブチル、ハロキシホップ、ハ
ロキシホップ-メチル、ハロキシホップ-P、ハロキシホップ-P-メチル、メタミホップ、ピ
ノキサデン、プロホキシジム、プロパキザホップ、キザロホップ、キザロホップ-エチル
、キザロホップ-テフリル、キザロホップ-P、キザロホップ-P-エチル、キザロホップ-P-
テフリル、セトキシジム、テプラロキシジム及びトラルコキシジム、4-(4'-クロロ-4-シ
クロプロピル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメ
チル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1312337-72-6);4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル[1
,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(C
AS 1312337-45-3);4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5-ヒ
ドロキシ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3(6H)-オン(CAS 1033757-93-5);4-(2',4'-ジ
クロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3,5(4H,6
H)-ジオン(CAS 1312340-84-3);5-(アセチルオキシ)-4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-
フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-
オン(CAS 1312337-48-6);5-(アセチルオキシ)-4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピル-[1,
1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン;5-(ア
セチルオキシ)-4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジ
ヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1312340-82-1);5-(アセチルオキシ
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)-4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-3,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テト
ラメチル-2H-ピラン-3-オン(CAS 1033760-55-2);4-(4'-クロロ-4-シクロプロピル-2'-フ
ルオロ[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピ
ラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 1312337-51-1);4-(2',4'-ジクロロ-4-シクロプロピ
ル-[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラ
ン-3-イル炭酸メチルエステル;4-(4'-クロロ-4-エチル-2'-フルオロ[1,1'-ビフェニル]-3
-イル)-5,6-ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエス
テル(CAS 1312340-83-2);4-(2',4'-ジクロロ-4-エチル[1,1'-ビフェニル]-3-イル)-5,6-
ジヒドロ-2,2,6,6-テトラメチル-5-オキソ-2H-ピラン-3-イル炭酸メチルエステル(CAS 10
33760-58-5);から選択されるACC除草剤、並びにベンフレセート、ブチレート、シクロエ
ート、ダラポン、ジメピペレート、EPTC、エスプロカルブ、エトフメセート、フルプロパ
ネート、モリネート、オルベンカルブ、ペブレート、プロスルホカルブ、TCA、チオベン
カルブ、チオカルバジル、トリアレート及びベルノレートから選択される非ACC除草剤、
　b2)ALS阻害剤:
　アミドスルフロン、アジムスルフロン、ベンスルフロン、ベンスルフロン-メチル、ク
ロリムロン、クロリムロン-エチル、クロルスルフロン、シノスルフロン、シクロスルフ
ァムロン、エタメトスルフロン、エタメトスルフロン-メチル、エトキシスルフロン、フ
ラザスルフロン、フルセトスルフロン、フルピルスルフロン、フルピルスルフロン-メチ
ル-ナトリウム、ホラムスルフロン、ハロスルフロン、ハロスルフロン-メチル、イマゾス
ルフロン、ヨードスルフロン、ヨードスルフロン-メチル-ナトリウム、ヨーフェンスルフ
ロン、ヨーフェンスルフロン-ナトリウム、メソスルフロン、メソスルフロン-メチル、メ
タゾスルフロン、メトスルフロン、メトスルフロン-メチル、ニコスルフロン、オルトス
ルファムロン、オキサスルフロン、プリミスルフロン、プリミスルフロン-メチル、プロ
ピリスルフロン、プロスルフロン、ピラゾスルフロン、ピラゾスルフロン-エチル、リム
スルフロン、スルホメツロン、スルホメツロン-メチル、スルホスルフロン、チフェンス
ルフロン、チフェンスルフロン-メチル、トリアスルフロン、トリベヌロン、トリベヌロ
ン-メチル、トリフロキシスルフロン、トリフルスルフロン、トリフルスルフロン-メチル
及びトリトスルフロンから選択されるスルホニル尿素類、
　イマザメタベンズ、イマザメタベンズ-メチル、イマザモックス、イマザピック、イマ
ザピル、イマザキン及びイマゼタピルから選択されるイミダゾリノン類、
　クロランスラム、クロランスラム-メチル、ジクロスラム、フルメツラム、フロラスラ
ム、メトスラム、ペノキススラム、ピリミスルファン及びピロキススラムから選択される
トリアゾロピリミジン系除草剤及びスルホンアニリド類、
　ビスピリバック、ビスピリバック-ナトリウム、ピリベンゾキシム、ピリフタリド、ピ
リミノバック、ピリミノバック-メチル、ピリチオバック、ピリチオバック-ナトリウム、
4-[[[2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)オキシ]フェニル]メチル]アミノ]-安息香酸-1
-メチルエチルエステル(CAS 420138-41-6)、4-[[[2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)
オキシ]フェニル]メチル]アミノ]-安息香酸プロピルエステル(CAS 420138-40-5)、N-(4-
ブロモフェニル)-2-[(4,6-ジメトキシ-2-ピリミジニル)オキシ]ベンゼンメタンアミン(CA
S 420138-01-8)から選択されるピリミジニルベンゾエート類、
　フルカルバゾン、フルカルバゾン-ナトリウム、プロポキシカルバゾン、プロポキシカ
ルバゾン-ナトリウム、チエンカルバゾン及びチエンカルバゾン-メチルから選択されるス
ルホニルアミノカルボニル-トリアゾリノン系除草剤;及びトリアファモン、
　b3)光合成阻害剤:
　アメトリン、アトラジン、シアナジン、デスメトリン、ジメタメトリン、プロメトン、
プロメトリン、プロパジン、シマジン、シメトリン、テルブメトン、テルブチラジン、テ
ルブトリン及びトリエタジンから選択されるトリアジン系除草剤、
　ヘキサジノン、メタミトロン及びメトリブジンから選択されるトリアジノン類、
　トリアゾリノン:アミカルバゾン、
　ピリダジノン:クロリダゾン、
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　クロルブロムロン、クロロトルロン、クロロクスロン、ジメフロン、ジウロン、フルオ
メツロン、イソプロツロン、イソウロン、リニュロン、メタミトロン、メタベンズチアズ
ロン、メトベンズロン、メトキスロン、モノリニュロン、ネブロン、シデュロン、テブチ
ウロン及びチジアズロンから選択される尿素類、
　デスメディファム、カルブチレート、フェンメディファム及びフェンメディファム-エ
チルから選択されるフェニルカルバメート類、
　ブロモフェノキシム、ブロモキシニル、及びアイオキシニルから選択されるニトリル系
除草剤、
　ブロマシル、レナシル及びテルバシルから選択されるウラシル類、
　ベンタゾン、ベンタゾン-ナトリウム、ピリデート、ピリダホル、ペンタノクロール、
プロパニル
から選択される光化学系II阻害剤、並びにジクワット、ジクワット-ジブロミド、パラコ
ート、パラコート-ジクロリド及びパラコート-ジメチルスルフェートから選択される光化
学系I阻害剤、
　b4)プロトポルフィリノーゲン-IXオキシダーゼ阻害剤:アシフルオルフェン、アシフル
オルフェン-ナトリウム、アザフェニジン、ベンカルバゾン、ベンズフェンジゾン、ビフ
ェノックス、ブタフェナシル、カルフェントラゾン、カルフェントラゾン-エチル、クロ
メトキシフェン、シニドン-エチル、フルアゾレート、フルフェンピル、フルフェンピル-
エチル、フルミクロラック、フルミクロラック-ペンチル、フルミオキサジン、フルオロ
グリコフェン、フルオログリコフェン-エチル、フルチアセット、フルチアセット-メチル
、ホメサフェン、ハロサフェン、ラクトフェン、オキサジアルギル、オキサジアゾン、オ
キシフルオルフェン、ペントキサゾン、プロフルアゾール、ピラクロニル、ピラフルフェ
ン、ピラフルフェン-エチル、サフルフェナシル、スルフェントラゾン、チジアジミン、
チアフェナシル、トリフルジモキサジン、エチル[3-[2-クロロ-4-フルオロ-5-(1-メチル-
6-トリフルオロメチル-2,4-ジオキソ-1,2,3,4-テトラヒドロピリミジン-3-イル)フェノキ
シ]-2-ピリジルオキシ]アセテート(CAS 353292-31-6;S-3100)、N-エチル-3-(2,6-ジクロ
ロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 4
52098-92-9)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2,6-ジクロロ-4-トリフルオロメチルフェノ
キシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 915396-43-9)、N-エチル-3-(2-ク
ロロ-6-フルオロ-4-トリフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボ
キサミド(CAS 452099-05-7)、N-テトラヒドロフルフリル-3-(2-クロロ-6-フルオロ-4-ト
リフルオロメチルフェノキシ)-5-メチル-1H-ピラゾール-1-カルボキサミド(CAS 452100-0
3-7)、3-[7-フルオロ-3-オキソ-4-(プロパ-2-イニル)-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキ
サジン-6-イル]-1,5-ジメチル-6-チオキソ-[1,3,5]トリアジナン-2,4-ジオン(CAS 451484
-50-7)、2-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[
1,4]オキサジン-6-イル)-4,5,6,7-テトラヒドロ-イソインドール-1,3-ジオン(CAS 130011
8-96-0)、1-メチル-6-トリフルオロメチル-3-(2,2,7-トリフルオロ-3-オキソ-4-プロパ-2
-イニル-3,4-ジヒドロ-2H-ベンゾ[1,4]オキサジン-6-イル)-1H-ピリミジン-2,4-ジオン(C
AS 1304113-05-0)、メチル(E)-4-[2-クロロ-5-[4-クロロ-5-(ジフルオロメトキシ)-1H-メ
チル-ピラゾール-3-イル]-4-フルオロ-フェノキシ]-3-メトキシ-ブタ-2-エノエート(CAS 
948893-00-3)、及び3-[7-クロロ-5-フルオロ-2-(トリフルオロメチル)-1H-ベンゾイミダ
ゾール-4-イル]-1-メチル-6-(トリフルオロメチル)-1H-ピリミジン-2,4-ジオン(CAS 2127
54-02-4);
　b5)白化除草剤:
　ベフルブタミド、ジフルフェニカン、フルリドン、フルロクロリドン、フルルタモン、
ノルフルラゾン、ピコリナフェン、及び4-(3-トリフルオロメチルフェノキシ)-2-(4-トリ
フルオロメチルフェニル)ピリミジン(CAS 180608-33-7)から選択されるPDS阻害剤、
　ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、ビシクロピロン、フェンキノトリオン、イソキ
サフルトール、イソキサクロルトール、メソトリオン、ピラスルホトール、ピラゾリネー
ト、ピラゾキシフェン、スルコトリオン、テフリルトリオン、テムボトリオン、トルピラ
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レート及びトプラメゾンから選択されるHPPD阻害剤、
　クロマゾンから選択されるDOXP-シンターゼ阻害剤、
　アクロニフェン、アミトロール及びフルメツロンから選択される、標的が未知の白化剤
　b6)EPSPシンターゼ阻害剤:
　グリホセート、グリホセートイソプロピルアンモニウム、グリホセートカリウム、及び
グリホセートトリメシウム(スルホセート)、
　b7)グルタミンシンターゼ阻害剤:ビラナホス(ビアラホス)、ビラナホス-ナトリウム、
グルホシネート、グルホシネート-P及びグルホシネート-アンモニウム、
　b8)DHPシンターゼ阻害剤:アスラム、
　b9)有糸分裂阻害剤:
　HRAC K1群の化合物:ベンフルラリン、ブトルアリン、ジニトラミン、エタルフルラリン
、フルクロラリン、オリザリン、ペンディメタリン、プロジアミン及びトリフルラリンか
ら選択されるジニトロアニリン類、アミプロホス、アミプロホス-メチル、及びブタミホ
スから選択されるホスホルアミデート類、クロルタール、クロルタール-ジメチルから選
択される安息香酸系除草剤、ジチオピル及びチアゾピルから選択されるピリジン類、プロ
ピザミド及びテブタムから選択されるベンズアミド類、
　HRAC K2群の化合物:カルベタミド、クロルプロファム、フラムプロップ、フラムプロッ
プ-イソプロピル、フラムプロップ-メチル、フラムプロップ-M-イソプロピル、フラムプ
ロップ-M-メチル及びプロファム、
　b10)VLCFA阻害剤:
　アセトクロール、アラクロール、ブタクロール、ジメタクロール、ジメテナミド、ジメ
テナミド-P、メタザクロール、メトラクロール、メトラクロール-S、ペトキサミド、プレ
チラクロール、プロパクロール、プロピソクロール及びテニルクロールから選択されるク
ロロアセトアミド類、フルフェナセット及びメフェナセットから選択されるオキシアセト
アミド類、
　ジフェナミド、ナプロアニリド、ナプロパミド及びナプロパミド-Mから選択されるアセ
トアミド類、フェントラザミド及びイプフェンカルバゾンから選択されるテトラゾリノン
類、アニロホス、カフェンストロール、フェノキサスルホン、ピペロホス及びピロキサス
ルホンから選択されるその他の除草剤、並びに式II.1、II.2、II.3、II.4、II.5、II.6、
II.7、II.8及びII.9
【化３】
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のイソオキサゾリン化合物、
　b11)セルロース生合成阻害剤:
　クロルチアミド、ジクロベニル、フルポキサム、インダジフラム、イソキサベン、トリ
アジフラム及び1-シクロヘキシル-5-ペンタフルオロフェニルオキシ-14-[1,2,4,6]チアト
リアジン-3-イルアミン(CAS 175899-01-1)、
　b12)脱共役除草剤:
　ジノセブ、ジノテルブ及びDNOC、
　b13)合成オーキシン:
　2,4-D、クラシホス、2,4-DB、アミノシクロピラクロル、アミノピラリド、アミノピラ
リド-ジメチルアンモニウム、アミノピラリド-トリス(2-ヒドロキシプロピル)アンモニウ
ム、ベナゾリン、ベナゾリン-エチル、クロランベン、クロメプロップ、クロピラリド、
ジカンバ、ジクロルプロップ、ジクロルプロップ-P、フルロキシピル、フルロキシピル-
ブトメチル、フルロキシピル-メプチル、ハラウキシフェン(CAS 943832-60-8);MCPA、MCP
A-チオエチル、MCPB、メコプロップ、メコプロップ-P、ピクロラム、キンクロラック、キ
ンメラック、TBA(2,3,6)、トリクロピル、4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3
-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボン酸、及びベンジル4-アミノ-3-クロ
ロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシフェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボキシレ
ート(CAS 1390661-72-9)、
　b14)オーキシン輸送阻害剤:ジフルフェンゾピル、ジフルフェンゾピル-ナトリウム、ナ
プタラム及びナプタラム-ナトリウム、
　b15)その他の除草剤:ブロモブチド、クロルフルレノール、クロルフルレノール-メチル
、クミルロン、シクロピリモレート(CAS 499223-49-3)、ダラポン、ダゾメット、ジフェ
ンゾコート、ジフェンゾコートメチル硫酸塩、ジメチピン、DSMA、ダイムロン、エンドタ
ール、エトベンザニド、フルレノール、フルレノール-ブチル、フルルプリミドール、ホ
サミン、ホサミン-アンモニウム、インダノファン、マレイン酸ヒドラジド、メフルイジ
ド、メタム、メチオゾリン(CAS 403640-27-7)、アジ化メチル、臭化メチル、メチル-ダイ
ムロン、ヨウ化メチル、MSMA、オレイン酸、オキサジクロメホン、ペラルゴン酸、ピリブ
チカルブ、キノクラミン及びトリジファン、
並びにこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミド
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から選択される少なくとも1種の除草剤Bを施用するステップをさらに含む、（1）及び（3
）から（9）のいずれかに記載の使用、又は（2）から（9）のいずれかに記載の方法。
（１２）ベノキサコール、クロキントセット、シオメトリニル、シプロスルファミド、ジ
クロルミド、ジシクロノン、ジエトレート、フェンクロラゾール、フェンクロリム、フル
ラゾール、フルキソフェニム、フリラゾール、イソオキサジフェン、メフェンピル、メフ
ェネート、ナフタレン酢酸(NAA)、ナフタル酸無水物(NA)、オキサベトリニル、4-(ジクロ
ロアセチル)-1-オキサ-4-アザスピロ[4.5]デカン(MON4660)、2,2,5-トリメチル-3-(ジク
ロロアセチル)-1,3-オキサゾリジン(R-29148)、N-(2-メトキシベンゾイル)-4-[(メチルア
ミノカルボニル)アミノ]ベンゼンスルホンアミド、及びこれらの農学的に許容される塩、
エステル又はアミドからなる群から選択される少なくとも1種の薬害軽減剤Cを施用するス
テップをさらに含む、（1）及び（3）から（11）のいずれかに記載の使用、又は（2）か
ら（11）のいずれかに記載の方法。
（１３）作物保護で慣例の1種以上の補助剤を施用するステップをさらに含む、（1）及び
（3）から（12）のいずれかに記載の使用、又は（2）から（12）のいずれかに記載の方法
。
（１４）除草上有効な量の除草剤A及び場合によって少なくとも1種の除草剤Bを含む組成
物が施用される、（1）及び（3）から（13）のいずれかに記載の使用、又は（2）から（1
3）のいずれかに記載の方法。
（１５）除草上有効な量の(a)(±)-2-exo-(2-メチルベンジルオキシ)-1-メチル-4-イソプ
ロピル-7-オキサビシクロ[2.2.1]ヘプタン、その個々のエナンチオマーのいずれか又はそ
の任意の非ラセミ混合物(除草剤A)、及び(b)群
　b1)脂質生合成阻害剤:シハロホップ、キザロホップ、
　b2)ALS阻害剤:メトスルフロン、ペノキススラム、ピリミスルファン、ビスピリバック
、ピリベンゾキシム、ピリフタリド、ピリミノバック、
　b3)光合成阻害剤:プロパニル、
　b5)白化除草剤:ベンゾビシクロン、ベンゾフェナップ、イソキサクロルトール、ピラゾ
リネート、ピラゾキシフェン、テフリルトリオン、
　b10)VLCFA阻害剤:フェントラザミド、イプフェンカルバゾン、カフェンストロール、フ
ェノキサスルホン、
　b13)合成オーキシン:ベンジル4-アミノ-3-クロロ-6-(4-クロロ-2-フルオロ-3-メトキシ
フェニル)-5-フルオロピリジン-2-カルボキシレート(CAS 1390661-72-9)、
　b15)その他の除草剤:インダノファン、メチオゾリン(CAS 403640-27-7)、オキサジクロ
メホン、
及びこれらの農学的に許容される塩、エステル又はアミド
から選択される少なくとも1種の除草剤Bを含む除草性組成物。
（１６）少なくとも1種の除草剤Bが、群
b1)脂質生合成阻害剤:シハロホップ、シハロホップ-ブチル、キザロホップ、及びキザロ
ホップ-P-エチル、
b2)ALS阻害剤:メトスルフロン、メトスルフロン-メチル、ビスピリバック、及びビスピリ
バック-ナトリウム
から選択される、（15）に記載の組成物。
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